














それでも、西内くんと恋がしたい
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１．告白

２．強きよう烈れつな転校生

３．西内くんのヒミツ

４．遠足

５．もうひとりの魔ま法ほう使つかい

６．誕生日

７．一輪の花

８．星空の下で




　あとがき
















『心配しないでいい。俺が、とっておきの魔ま法ほうをかけてあげるから』




　夕暮れ時、ふたりきりの教室。

　この空間だけが世界から切り離はなされたような気がした。




　現実とは違ちがう場所、例えば少女マンガの世界に入ってしまったみたいだ。

　こんなに心がときめくのは生まれてはじめてで、もうキミから目を離せなくなった。







　──キミがおまじないをかけてくれた瞬しゆん間かん、私は〝恋こいの魔法〟にかかってしまったんだ。
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　高校一年生最終日。

　みんなにとっては修しゆう了りよう式に出て通知表をもらうだけの日なのかもしれない。

　でも、私にとっては違う。

　今日は、十六年の人生のなかで最も勇気を振ふりしぼる日。

　生まれてはじめて好きになった人に……想おもいを伝えると決めた日なんだ。

　昨日、片想いの相手である、同じクラスの西にし内うち蓮れんくんに【話したいことがあるので、放課後屋上に来てください】とメッセージを送った。

　西内くんからはすぐに【わかった】と短い返信が届いた。

　スマホで連れん絡らくを取ったのは昨日が初めて。

　ただでさえ緊きん張ちようするのに、内容が内容なだけに送信するまで何時間もかかった。

　すぐに連絡がきてうれしかったけど、一言だけのメッセージに胸がチクリと痛んだ。

「めんどくさいと思ってるのかなぁ。いや、でももともとそういう人かもしれないし……」

　屋上で西内くんを待っている時間は落ち着かなくて、独り言をつぶやいたり、うろうろ歩き回ったりしていた。

　女子から〝クールな王子様〟と呼ばれている西内くん、本当に来てくれるのかな。

　来てくれなかったらどうしよう。

　いっそ、ドタキャンされたほうが楽なのかもしれない。

　ふられたらもう生きていけないかも。

　自分で告白すると決めたくせに、いざこの日を迎むかえると怖こわくて覚かく悟ごがゆらいでしまう。

　進級して違うクラスになって、接点がなくなってしまうことが嫌いやだった。

　西内くんに新しい出会いがあって、彼女ができるかもしれないと思うと怖かった。

　何も行動できないまま失しつ恋れんするよりも、きちんと自分の気持ちを伝えて失恋したほうがずっといい。

　悩なやんで悩んで、そう決意したはずなのに。

「やっぱ無理だよぉ。逃にげ出したいよぉ……」

　半泣きになりながら、カーディガンのポケットからスマホを取り出してアプリを開く。

　昨日メッセージを送ったのはぜんぶ夢でした、なんてバカな期待をしたけれど、西内くんとのトーク履り歴れきはばっちり残ってた。

　深いため息をつきながら未読のメッセージを確かく認にんする。

【心こ春はる、頑がん張ばって！　気合だよ、気合！　あたしは教室で待ってるからね】

　同じクラスで一番の友達、賀か上がみ千ち秋あきちゃんからのエールを見て少し元気になった。

　千秋ちゃんは最初の席せき替がえで前後の席だったという縁えんで仲良くなった。

　性格や趣しゆ味みはあまり似ていないのになぜか気が合って一いつ緒しよにいる。

　西内くんのことも親身になって話を聞いてくれたな。

〝持つべきものは友〟って言葉が身にしみるよ。

【ありがとう、気持ち伝えてくるね！】

　千秋ちゃんに返事を送ったタイミングでよろけてしまうほどの風が吹ふいた。

　もう三月なのに、まだまだ風は冬仕様。

　ブレザーの下にセーターを着て正解だった。

　……って、今はそんなことどうでもいい。

　強い風のせいで背中まである髪かみはぐっちゃぐっちゃだよ。

「もう、せっかく朝から頑張ったのに、これじゃ台無し……」

　スマホの内カメラを起動させて髪を直していたとき、ギギギ、と鉄の扉とびらの開く音がした。

　屋上にやってきたのは、他ほかの誰だれでもない西内くんだった。

　彼は一歩一歩、私のところへと近づいてくる。

　まだ髪を整えている最中だったけどあわててスマホをしまう。

　どうしよう。

　身だしなみも心の準備もできてないよ！

「悪い。……待たせた？」

「う、ううん。私もいま来たところだよ」

　ありがちなセリフを口にしながら、なんとか落ち着いているフリをする。

「それならよかった。……屋上ってけっこう寒いんだな。もう春なのに」

「高いところにいると、余計に寒く感じるのかな」

「そうかもしれない」

「……かもしれないね」

　あたりさわりのない天気のお話。

　いきなり呼び出されて気まずいと思っているのかな。

　どことなく顔がこわばっているようにもみえる。

　ふたりきりで話すなんてあの時以来だし、当たり前か。

　呼び出した私でさえ、どこを見てどんな態度で接したらいいかわからないのだから。

　西内くんはすっきりとした目鼻立ちが特とく徴ちよう的なイケメンで、髪かみ型がたはゆるふわショートマッシュヘアとオシャレで背も高い。

　今日も制服、とくにネクタイがよく似合っている。

　誰だれかとつるむタイプではなく、不思議と近寄れないオーラがある。

　そんな彼が目の前にいるっていうだけでテンパって、どうやって話を切り出せばいいのかもわからない。

　あんなに頭の中で練習したっていうのに……。

「それで……話っていうのは？」

「あ、そうそう！　あのね……ええと……」

　まさか彼から切り出してくるとは思わなくて、うまく言葉がでてこなかった。

　どうしよう、早く本題にいかない私にあきれているのかもしれない。

　西内くんの硬かたい表情をみて、いじいじした態度をとるのは失礼かもしれないと思った。

　わざわざ時間をさいて、屋上まできてくれたっていうのに。

　早くちゃんと用件を伝えなくちゃ。

　そのために、昨日時間かけて文章を作って、勇気を出して連絡したんだもの。

　静かに深呼吸をして、ぎゅっと目をつむる。

　セーターのすそを握にぎりしめ、心のなかでこう唱えた。

　……告白しようと決めたときの気持ちを思い出して、私！

「わ、私……西内くんのことが好きです！　つ、つ、つきあってください！」

　口ごもった。声がふるえた。

　でも、言いきった！

　私、ちゃんと伝えられたんだ……。

　無事に告白することができてほっとする。達成感もおぼえた。

　……でも、それと同時に生まれたのは、返事を待つという怖さだった。

　西内くんがどんな反応をしているのかさえ、たしかめることができない。

　ふたりの間にはしばらく沈ちん黙もくが続いた。

　計ってみたらほんの数十秒かもしれない。

　けれど、私にとってはまるで時間が止まったかのように重く感じられた。

　どうして黙だまっているの？

　いきなり告白されて困っているのかな。

　どうしよう、怖い。

　セーターのすそを握る手がふるえる。

　目を閉じているせいか、やたらいろんな音が気になり始める。

　ひゅうひゅうと冷たい風の音、ドクンドクンとうるさい心臓の音。

　そして、西内くんが大きく息を吸う音。

　彼が何かを言おうとしてるんだってわかった。

　同時に、覚悟も決めた。

　ふられても笑え顔がおで『話を聞いてくれてありがとう』って言う。

　教室に戻もどるまで泣くのはガマン。

　千秋ちゃんになぐさめてもらうんだ、って。

「──桜さくら井いにそんな風に想おもってもらえて、すごくうれしいよ」

「……え？」

　まるで予想していなかった言葉を聞いて、思わず目を開けた。

　ゆっくりと顔を上げると……真っ赤な顔をした西内くんと目が合った。

　彼はすぐに私から顔をそらす。

　キレイな瞳ひとみはゆらゆらと揺ゆれている。

　……これって、もしかして、期待しちゃってもいいのかな？

　私の告白を、西内くんが喜んでくれている。

　受け入れてくれるかもしれないって。

「でも」

　あわい期待をもった瞬しゆん間かん、彼はふたたび口を開いた。

〝でも〟という接続詞から、私にとってよくない内容であることは予想がつく。

　そう言ったっきり黙りこくってしまった西内くん。

　すぐに続きを話そうとしないのはきっと……私を傷つけないように言葉を選んでいるからだ。

　いったい何を話そうとしているの？

　私の気持ちはうれしいのに、こたえられないのはなぜ？

　まだ続きを聞いていないのに、涙なみだが込みあげてくる。

　一瞬にして天国から地じ獄ごくにつき落とされた気分だ。

　泣いているところを見られたくないと思ってうつむこうとした、その時だった。




「俺と付き合ったら普ふ通つうの恋れん愛あいできねーよ？」




　……どういう、意味？

　西内くんは少し間を置いて、話を続けた。

「放課後や休日は忙いそがしくて、デートする時間もないと思う。寂さびしくさせると思うけど……それでもいいの？」

　西内くんの表情は曇くもっていた。

　彼の申し訳ないという気持ちが伝わってくる。

　私は正直理由を聞いてもピンとこなかったけど、西内くんが私を気き遣づかってくれていると知ってうれしかった。

　やっぱり西内くんは優やさしいな。

　改めて彼のことが好きだって思った。

　なかなかデートできないってわかっていても、私は……。

「私は西内くんのことが好きだから……忙しくても平気だよ」

「桜井……」

　どうしてだろう。

　二度目の〝好き〟は、彼の瞳をまっすぐに見つめて伝えられた。

　今が一番の勝負所だって直感したのかもしれない。

〝私の気持ちがうれしい〟というあの言葉が本当なら、こたえてほしい。

　そんな簡単にあきらめられるような想いじゃないって、西内くんに伝わってほしい。

　心の中で何度も祈いのりながら、彼の返事を待った。

「ありがとう。俺も桜井のことずっと気になってたんだ。今日からよろしくな」

「……うん！」

　西内くんが優しく微笑ほほえんでくれたので、私もにっこり笑い返した。

　やった。私の気持ち、受け入れてもらえたんだ。

　そして、まさか西内くんも私を気にかけてくれていたなんて……こんなことってある？

　飛びはねて喜びたいくらいにうれしいよ……。

　西内くんのはにかんだ顔を見つめながら、これから訪おとずれるであろうバラ色の日々に心おどらせていた。




　──このときの私は、初はつ恋こいが叶かなって浮うかれすぎていたのかもしれない。

〝普通の恋愛できない〟ことがどういうことなのか、理解できていなかったのだ。
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　人生初の告白が成功して、私は西内くんと付き合うことになった。

　春休み中にデートができるかなって期待していたけど、結局一日も会うことはできなかった。その理由は、西内くんが実家に帰っていたからだ。

　今まで知らなかったけど、西内くんは高校からおじさんの家に居い候そうろうしているらしい。

　何か事情があるのかなと思って、特に理由は聞かなかった。

　会えない間はメッセージアプリで連れん絡らくを取り合った。

　といっても、家でもいろいろと忙しいみたいで、朝と夜の二回しかやりとりできなかったけど。

　それでも、時間を作って連絡してくれることがうれしかった。

　メッセージを受信するたびにドキドキして、文章を作るのに何分もかかるから、このくらいの頻ひん度どでよかったかもしれない。

　メッセージでは、お互たがいの好きなもの、趣しゆ味み、よく見るテレビ番組などの話をした。

　今まであまり話したことがなかったから、話題が尽つきなくて楽しかった。

　西内くんはオムライスやハンバーグなどの洋食が好きらしい。クールな印象が強いけど、子供みたいに可愛かわいいところもあるんだなあ。

　趣味は読書で、空いている時間はいろんなジャンルの本を読んでいるらしい。私も読書は好きなほうだから、いつか本を貸し合えたらいいなと思った。

　よく見るテレビ番組はスポーツ関連で、特に欧おう州しゆうサッカーが好きらしい。

　私はあまり詳くわしくないから、勉強してサッカーの話で盛り上がれたら楽しいかもしれない。

　何回かやり取りして分かったことは、西内くんのメッセージは短いということ。

　初めて連絡をしたときはそっけない文章に思い悩なやんだりもしたけど、もともとそういう人だったみたい。

　趣味や文面の特とく徴ちようって、告白が成功したから知ることができたんだよね。

　改めて考えてみると、何気ないメッセージのやりとりも幸せに感じた。

　でも、できることなら早く西内くんの顔が見たかった。

　次に会えるのは始業式の日。

　いつもだったら『もっと休みが続けばいいのに』って思うのに、今回は『早く学校が始まらないかな』ってずっと考えていた。

　──そして、とうとう待ち望んでいた日がやってくる。




「心春ー、また同じクラスだよ、やったね！」

　新しいクラスの教室に入るやいなや、千秋ちゃんが駆かけよってきてくれた。

「千秋ちゃんと一いつ緒しよでうれしいよ！　しかも、出席番号も並びだよね」

「そそ、だから席も近いよー。こっちこっち」

　ゴキゲンな千秋ちゃんの後に続いて移動する。

　席順はまず男子が窓側から出席番号順に座り、その後に女子が続く。

　私の席は廊ろう下か側から二列目の前から三番目、千秋ちゃんはその一つ前だった。

　ふたり一緒に席につくと、千秋ちゃんはすぐに後ろを向いた。

「黒板見えにくいかもしれないね。先に謝っとくわ」

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと見えそうだよ」

　謝ると言いつつも、千秋ちゃんは明るく笑っていた。

　千秋ちゃんは百七十センチ以上の長身で、本人によると〝まだ伸のび続けている〟らしい。その長身を活いかして、学校ではバレー部に入っている。

　ウワサによると、次期エースと期待されているらしい。

　一年の時からレギュラー入りしていて、何度もチームを勝利にみちびいているんだとか。

　春休みに何回か応おう援えんに行ったけど、どの試合でも活かつ躍やくしていたなぁ。

　短い髪かみに引き締しまった身体からだが特徴的な千秋ちゃんは、さっぱりした性格でリーダーシップのある女の子。

　まさに体育会系女子って感じだ。

　……そんな彼女が『実はあたし、オタクなんだ』って告白してきたときは驚おどろいた。

　小さい頃ころからマンガやアニメ、ゲームが大好きらしいんだけど、みんなにはヒミツにしているみたい。

　大事なヒミツを打ち明けてくれた時はすごくうれしかったな。

「よかった。ジャマだったらちゃんと言ってね？　すぐに身体かたむけるからさ」

「いきなりそんなことしたら変な子だと思われるんじゃない？」

「あはは、たしかに！　じゃあかがむことにするよ。そのまま寝ねちゃうかもしれないけど」

「実際、千秋ちゃん、たまに寝てたもんね」

　とりとめのない話をしながらけらけらと笑い合う。

　しばらく雑談しているうちに、ふとある違い和わ感かんをおぼえた。

　今までだったら周りにかき消されていたはずの笑い声が、教室にひびいてしまっていたのだ。

　教室を見み渡わたして、話をしている人が少ないことに気づいた。

　当たり前だけど見なれない顔も多い。

　環かん境きようが変わって緊きん張ちようしている人が多いのかもしれない。

　千秋ちゃんがいたからリラックスして過ごしていたけれど、改めてここは慣れ親しんだ一年の教室とは違ちがうと感じた。

「ちょっと窓側のほうに移動しようか」

　千秋ちゃんも同じように思ったのかもしれない。

　私はこくりとうなずいて席を立ち、教室奥の窓ぎわまで移動した。

　窓を開けると暖かい春風が教室に入ってきた。

　優やさしくほおを撫なでられるようで気持ちいい。

　一年の時の教室は一階でいまは二階だから、去年よりも眺ながめがいい。

　運動場をかこむ満開の桜はとてもきれいで、少しでも長く咲さいていてほしい、なんて思った。

「……同じクラスでよかったね」

　千秋ちゃんは顔を近づけると、さっきよりも小声で話しかけてきた。

「うん、また千秋ちゃんと一緒でほっとしたよ」

「違う違う、私が言ってるのは西内のことだよ」

　突とつ然ぜん西内くんの名前が出て、肩かたが跳はねそうになった。

　顔も熱くなってしまう。

「うん、うれしい」

「顔赤くして、照れちゃって。かわいいねえ」

「もう、からかわないで」

　ほおをぷくっと膨ふくらませてみせると、千秋ちゃんは困ったように笑って「ごめんごめん」とつぶやいた。

　掲けい示じ板ばんにはりだされたクラス名めい簿ぼを見て、一番に探したのは西内くんの名前だった。

　そのあとで、私も彼と同じクラスだと知ってすごくビックリした。

　もう一年同じ教室で過ごせるなんてうれしいけれど、それ以上に、もし失しつ恋れんしていたらどうなっていたんだろうと怖こわくなった。

　そこまで考えていなかった自分の無計画さにあきれてしまう。

　ちなみに西内くんはまだ登校していない。

　一年の時はいつも予よ鈴れいギリギリだったから、今日もそうかもしれない。

　早く顔が見たいんだけどな。

「あの日、あたしのことは気にせずに一緒に帰ればよかったのに」

「ううん、あの時待っていてくれて心強かったし、一番に報告したかったもん。それに、いきなり一緒に帰るなんてハードルが高すぎるよ……」

　告白が成功したあとのこと。

　それまで普ふ通つうに話していたのがウソのように、まともに彼の顔が見られなくなった。

　西内くんは首に手をあてながら顔だけ横を向いていた。

　多分だけど、彼も照れていたんだと思う。

　あまずっぱい雰ふん囲い気きに慣れていない私は、最終的に『友達を待たせているんだ』と切り出した。

　別れ際ぎわに西内くんから『帰ったら連れん絡らくするから』って言ってくれて、飛び上がるほどうれしかったな。

　あの時は告白以外のことを考える余よ裕ゆうはなかったけど、これから一緒に帰れたらいいな。

　春休み中、メッセージアプリでそういう約束をすることは一度もなかったけど……。




　──しばらく窓ぎわで千秋ちゃんとおしゃべりしていると、教室の前方から、

「体育館シューズにはきかえて、出席番号順に廊下に並んでください」

　と涼すずしい声で呼びかけられた。

　振ふり向くと、教きよう卓たくの前には英語の小こ泉いずみ亜あ子こ先生が立っていた。

　先生は二十代前半くらいの若い先生で、小こ柄がらで童顔のせいかいまだに未成年と間違えられるらしい。

　優しくて話しやすいから、生徒に大人気である。

　先生は怒おこるけど、みんなは彼女を〝アコちゃん先生〟と呼んでいる。

「あたしたちも並ぼうか」

「そうだね」

　体育館シューズにはきかえて廊下に出ようとしたとき、ようやく登校してきた西内くんとはち合わせした。

「あっ……」

　ふいに会ったものだから、心の準備ができていなくて〝おはよう〟すら言えなかった。

　ずっと会いたいと思っていたのに、いざ本人を目の前にするとどうしたらいいかわからなくなる。

　そんな私をフォローするように、千秋ちゃんが西内くんに話しかけた。

「おっ西内じゃん、おはよ！」

「おはよう。朝から元気だな……」

　西内くんは眠ねむそうにあくびをしている。

　朝が苦手なのだろうか。

「また同じクラスだね。一年間よろしくー」

「ああ、よろしく。……桜井も」

　西内くんは、ずっとモジモジしている私に笑いかけてくれた。

　約二週間ぶりに間近でみる、西内くんの笑え顔がお。

　ふだんあまり笑わないから、破は壊かい力がハンパない……！

　キラキラ眩まぶしすぎて、思わず倒たおれてしまいそうだったけど、ぐっとこらえた。

「うん、よろしくね」

　ちょっとした短い会話だったけど、それだけでもう胸がいっぱいになった。

　心臓がずっとバクバクしてる。

　告白してますます気持ちが高まっているみたい。

　こんなんで、これからうまく付き合っていけるのだろうか。

　今だって、千秋ちゃんがいたからなんとか話すことができたのに。

「普通に話せてうらやましいなぁ」

　廊ろう下かを歩きながら独り言のようにつぶやくと、千秋ちゃんは私の背中をぽんと叩たたいた。
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「あたしはただ、三次元に興味ないだけだよ。なぜか、みんなアイツの前ではちぢこまっちゃうんだよねー」

　千秋ちゃんの言う通り、西内くんと緊張せずに話せる女子はあまりいない。それこそ、一年のときは千秋ちゃんくらいしかいなかった。

　西内くんが女子にあまり話しかけないのもあるけど、理由は別にある。

　彼はイケメンというだけでなく、文武両道の完ぺきな男の子だ。

　テストではいつも学年トップクラスだし、スポーツは何をやらせても活かつ躍やくする。クラスの中心にいるようなタイプじゃないけど、西内くんには圧あつ倒とう的な存在感があった。

　特に女子はアイドルのようにあがめている人が多かった。

　私は口数が少ないところ、どこか大人びた雰囲気が少し怖いなって思ってた。

　そんな彼が優しい人だと知ったあの日、恋こいに落ちて……。

　それからは意識してますます話しかけられなくなった。

　自分でもよく告白できたなと思う。

　みんな、西内くんと私が付き合っていると知ったらどんな反応するだろう。平へい凡ぼんでこれといった長所もない私なんかが彼女で、納なつ得とくいかないって文句言われるのかな。

　彼女になれたし、たまには二人でお弁当を食べたり一いつ緒しよに帰ったりしたいけど、あまり目立たないほうがいいのかな。

　──お付き合いの仕方をもんもんと考えているうちに始業式が終わり、体育館から教室へと戻もどった。




　体育館シューズからうわばきに履はきかえて席に着くと、すぐにアコちゃん先生がやってきた。今日は始業式だからかグレーのスーツを着ている。

「みなさん席に着いたようなので、さっそく最初のホームルームを始めますね」

　先生の号令にしたがって立ちあがり、一礼してから座った。

　前を向いたときに、ふと窓側から二列目の一番前が空席であることに気がついた。

　先生は「みなさん席に着いた」って言ってたし、今日お休みの人がいるのかな？

　ちなみに西内くんは、その列の一番後ろに座っている。

「まずはご進級おめでとうございます。私は担任の小泉です。担当科目は英語で、女子バレー部の顧こ問もんをしています。一年間よろしくお願いします。まずはみなさんに自己紹しよう介かいをしてもらいますね」

　一人ずつ教卓の前に出て、みんなの顔を見ながら話をしないといけないらしい。

　毎年やることだけどなれないなあ。

　今から緊きん張ちようしちゃうけど、ちゃんとみんなの自己紹介も聞かないとね。

　自己紹介は男子から順番にすることとなった。

　一年間同じ学校に通っていたのに、名前も顔も知らない人がけっこういた。

　一学年十クラスもあるから、それも当然かな。

　改めて、西内くんと二年間も同じクラスになれたのはキセキだと思った。

　西内くんの順番になると、ところどころで黄色い声が上がった。

　女の子に人気があるんだと改めて実感する。

「西内蓮です。……好きな食べ物はオムライスです。よろしくお願いします」

　自己紹介はとてもシンプルだった。

　話すことがなくて困ったのかな。それとも、わざわざ自己紹介で言うほどオムライスが好きなのかな？

　メッセージでも言っていたもんね。

　お母さんに作り方を教えてもらって、いつか手作りのオムライスを食べてもらいたいなと思った。

　男子の自己紹介が終わり、順番が女子に回ってきた。




　みんなの前で話すのは得意じゃないし、西内くんが聞いていると思うとよけい緊張してしまう。

　彼みたいに簡単な自己紹介にしちゃおうかな、と考えているうちに、千秋ちゃんの番が回ってきた。

「賀上千秋です！　中学の時からバレーやってます。目標はインターハイ出場です！　応おう援えんよろしくお願いしまーす」

　千秋ちゃんは、ふだん私と接しているときと同じように堂々と話していた。

　うらやましいなぁ。

　私もあんな風にできたらいいのに。

「じゃあ次は、桜井さんお願いしますね」

「は、はい」

　先生に名前を呼ばれて立ちあがり、教きよう卓たくの前まで移動する。

　みんなに動作ひとつひとつを見られていると思うだけでドキドキした。

「桜井心春です。えっと、名前は春っぽいですが夏生まれです。甘いものが大好きです、よろしくお願いします」

　話し終えたあと、ペコリと頭を下げてから席に戻った。

　みんなの顔をまともに見られなかったけど、うまく話せたほうかな？

　緊張の糸がほどけて、他ほかの子の話はリラックスして聞くことができた。

　全員の自己紹介が終わると、先生が教卓の前に立った。

「自己紹介ありがとうございました。最後になりますが、転校生がいるので呼んできますね」

　みんな驚おどろいたのか、教室が少しだけざわついた。

　あの空席に転校生が座るのかな？

　だとしたら、転校生は男の子ということになる。

　いったいどんな人が来るんだろうと、期待に胸をふくらませた。

「白しら鳥とりくん、入ってきていいわよ」

　戻もどってきた先生が引き戸の向こうにいる転校生に声をかけると、すぐにがらりと戸の開く音がした。

「ふっ、とうとうこの時が来たか……」

　低い声でつぶやきながら入ってきた彼は、腕うでを組みながら一歩一歩かみしめるように歩く。先生の隣となりまで来たところで正面を向くと、革かわ手て袋ぶくろをした右手で顔をおおうようなポーズをとる。

「我が名はシュヴァ……」と言いかけたけど、すぐに咳せきばらいをした。

「すまない、つい真ま名なを口走ってしまった。今のは忘れてくれ。我が名は白鳥蒼そう真まだ。一応魔ま法ほう使つかいだと伝えておく」

　……なんだろう、この置いてきぼり感。

　名前以外よくわからなかった。

　唯ゆい一いつ、魔法使いっていうワードは気になったけど。

　自己紹介が終わったというのに誰だれも拍はく手しゆをしない。きっと、みんな頭を殴なぐられたみたいなショックを受けてるんだと思う。

　驚くのは話し方だけじゃない。見た目もかなり個性的だ。

　ツーブロックの髪かみはいいとして、なぜか右目に黒の眼帯をしている。

　上着はそでを通さずに肩かたにかけているし、右手首からひじまでは包帯を巻いている。

　まるで、マンガやアニメの世界から飛び出てきたみたいだ。

　髪の毛はとってもサラサラで肌はだもツヤツヤだ。

　顔もかっこいいのに、眼帯で隠かくしちゃうなんてもったいないなあ。

「白鳥くん、職員室でも注意したけど、制服はちゃんと着てくださいね。あと、眼帯と包帯は外してってお願いしたでしょう？」

「普ふ通つうの人間に理解するのは難しい、か。先刻説明した通り、俺様の右半身には膨ぼう大だいな魔力が流れているのだ。制せい御ぎよしなければ取り返しのつかないことになる」

「……では、そのままでお願いします。じゃあ白鳥くんは、この席に座って下さい」

　先生は説得をあきらめた様子で、白鳥くんを一番前の席に案内していた。

　白鳥くんは、なぜかいったん席の前で立ち止まった。

　一いつ瞬しゆん目が合ったような気がしたけど、気のせいだよね……？

「フッ……やはり運命には逆らえぬ、か。まさか現世でもう一度出で逢あえるとはな」

と独り言をつぶやいたあと、ようやく席についた。




　白鳥くんの自己紹介が終わったあとは、先生の事務連れん絡らくを聞いて解散となった。

　みんなは近くの人と話をしながら帰りの準備をしている。朝よりも緊張がとけているみたいだった。

　千秋ちゃんは部活の相談があるからと、先生と一いつ緒しよに教室を出て行った。

　ちらりと西内くんのほうを見ると、ひとりでスマホをいじっているようだった。

　いつ帰るんだろう？

　一緒に帰れたりするのかな……？

　とりあえず、西内くんが行動開始するのを待つことにした。

「魔法使いだなんて、絶対ウソだよね」

「あれはただの中二病だよ」

　何もせず座っていると、白鳥くんのウワサ話が耳に入った。

　一部の女子たちが話しているみたい。

　たしかに、中二病という表現がぴったりかもしれない。

　でも、本人に聞こえるかもしれないのにひそひそ話をするのはよくないと思う。

　どんな内容でも、いい気持ちはしないだろう。転校するってだけでも大変だろうに、周りから壁かべを作られたらもっとつらいはずだ。

　白鳥くんのほうを見ると、彼はまだ座ったままだった。

　彼に話しかけている人はひとりもいない。白鳥くんが個性的すぎて、どう接していいかわからないのかもしれない。

　気のせいかもしれないけど、うしろ姿が寂さびしそうにみえた。

　私にできることがあれば何かしてあげたい、と思ったときには立ちあがっていた。

　白鳥くんの席まで移動して、彼と向かい合うように立つ。

「あの、白鳥くん……」

　いきなり話しかけられて驚いたのか、左目を大きく見開いている。

　くっきり二ふた重えでまつ毛が長く、うす茶色の瞳ひとみはとてもきれいだ。

　近くで見て、改めて眼帯をしているのがもったいないと思った。

「私、桜井心春っていうんだ、よろしくね。わからないことがあったら何でも聞いて？」

　話しかけても白鳥くんの反応はなかった。

　それどころか、ピクリとも動かない。

　どうしたんだろう、そんなにビックリすること？

　それとも、話しかけてほしくなかったのかな。

　もしそうだとしたら、私ってただのおせっかい……？

「ということで、じゃあ、また明日あしたね！」

　沈ちん黙もくが気まずくなって、適当に場を切り上げようとした、その時だった。

「永年の時が過ぎようとも、天使であることは変わらないのだな」

「……えっ？」

「ただし一つ忠告しておく。その優やさしさ、悪魔につけこまれないことだな。堕だ天てん使しに落ちることになるぞ！」

「だ、堕天使……？」

　自己紹しよう介かいの時と同じようなポーズをとり、意味不明なことを話す白鳥くん。

　やっぱり、話しかけるのは間ま違ちがいだったかな？

　なんて答えたらいいかわからず困っていたとき、ふと椅い子すから立ち上がった西内くんと目が合った。

　スクールバッグを肩にかけている。

　もう帰ろうとしているのかな、と寂しく思ったのもつかの間。

　西内くんはなぜかこっちに近づいてきて、私の隣に立った。

「桜井、なにしてるの」

「西内くん……！　あのね、白鳥くんに『わからないことがあったら何でも聞いて』って話しかけていたの」

「たしかにな。白鳥、俺は西内蓮だ。遠えん慮りよせずなんでも聞いてくれていいから」

「……かたじけない」

　西内くんも、転校生の白鳥くんが気になって話しかけにきたのかな。

　優しいもんね。

　でも、その割にはちょっと無ぶ愛あい想そうな気もするけど。白鳥くんも一言つぶやいたっきり黙だまっているし。

　まぁでも、男同士の会話ってこんな感じなのかもしれない。

「じゃあ、そろそろ帰ろうか」

　西内くんは視線を白鳥くんから私へと移した。

　これって、どう考えても、私に言ってるよね？

　やばい、すごくうれしい……！

「う、うん！　じゃあカバン取ってくるね」

「俺は廊ろう下かで待ってるから」

「わかった。……白鳥くん、またね」

　西内くんが教室を出ていき、私は席に置きっぱなしだったブラウンのスクールバッグを持って廊下に出た。

　その途と中ちゆう、女子の視線が私に集中していたのは気のせいじゃない、と思う。

　今度は、白鳥くんじゃなくて私と西内くんのウワサをしているかもしれない。

　小声だったけど、「うそでしょ」「ショック」って話し声も耳に入ってきたし。

　考えると心が重くなる。

　でも、廊下で私を待ってくれている彼の姿を見たとき、幸せな気持ちで胸がいっぱいになった。

　私ってなんて単純なんだろう。




「……お待たせ」

「ああ」

　一緒に帰れることがうれしくてニヤニヤしてる私とは対照的に、西内くんは無表情だった。機き嫌げんが悪そうに見えなくもない。

　どうしたんだろう、私、何かしたのかな。

　でも、誘さそってくれたのは西内くんだし……。

　何を考えているのかわからないよ。

　肩かたを並べて歩いているのに、二人とも口を開かなかった。

　久しぶりに会って、話したいことはたくさんあるはずなのに、どうして言葉が出てこないんだろう。

　そのまま階段を下りてげた箱まで向かう。

　もう下校のピークが過ぎているのか、ほぼ誰だれもいなかった。

　うわばきから革かわ靴ぐつに履はきかえてかがめていた身体からだを戻もどすと、すでに準備を終えていた彼と目が合った。

　告白したときにも見たような、照れた表情。

「ごめん、ちょっと緊きん張ちようしてる」

　その一言で、彼は機嫌が悪いわけじゃないと気づいた。

　ドキドキしているのは私だけじゃない、西内くんもなんだ。

　同じ気持ちだと分かり、ぐっと親近感がわいた。

「私もだよ、西内くん」

　にっこりと笑いかけると、彼はほっとしたように笑った。

　一いつ緒しよに昇降口を出る。

　さっきよりも、ふたりの距きよ離りが近くなっている気がした。

「桜井は優しいな」

　歩き始めると、西内くんのほうから話しかけてきた。

「えっ？」

「転校生、しかもあんな個性的な人に話しかけるなんて、誰にでもできることじゃない」

「そんな、たいしたことじゃないよ」

「たいしたことだよ」

「……ありがとう、西内くん」

　西内くんは私をほめたけど、白鳥くんに『なんでも聞いて』と言った彼も優しいと思う。

　ふたりで白鳥くんに話しかけたから、こうやって一緒に帰ることができたのかもしれない。きっかけをくれた白鳥くんには感謝しなきゃな、と思った。




　──次の日。

　西内くんに会えるのが楽しみで、ウキウキして学校へと向かった。

　昨日は途中まで一緒に電車に乗って帰った。

　同じ学校の人達にちらちら見られて少し気まずかったな。

　またウワサされてるのかなって思うと落ち着かなくて、西内くんともうまく話せなかった。

　でも、私が先に電車を降りるとき、西内くんから「これからも一緒に帰ろうな」と言われて、もやもやした気持ちが吹ふっ飛んだ。

　今日も明日もずーっと一緒に帰れるなんて、うれしすぎる。

　席についてアコちゃん先生を待っている間、ニヤニヤが止まらなかった。

　予よ鈴れいが鳴ると先生がやってきて、朝の挨あい拶さつのあとに簡単な事務連れん絡らくをきいた。

　午前中はずっとホームルームで、まずは学級委員などの委員決めを行うらしい。

　今年はどの委員にしようかな。

　去年は美化委員でこれといって大きな仕事がなかったから、今年は遠足委員に立候補してみようかな。

　なんだか楽しそうだし。

　千秋ちゃんと一緒にできたらいいけど、彼女は多分……。

「じゃあまず、学級委員に立候補する人はいませんか？」

「はい！」

　アコちゃん先生の声かけにすぐ反応したのは、目の前に座っている千秋ちゃんだった。

　やっぱそうだよね。

　一年の時も学級委員をしていたもの。

　しっかり者の彼女は適役だと思う。

「ほかに立候補もいないようなので、賀上さんにお願いしたいと思いますがよろしいですか？」

　どこからともなく拍はく手しゆが起こる。

　満まん場じよう一いつ致ちで女子の学級委員は千秋ちゃんに決まった。

「続いて男子の学級委員ですが、立候補はいませんか？」

「フッ……ついにこの時が来たか」

　男子の学級委員に名乗り出たのは、転校生の白鳥くんだった。

　立ち上がって教きよう卓たくの前まで出ると、両りよう腕うでを胸の前で組んで、アコちゃん先生の横に立った。

「俺様は幼少期から帝てい王おう学を学んでいる。安心してついてくるがいい」と得意げにつぶやく。

　白鳥くんの突とつ飛ぴな行動に教室がどよめいた。

　先生もぼう然としている。

「えーっと、つまり学級委員に立候補するってことでいいのかな？」

　白鳥くんは大きくゆっくりとうなずく。

「でも、白鳥くんは転校生だし、学級委員は難しいと思うのだけど……」

　私も同じことを思っていた。

　転校生っていうのもあるけど、強きよう烈れつに個性的な彼は、みんなをまとめるタイプではなさそうにみえるけど……。

「先生、慣れない環かん境きようでも堂々としている白鳥くんなら大だい丈じよう夫ぶだと思います。なんてったって、魔ま法ほう使つかいだし！　わからないことはあたしが教えます」

　千秋ちゃんは白鳥くんの立候補を後押ししている。

　彼女は人をからかうようなタイプじゃない。

　……ってことは、本気で白鳥くんが魔法使いだって信じてるんだ。




〝この世界には、魔法というふしぎな力を使える人間がいる〟




　いつか子供のとき、お母さんに教えてもらったことがある。

　でも、魔法が使えるかは血筋によって決まっていて、ほとんどの魔法使いはそのことを隠かくしているらしい。

　子供のころはアニメの影えい響きようで魔法少女にあこがれていたから、現実を知ったときはショックだったな。

　また、魔法使いの人数は年々減っているとも聞いた。

　実際、十六年生きてきて今まで出会ったこともないし、都市伝説じゃないかとすら考えていた。

　魔法なんてみたこともないし、みんなも同じだと思う。

　だから、白鳥くんが魔法使いだと信じているのは千秋ちゃんくらいじゃないかな。




「賀上さんがそういうなら大丈夫でしょう。では、男子の学級委員は白鳥くんにお願いします」

　アコちゃん先生は困ったように笑いながらも拍手をして応こたえた。

　みんなも先生に合わせて、パチパチと手を叩たたいた。

　白鳥くんは、先生の隣となりで満足そうに笑っていた。

「──では、賀上さんも前に出てきてください。これからは学級委員のふたりに進めてもらいます」

「はい！」

　他ほかの委員決めは、千秋ちゃんと白鳥くんが取りしきって行うことになった。

　千秋ちゃんがみんなに声をかけて、白鳥くんは黒板に名前を書いていく。

　白鳥くんの字はとてもきれいで、まるで国語の先生みたいだと思った。

「次は遠足委員です。定員は四名で、うち二名は学級委員がやります。立候補はいませんかー？」

　そっか、遠足委員は千秋ちゃんもなるんだ。

　一緒にできたら楽しそうと思って、私は迷わず手をあげた。

　ほかにはどんな子が立候補しているのかな？

　私より前に座っている人たちは誰だれも手をあげていない。

　後ろも気になるけど、わざわざ振ふり向くのもどうかと思って確かく認にんしなかった。

　千秋ちゃんは私と後ろのほうを交こう互ごに見て、意味深に笑った。

「残りの二名は桜井さんと西内くんに決まりました！」

　えっ……ウソでしょ？

　西内くんも遠足委員に手をあげたの？

　最初は聞きまちがいかと思った。

　でも、白鳥くんがふたりの名前を書いたのを見て、そうじゃないと知る。

　ちょっと照れちゃうけど、うれしいな……。

　一いつ緒しよに遠足の準備をしたり、しおりを作ったり、いろんなことができるんだ。

　千秋ちゃんと白鳥くんもいて、楽しくなりそうだし。

　五月の遠足のことを考えるだけでウキウキした。




　すべての委員決めが終わり、休み時間となった。

　すぐに教室の前にいる千秋ちゃんのところへ行く。

「千秋ちゃん、一緒の委員になれたね！」

「うん、あたしもうれしいよ。……白鳥くん、学級委員も遠足委員もがんばろうね」

　千秋ちゃんは、すでに席についている彼に声をかけた。

「うむ。全身全ぜん霊れいをかけて職務を全まつとうすると誓ちかおう」

「うわー、さすが魔法使い。言うことが違ちがうなあ！」

　こんなに目をキラキラさせる千秋ちゃんは初めて見た。

　白鳥くんのこと気に入っているのかな？

　見た目も中身も個性的で、物語に出てきそうなキャラクターだもんね。

　好きなアニメやマンガの話をしているときよりも楽しそうだ。

「ねえねえ、魔法使えるんでしょ？　なにか見せてほしいな」

「見せてやりたいのは山々だが、あいにく今は魔力が尽つきている。回復するまでに三週間はかかるだろう」

「どうして魔力が尽きているの？」

「フ……話せば長いが、ちょっとドラゴンとやり合ってな……」

「ドラゴンと!?　うそ、すごいじゃん。詳くわしく教えて教えて」

　それからしばらく、千秋ちゃんは白鳥くんの話を興奮ぎみに聞いていた。

　私はまったく話に入れていない。

　千秋ちゃん、ファンタジー設定のお話が好きだからなぁ。

　ドラゴンっていうワードが心に響ひびいちゃってるのかもしれない。

　先に席に戻もどると、また白鳥くんのウワサ話が聞こえた。

　昨日と同じ女子たちが話している。

　よっぽどウワサが好きなのかな……？

「ドラゴンなんているわけないのにね」とか「魔力が尽きたとか、魔法が使えない言い訳だよね。やっぱ中二病だ」とまったく信じていないようだった。

　白鳥くんを信じる千秋ちゃんのことも「本当に信じてるのかな、ありえない」とあきれていた。

　中二病なのかもしれないけど、白鳥くんの話をウソって決めつけるのも、陰かげでウワサ話をするのもよくないと思う。

　私も西内くんとのウワサが広まっていると知って、複雑な気持ちになったもの。

　彼女たちよりも、白鳥くんの話を信じる千秋ちゃんのほうがよっぽど好感持てるし、千秋ちゃんと友達でよかったと思った。

「いやー、まさか魔法使いと話せる日が来るなんて思わなかったよ」

　席に戻ってきた千秋ちゃんはとても満足そうだった。

「本当に魔法使いだったらかっこいいよね」

「うん！」

　千秋ちゃんに同調してみると、彼女はすごくうれしそうだった。

　今の言葉には〝千秋ちゃんは間違ってないよ〟っていう意味も込めている。

　私のことも「ありえない」ってウワサされるかもしれないけど、別にいい。

　私は、どんな時も千秋ちゃんの味方でいたいと思った。




　午後からは久しぶりの授業を受けた。

　少し眠ねむくなったけど、頑がん張ばって先生の話を聞いた。

　放課後は掃そう除じ当番で残ることになった。他のメンバーは白鳥くんや千秋ちゃんだ。

　西内くんは『図書室に寄ってくる』と教室を後にした。

　一緒に帰るために待っててくれるんだ。

　ありがたいけどちょっと申し訳ないな。

　彼のためにも、てきぱき終わらせてしまおうと思った。

「私、ゴミ捨てに行ってくるね」

　燃えるゴミを袋ふくろにまとめ、千秋ちゃんに声をかけて教室を出た。

　廊ろう下かを歩いている時も、げた箱で靴くつに履はきかえている間も、ずっと西内くんのことを考えてた。

　頭がお花畑になっていたのかな。

　……昨日感じていた心配ごとが、するりと頭からぬけおちていたみたい。

「ねえ、桜井さん」

　ゴミ置き場にゴミ袋ぶくろを捨てていたとき、後ろから声をかけられた。

　振ふり向くと、同じクラスの女子がふたりいた。

　よくウワサ話をしている子たちだ。

　白鳥くんのこともそうだし、昨日私と西内くんが一緒に教室を出るときも話していた。

　掃除をしているときは教室にいなかったのに、わざわざ何の用だろう。

　……嫌いやな予感がする。

「えっと、私に何か用かな？」

「単刀直入に聞くけど、西内くんと付き合ってるの？」

　質問してきた子は怖こわい顔をしていて、もうひとりの子の表情は暗い。

「つ、付き合ってるよ、西内くんと……」

「ホントに？　それって、どっちからコクったの？　まさか、彼のほうから告白してきたなんて言わないよね!?」

　彼女の迫はく力りよくがすごくてたじろいでしまう。

　なんで、こんなことを聞かれてるんだろう……？

　私みたいな普ふ通つうの女子が、カッコいい西内くんと付き合っているから？

　あんまり答えたくないけど、黙だまっていても状じよう況きようは変わらない。

「私のほうから告白したよ」

「それって抜ぬけがけじゃん！　桜井さんズルいよ。西内くんは〝みんなの王子様〟なんだよ？　それくらいわかるでしょ？」

「西内くんが女子に人気っていうのはもちろん知ってるけど……」

「それにさ、西内くんにはこの子のほうが似合うと思うの。かわいいってよく男子に言われてるし。この子、西内くんのこと本気で好きだったんだよ？」

　ああ、そっか。

　だから黙ってる子は悲しそうにしているんだ。

　私にだって彼女のつらい気持ちはわかる。

　でも、責められるのはちょっと理解できない。

　それに、西内くんに誰だれがふさわしいかなんて、彼本人が決めることなのに。

「気持ちはわかるけど、でも……」

「っていうか、ホントに西内くんにオッケーしてもらったの？　桜井さんが勘かん違ちがいしてるってことはないの？」

「それはないと思うよ」

「じゃあ聞くけど、西内くんは桜井さんのことをいつから好きだったの？　どういうところが好きだって言ってた？」

　質問に答えることができずに、きゅっと唇くちびるをむすぶ。

　たしかにそういうことは何も聞いていない。

　でも、ちゃんと返事はもらってる。

　私のことを気になっていたって言ってたし、彼女だって思ってくれてるはずだ。

　西内くんの彼女だって胸を張りたいのに、なぜかうまく言い返すことができない。

　悔くやしいのか悲しいのか自分でもわからないけど、胸が痛くてうつむいた。

　──その時だった。




「そなたらに文句を言う資格はないと思うが？」




　はきはきとした話し方、遠くまで届く低い声。

　昨日出会ったばかりだけど、変わった言い回しで白鳥くんだとすぐにわかった。

　彼は片手にゴミ袋を持っている。

「はあ？　何それ、どういう意味よ」
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　私に質しつ問もん攻ぜめをしてきた子は、矛ほこ先さきを白鳥くんに向けた。

「〝西内はみんなのもの〟と徒党を組んでいるのは、告白する勇気がないからだろう？　桜井にはその勇気も、傷つく覚かく悟ごもあった。そなたらより一歩先を進んでいただけのことだ」

　白鳥くんは両りよう腕うでをクロスさせ、謎なぞのポーズを決めている。

　女子たちは突とつ然ぜん現れた転校生にたじろいでいるようだ。

「あ、あんたに何がわかるの？　私たちのこと何も知らないくせに」

「貴様らは人のウワサ話ばかりする人間。桜井は転校生を気き遣づかえる人間。どちらがきれいな心を持っているか、なんて考えるまでもない。西内が彼女を選んだ理由、この俺様にはわかるぞ」

「な、なによ……」

　女子はぐうの音もでないようで、苦いお薬を飲んだ時のような顔をしていた。

　ずっと黙っていた、西内くんに片かた想おもいをしていた女子が「もう行こう」と小声でつぶやいた。

　ふたりの背中が小さくなったのを確かく認にんして、白鳥くんに話しかけた。

「どうもありがとう。白鳥くんの言葉、うれしかったよ」

「……それは、どういたしまして」

　あれ？　思ってた反応と違う。

　また難しい言葉を使ってくるかと思ったのに。

　私と目を合わせようとしないし、心なしかほおがほんのり赤い。

　もしかして、お礼を言われて照れているのかな？

「そういえば、教室にまだゴミあったの？　気づかなくてごめんね」

「いや、これは見知らぬ初老の男性に頼たのまれたのだ。断る理由もないので引き受けたが、迷ってしまってな」

　先生が転校生と知らずに頼んだのかな？

　転校生だってちゃんと言えばよかったのにね。

　素す直なおに引き受けたり、困っている私を助けたり、お礼をしたら照れたりする。

　白鳥くんは見た目と言動がハデなだけで、本当は普通の男の子なのかもしれない。

「そうなんだ。燃えるゴミはこの場所で、燃えないゴミはあっちにあるよ」

「ほう。インプット完かん了りようだ」

　ゴミを捨てた白鳥くんと一いつ緒しよに教室まで戻もどる。

　特に話がはずんだわけでもないけど、ふしぎと落ち着くというか、懐なつかしい感じがした。

　まだ出会ったばかりなのに、どうしてだろう。

　彼がいい人かもしれないって思ってるからかな。




　教室に戻ると西内くんが待ってくれていた。

　当たり前のように「帰ろうか」って声をかけてくれて、なぜかほっとした。

　あんなことがあったからかもしれないね。

　心配をかけたくないから、西内くんには言わないでおこうと思った。

　帰っているときは、主に委員会のことを話した。

　二回目だからか、昨日よりも自然に会話できているような気がする。

「西内くんも遠足委員になりたかったんだね」って何気なく聞くと、少し間を置いて、「興味あったし……桜井も手をあげてたから」と照れくさそうにつぶやいた。

　まさか、西内くんがそんな風に思ってくれていたなんて！

　サプライズな告白に胸がドキドキする。

　ゴミ捨て場で感じた嫌な気持ちを一いつ瞬しゆんにしてぬり替かえてくれた。

　幸せになる魔ま法ほうをかけてくれたのかなって思っちゃう。

　彼と付き合ってから、うれしいことやドキドキすることがたくさんあるなぁ。

　まるで毎日プレゼントをもらっているみたい。

　その一つ一つをしっかり胸にとどめておけば、どんなことでも乗り越こえられる気がする。

　西内くんとの思い出をひとつも忘れたくないから、日記をつけてみようかな。

　きっと未来の私に元気をくれるような気もするし。

　思い立ったが吉きち日じつ、さっそく週末に日記帳を買いに行こうと決めた。
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　そして、二年生になって初めての週末がやってきた。私は日記帳を買うためにひとりでショッピングモールにきていた。

　ピンクと白のドットがかわいい日記帳を買ったあと、モール内のドーナツ店で休きゆう憩けいすることにした。

　生クリーム入りのドーナツとカフェオレを注文して、カウンター席に座る。

　カフェオレをひとくち飲みながら何気なくスマホを手にとると、西内くんからメッセージが届いていることに気づいた。

【来週の土曜日、予定が空いていたら会わないか？　用事が一区切りついたんだ】

　まさかの内容にスマホを落としそうになった。

　これってつまり、初デートのお誘さそいだよね？

　体がふわふわする。こんなにはやくデートができるなんて思わなかった。

【会いたい！】

　すぐに返事を送ると、西内くんから【ありがとう、楽しみにしてる】と連れん絡らくがきた。

　楽しみにしているのは私のほうだよー、と心の中で叫さけぶ。

　今からワクワクしちゃう。どこに遊びに行くのかな。

　やっぱ定番の映画かな。いまどんな作品が公開されているのか確認しなくちゃ。

　水族館か動物園にいくのもいいかもしれない。

　それぞれのレジャースポットの近くにどんなお店があるかも確認しておこう。少なくともランチかお茶はするだろうし。

　なにより、一番準備しないといけないのは洋服だよね。

　ドーナツを食べたら家に帰ろうと思ってたけど、ショップをのぞいてみよう。手持ちは多くないけど、買えるものがあるかもしれない。

　うれしい悩なやみがいっぱいで、ニヤニヤが止まらない。近くに座っている人には変に思われてるだろうけど、気にしない。

　今日はなんて素す晴ばらしい日なんだろう。

　さっそく日記帳にも書くことができた。

　このうれしくてたまらない気持ち、全部書きとめておきたいな。

　ドーナツをひとくちかじる。いつもよりもうんと甘い気がした。
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　翌週の金曜日、デート前日。

　昼休み前の授業はホームルームで、五月にある遠足の班決めをすることになった。

　遠足はハイキングとバーベキューで、バーベキューはグループごとに調理をするみたい。

　私は同じ遠足委員の西内くん、白鳥くん、千秋ちゃんと組むことになった。

　楽しそうなグループだなぁ。

「では、グループごとにリーダーを決めてください。決まったところから昼休みに入ってね」

　アコちゃん先生の指示のもと、グループに分かれて集まることになった。

「とりあえず、西内の席にでもいこっか」

「うん」

　私と千秋ちゃんは、一番後ろの西内くんの席まで移動した。西内くんの両りよう隣どなりに白鳥くんと千秋ちゃん、千秋ちゃんの横に私が立つ。

　ふと、座っていた彼と目が合った。

　優やさしく笑いかけてくれたので、ドギマギしながら笑い返した。

「リーダーやりたい人いる？　いなければあたしが──」

「俺がやるよ」

　名乗りをあげたのは西内くんだった。

　一年のときはクラスをまとめるような役はしていなかったのに、どうしたんだろう？

「西内が？　こういうの得意だっけ？」

　千秋ちゃんも首をかしげている。

「別に得意ではないけど、学級委員に遠足のリーダーまで任せたら負担だろ」

「西内……あんためっちゃいいヤツじゃん！　ありがとう」

　千秋ちゃんは西内くんの肩かたをバンバン叩たたいた。

　西内くんは「痛いから」と表情をゆがめている。

「じゃあ、リーダーも決まったことだし、お昼休みに入ろー」

と千秋ちゃんが言って、私たちはそれぞれの席へと戻った。

　自分の席でバッグからお弁当を出していると、近くの席の女子ふたりが話しかけてきた。

　名前はたしか玲れい奈なちゃんと沙さ織おりちゃんで、ふたりとも明るいタイプの子だ。

「ねえねえ、さっき西内くんとアイコンタクトとってたでしょ。私、西内くんが笑ったところ初めて見たかもー」

「アイコンタクトだなんて……たまたまだよ」

　たしかに、西内くんは学校では無表情のときが多いかもしれない。

　でも、ふたりでいるときは、よく笑っている気がする。

「いいなぁ、イケメンな彼氏がいて。私たちもいるけどさ、ぜんぜんかっこよくないよ」

「一いつ緒しよに帰ってるんでしょー？　どっかに寄り道した？」

「ううん、まだなんだ」

「だったら、学校近くに美味おいしいクレープ屋さんがあるよ、穴場のカフェもあるし教えるね」

　ふたりはおすすめの寄り道スポットを教えてくれた。

　そっか、そういうデートの仕方もあるんだ。

　西内くんはいつも用事があってまっすぐお家うちに帰るから、寄り道したことはなかった。

　いつか私も西内くんといろんな場所に行ってみたいな。

「デートはどんなところに行ってるの？」

「ええと、じつは明日あしたが初デートなんだ」

　恥はじらいながら答えると、ふたりはキャーキャー騒さわぎはじめた。

　あまりにも声が大きくて、周りに注目されないか、特に西内くんに聞かれていないかひやひやする。

「初デートとかドキドキするね。西内くんならぜったい素す敵てきなところに連れていってくれるよ」

「来週、話聞かせてね。楽しみに待ってるから！」

「う、うん。ありがとう」

　自分が恋こいバナの中心になるのは初めてで、なんだかくすぐったかった。

　でも、この前みたいに文句を言われなくてホッとした。みんながみんな、私にフマンを持っているわけじゃないのかな……？

　明日の場所は西内くんが決めてくれるらしい。

　どんなところに行くのか楽しみだなぁ。

　素敵なデートをして、ふたりに報告できたらいいなと思った。
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　──そして、デート当日。

　ぽかぽか陽気でまさにデート日和びより。

　今日のコーディネートは黄色のトップスと白のプリーツスカート。ふたつとも先週フンパツして買ったものだ。

　メイクもして、念入りに髪かみを整えた。

　西内くん、かわいいって言ってくれるかな……？

　気合ばっちりで家を出て、待ち合わせ場所の公園へと向かった。

　マンション近くの公園で待ち合わせるということ以外、何も知らない。

『デートコースは俺に任せて』と言ってくれたので、お願いすることにした。

　迎むかえに来てくれる上にデートコースまで考えてくれるなんて、王子様みたい！

　ワクワクするなぁ、とっても素敵なデートになりそうな予感がする。

　近所の公園は、ボートやテニスコート、野球場があるほど広いため、テニスコート前で待ち合わせることにした。

　到とう着ちやくすると、すぐに彼の姿を見つけた。

　すらっと背が高くて手足が長くスタイルがいい。オーラをまとっていて、どこにいたって目立つ。

　今日の私服は白いＴシャツの上にデニムシャツ、黒のパンツという組み合わせだ。

　レザーのワンショルダーバッグを肩にかけている。

　さわやかでとってもオシャレ。

　すごく似合ってるし、制服のときよりも大人びてみえる。

　まるでモデルさんみたい！

「待たせたかな、ごめんね？」

　西内くんのもとに小走りでいくと、彼は私を見た瞬しゆん間かんに固まっていた。

　あれ、今日の私、なにかおかしかったかな……？

「西内くん、どうしたの？」

「いや、その……」

　なぜか口ごもる西内くん。

　彼の様子を見て、ますます心配になる。

「何か変なところがあったかな？」

「変なところなんてない。むしろ、その逆」

「え……？」

「ただ、ちょっと見とれてただけ」

　西内くんのほおが赤く染まっていく。

　目をそらしているのは、照れ隠かくしかな？

　ストレートにほめられたら恥ずかしくなって、ごまかすように景色を眺ながめた。

「あ、ありがとう！　ところで、今日はどこに行くの？」

「俺がよく行く店に案内しようと思って」

「わぁ、楽しみだなあ」

「さっそく行こうか」

「うん」

　目的地までは電車に乗るらしく、私たちは公園の中を通って駅まで向かうことにした。

　近所の公園を好きな人と一緒に歩くなんて緊きん張ちようしちゃう。

　両親や友達、マンションの住民さんと会ったらどうしよう、恥ずかしいな。

　特に親にはまだ彼氏ができたことを話していないし、はち合わせしたら気まずいかも。

　初デートということも重なって、歩いている間はずっとソワソワしてしまった。




　──三十分ほど電車にゆられて、私たちは目的地へと到着した。

　駅を出て十分ほど歩くと、とてもオシャレな商店街が見えてきた。

「わあ、きれい！」

　ゆるやかな坂がまっすぐに続き、その両りよう端はしには白い洋風の建物が立ち並ぶ。

　一階の入り口にはカラフルな日よけや看板が設置されている。大げさかもしれないけど、まるでヨーロッパの街並みみたいだ。

「ここ、家からわりと近くてよく来るんだ。好きな洋服の店もあるし。桜井が好きそうな雑貨屋や、おいしい洋食のレストランもあるよ」

「そうなんだ。こんなオシャレな場所があるなんて、今日まで知らなかったよ。西内くん、連れてきてくれてありがとう！」

「……よかった。こちらこそ、気に入ってくれてうれしいよ」

　西内くんは照れくさそうにしている。

　もしかして、お気に入りの場所を私に紹しよう介かいしたかったのかな……？

　そうだとしたら、すごくうれしい。私も、今度西内くんにお気に入りのドーナツ屋さんを紹介したいな。

　お互たがいの好きなものを共有し合って、少しずつお互いのことを知っていく。

　そうしていくうちに、共通の好きなものや趣しゆ味みができていくのかもしれない。

　考えるだけで楽しい気持ちになっちゃう。

「……どうした？　考えごと？」

「ううん、何でもないよ。いろんなお店があってワクワクしてるんだ」

「そっか」

　西内くんは優やさしく微笑ほほえむと、私に手を差し出した。

　これって……もしかして？

「西内くん……？」

「人が多くて、はぐれちゃうかもしれないから」

「そ、そうだね……」

　ドキドキしながら、西内くんの手に自分の手を重ねた。

　西内くんの大きな手のひらに優しく包まれた瞬間、胸がいっぱいになった。

　西内くんのことが好きって気持ちが大きくふくらんで、息をするのも苦しい感じがする。

　手を通じて、このドキドキが伝わったらどうしよう。

　意識しちゃって、西内くんとまともに顔を合わせられない。

　ごまかすように、いろんなお店の看板を見ながら歩いた。

　商店街には洋服、雑貨、本やスイーツなどたくさんのお店があった。

　西内くんは本屋さんで小説や参考書などを何冊か買っていた。

　私は雑貨屋さんでは可愛かわいいヘアピンを見つけて、ひとつ買うことにした。そのお店はスマホケースが売られていて、西内くんは何種類か手に取って見ていた。

　新しいスマホケースがほしいのかな？

　いつかおそろいで持てたらかわいいかも、なんて彼の隣となりで考えていた。




　ある程度坂をのぼったところで、テラス席のあるレストランを見つけた。

「このお店、よく来るんだ。普ふ通つうの洋食屋だけど。よかったら食べていかない？」

「いきたい！」

　西内くんの言った通り、内装もメニューも街中で見かけるような洋食屋さんだった。

　私はナポリタン、西内くんはオムライスを注文した。

　料理が運ばれてくると、西内くんは目をキラキラ輝かがやかせていた。

「西内くんは本当にオムライスが好きなんだね」

「うん。……子供っぽいかな」

「そんなことないけど、ちょっとかわいいなって思っちゃった」

「……かわいいじゃなくて、かっこいいって言ってもらえるように頑がん張ばる」

　唇くちびるをきゅっと結ぶ西内くん。

　ちょっとすねているのかな？

　そんなところもまたかわいいんだけど、口には出さないでおこう。

　西内くんのことは常にかっこいいって思ってるけど、本人に言ったことはないかも。

　今言うとフォローっぽくなっちゃうし、照れくさいから、今度伝えてみようと思った。

「お腹なか空すいたし、そろそろ食べようか」

「そうだな。いただきます」

　フォークを手に取って、パスタを巻こうとしたとたんに緊張しはじめた。

　思えば、西内くんと一いつ緒しよにご飯を食べるのははじめてだ。

　向かい合って座る機会もほとんどない。

　整った顔が目の前にあるってだけで、肩かたに力が入っちゃう！

「桜井、ぼーっとしてどうしたの？」

「ううん、なんでもないよ。さあ、食べようっと」

　きれいにご飯を食べる子だと思われたくて、いつも以上に丁てい寧ねいにパスタを巻いて食べた。

　──ご飯を食べている間は、学校や趣味など、いろんな話をした。

　西内くんが話題を振ふってくれたおかげで、少しずつ緊張がほぐれていった。

　一番印象に残ったのは、ペットの話。

「俺はオスの黒くろ猫ねこを飼ってるよ。ノエルっていう名前で、子供のころから一緒に暮らしてる」

「猫ちゃんかぁ。いいなあ、かわいいよね」

　西内くんがペットを飼っているなんて知らなかった。

　いつか会ってみたいな。

　黒猫といえば、一年前に近所の公園でケガをしていた黒猫を助けたことがあった。

　首輪に住所が書いてあったから飼い主のもとに届けられたけど、もしお家うちがわからなかったらうちで引き取っていたかもしれない。

　あの子、今も元気にしているといいな。

　そして、一番盛り上がったのは遠足の話だ。

「ゴールデンウィークが明けたら遠足だね」

「今から楽しみだよ」

「私も！」

　相づちを打ちつつも、西内くんが遠足を楽しみにしているのはちょっと意外だった。

　学校で遠足についての決めごとをしているとき、男子は全体的に騒さわがしかったけど、西内くんは静かにしていたもの。

　感情をあまり表に出さない人なんだね。

「この機会に白鳥とも仲良くなれたらと思ってる。まだ溶とけ込めていないようだから」

「うん、そうだね。同じ班に千秋ちゃんもいるし、きっと盛り上げてくれるよ」

「たしかに賀上の存在は心強いな」

　西内くん、始業式以降も白鳥くんのことを気にかけているんだ。

　彼の優しさに心がほんわかしたひとときだった。




　お店を出た後は、引き続き商店街を散歩した。

　夕方になり、そろそろ解散かな？　と思っていると、西内くんから「近くに海があるから見に行かない？」と誘さそわれた。

　もう少し一緒にいたかったから、誘ってもらえてすごくうれしかった。

　それに、好きな人と海を眺ながめるなんてロマンチック。

　思ってた通り、今日は素す敵てきな一日になりそうだ。

　──商店街から十五分ほど歩くと海が見えた。

　青から夕ゆう陽ひの色へと変わるグラデーションの空、太陽の光が水面に反射した海はとても幻げん想そう的だ。

「すごくキレイだね……」

　砂すな浜はまから海を眺め、太陽が沈しずんでいく様子を見守る。

　まだ春だから海風は冷たい。両りよう腕うでをさすっていると、西内くんが上着を脱ぬいで肩にかけてくれた。

　まだ服には西内くんの体温が残っていて、あったかい。

　それに、なんだかいい香かおりがする。

「寒いから、これ着て」

「でも、西内くんが風邪かぜ引いちゃうよ？」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　西内くんの穏おだやかな笑え顔がおを見ているだけで、夢を見ているような気分になる。

　彼が優しくしてくれるたび、笑顔を見せてくれるたびに恋こいする気持ちが大きくなる。

　私、片かた想おもいしていたときよりもずっとずっと、西内くんのことが好き……。

　あの時、勇気を出して告白して本当によかった。




「──告白してくれたときのこと、覚えてる？」




「えっ？　もちろん、覚えてるよ」

　告白したときのことを思い出していたから、西内くんからのこの質問にはすごく驚おどろいた。

　こういうのを以心伝心っていうのかな。

「あのとき、俺……〝普通の恋れん愛あいができない〟って言ったよな」

「うん、そうだったね」

「その理由を……桜井には話しておこうと思って」

　彼は肩にかけていたバッグを砂浜に置き、何かを出そうとしている。

「……何してるの？」

　西内くんは料理で使うめんぼうのようなものを摑つかんでいた。

　上に引き上げるにつれ、それが思ったよりも長く、大きいものだと気づく。

「えっ、ほうき？　なんで……!?」

　西内くんが手に持っていたのは、よく外で使うような竹ぼうきだった。

　彼はなぜか、それにまたがろうとしている。




「みんなにはヒミツな」




　そうつぶやいた瞬しゆん間かん、彼を乗せたほうきがふわりと浮ういた。

　まるで鳥のように、空を飛ぶのが当たり前かのように、西内くんは砂浜から三メートルほど高く浮いている。

　その姿はまさに──魔ま法ほう使つかいだった。

「うそ、でしょ……」

　この世界に魔法使いがいるということは知っている。

　でも、実際に出会ったことはないし、魔法を見る機会なんてないと思ってた。

　だから、空を飛んだ西内くんには本当にビックリして……全身の力が抜ぬけてしまった。

　へたへたと座り込み、ただただ非現実的な光景をながめることしかできない。

「桜井、大丈夫？」

　私の異変に気づいたのか、西内くんはすぐに地上に降りてきた。私のそばに駆かけよると、腕で背中を支えてくれる。

「う、うん。大丈夫……」
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　西内くんの顔がごく近い距きよ離りにあって、たまらず目をそらした。

　背中に彼の温ぬくもりを感じて、よけいに顔が熱くなる。

　こんなに驚くことがあっても、恋心は通常運転だなんてふしぎ。

「立てる？　驚かせて悪かった」

　私の身体からだを支えて立ち上がらせてくれる間、西内くんのほおも赤く染まっていた。

「ありがとう……」

　ふたりとも立ち上がった後は少し距離をとった。

　ほっとしたようで、もう少し近くにいたかったような気もする。




「もう気づいてると思うけど、俺──魔法使いなんだ」




　西内くんは改めて、自分のヒミツを告白した。

「うん。初めて見たけど、今のが魔法なんだよね。夢でも見ているみたい……」

「この辺りに魔法使いはほとんどいないから、驚くのも無理ない」

　実際に魔法を見せてもらったのに、まだ信じられないでいる。

　まさか、西内くんが……私の彼氏が、魔法使いだったなんて。

　みんなにはヒミツって言ってたけど、私に教えてもよかったのかな……？

「西内くん、どうして私に魔法使いだって教えてくれたの？」

「桜井には話しても大丈夫って思ったから、かな。教室で白鳥のことを『魔法使いだったらかっこいい』って話してるのも聞こえたし……」

　西内くんは髪かみをいじりながら、言いにくそうに話していた。

　千秋ちゃんとの会話、聞こえてたんだ。あれは、周りに〝私は千秋ちゃんの味方〟って伝えるための言葉だったんだけどな。

　気にさせて悪かったと思う反面、ちょっとうれしい。

　何より、私のことを信しん頼らいして話してくれたことがうれしいよ。

「西内くんのこと、いつもかっこいいって思ってるよ」

「ありがとう。……なんか、言わせたみたいでごめんな」

　西内くんは気まずそうに笑う。

「本当に思ってるよ。空を飛んでる姿もかっこよかった！　私もあんなふうに飛んでみたいな」

「……じゃあ、一いつ緒しよに飛んでみる？」

「えっ？」

　西内くんは真顔で、とても冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

　本当に、私も一緒に飛ぶことができるの……？

　でも、どうやって？

「桜井は前に乗って」

「ま、前に？」

　どうやら、ふたりでほうきに乗るつもりらしい。ってことは、いつもより近い距離まで近づくってことだよね？

　そんなの、心臓が持ちそうにないよ……！

　それに、いざ飛ぶとなると怖こわいと思っちゃう。

　観覧車に乗るのとはワケが違ちがうよね。

　こんな細長いのに乗って宙に浮くなんて大丈夫？　折れたりしない……？

　恥はずかしさと恐きよう怖ふで、どうしても一歩がふみ出せないでいた。

「桜井、どうした？」

　西内くんは、ピクリとも動かない私をふしぎそうに見つめている。

「……飛んでみたいって言ったくせにって思うかもしれないけど、ちょっと怖くて」

「そっか。無む理り強じいはしないけど、俺が後ろから支えるから安心して。絶対に桜井を危険な目にあわせたりしないから」

　その体勢が照れくさいんだけど……そんな風に言われたらドキドキしちゃうな。

　不安な気持ちが少しずつ消えていく。

　西内くんが一緒なら大だい丈じよう夫ぶだって思えてくる。

「私、飛んでみる……！」

　心を決めて、一歩一歩彼のもとへと近づく。

「前に乗って、ほうきをしっかり握にぎって」

「う、うん！」

　言われた通りにすると、西内くんの声がいつもより近くてすごくドキドキした。

　手に汗あせをかきながらもしっかりと握る。

　彼は私を包み込むようにほうきを持った。

　想像していた通り、いやそれ以上に近い……！

　まるで後ろから抱だきしめられているみたい。

　西内くんの温もりを感じるたびに胸の高鳴りが止まらない。

「じゃあ、飛ぶよ？」

　胸がいっぱいになって言葉が出てこない。

　何度かうなずくのでせいいっぱいだった。

　未知の世界に足を踏ふみ入れる、その瞬間にそなえてぎゅっと目をつぶる。

　すぐに足の裏が地面から離はなれていく。

　エレベーターで高層階まであがったときのように身体がふわふわする。

　目を閉じていても、少しずつ高いところまでのぼっているのがわかった。

「怖い？」

「目、閉じてるからよくわからない……」

「落ちることは絶対にないから、大丈夫。目を開けてみて？　すごくキレイだから」

　まるで子供をあやすみたいな優やさしい話し方。

　去年、西内くんに恋こいをしたあのときと同じだ。

　空中っていうありえない状じよう況きようなのに、どうしてだろう、心が落ち着く。

　西内くんが「大丈夫」って言ってくれるだけで安心できる。

　まだちょっと怖いけど、西内くんを信じてみようと思った。

　私はきつく閉じていた瞳ひとみをゆっくりと開けた。

「……わあ、すごい！」

　空を飛んでいる、というよりは空の真ん中を泳いでいるみたいな感覚だった。

　見上げるだけだった空と今は同じ目線にいる。地上にいるときよりも空気が爽さわやかに感じて、ほおを撫なでる風は海風よりも冷たい。

　そこまで高くはないのに、展望台よりもずっと眺ながめがいい。

　子供のころにあこがれた魔ま法ほう少女になったみたい！　夢でも見ているみたいだ。

「どう？　鳥になった気分は」

「ぱぁって世界が広がった感じがする！　こんなに素す晴ばらしい景色は初めて見たよ」

「……よかった」

　背中ごしに聞こえる西内くんの声は心なしかうれしそうだった。

　十分くらい空の旅をマンキツして、私たちの初デートは終しゆう了りようした。




　西内くんは「もう夜も遅おそいから」と近くの公園まで送ってくれた。

　行きも帰りも送ってくれるなんて、本当に王子様みたいだなあ。

「今日は楽しかった！　空を飛ぶのって気持ちいいんだね」

「俺も楽しかった。実は、夢が叶かなってすこし浮うかれてる」

「夢って？」

「……彼女と一緒に空を飛ぶこと」

　照れくさそうに視線を泳がせる西内くん。

　やだ、どうしよう。西内くんがかわいすぎる。

　いつもクールな西内くんが、そんな夢を持っていたなんて！

　……あれ？　そんな話をするってことは、彼女をほうきに乗せたのは今回が初めてってこと？

　そもそも、いままで彼女はいたのかな。

　たしか一年のときは誰だれともウワサになっていなかったけど、中学のときにいたかもしれないよね。遠えん距きよ離り恋れん愛あいしてたって可能性もある。

「えっと、一緒に空を飛んだのは私が初めてだったの？」

「ああ。付き合ったのも桜井が初めてだよ」

　遠回しに聞いてみたら、気になっていたことまで答えてくれた。

「そうなんだ、私もだよ！」

　人気者の西内くんに彼女がいなかったなんて驚おどろきだけど、うれしいな。

　初めての彼女に選んでもらったんだから、この恋を大切にして、西内くんとたくさんの思い出を作りたいな。

「またデートしようね」

「もちろん。……その時は、これをつけてくれたらうれしいな」

　西内くんはシャツの胸ポケットから小さい紙かみ袋ぶくろを取り出すと、私にくれた。

「えっ、私に？」

「今日の記念に」

「そうなの!?」

　いつから用意してくれたんだろう、まったく気づかなかった。

　ていねいにテープをはがすと、ピンク色の石がついたネックレスが見えた。

「わあ、すごく可愛かわいい！」

「気に入ってくれたならよかった。このネックレスは桜井のことを守ってくれるよ」

「守ってくれるって？」

「その石はよくお守りに使われているんだ」

「ありがとう！　大切にするね」

　お礼を言うと、西内くんははにかんだ笑え顔がおを見せた。とてもキラキラ輝かがやいているその顔が、今日一番の思い出になった。




　その日の夜。

　寝ねる前に日記を書こうと思い、日記帳を開いた。

【明日あしたはどこに行くんだろう。映画かな、水族館かな。ショッピングでもいいな。人気のカフェでお茶したりもしたい。すごく楽しみ。みんなに素す敵てきな報告ができるといいな】

　昨日の日記を読み返してみると、どれだけデートが待ち遠しかったかが伝わる。

　玲奈ちゃんたちへの報告もだ。

　すごく楽しかったし、たくさんときめいたけど……西内くんのヒミツのインパクトが強すぎて、全部吹ふっ飛んじゃったな。

　西内くんが魔法使いだなんて、考えたこともなかったよ。

　一いつ緒しよに空を飛んだ今でも、あれは夢だったんじゃないかと思えてくる。

　魔法使いとのお付き合いって、いったいどんな感じなんだろう。

　普ふ通つうの恋愛できないって、具体的にどういうことなんだろう。

　それに、西内くんは何でヒミツにしているんだろう？

　好きな人と初デートをして幸せいっぱいのはずなのに、いろいろ気になって考えちゃう。

　西内くんが魔法使いだって知ったからかな。

　私が考えてもわかることじゃないのにね。これから少しずつ西内くんに質問して、魔法使いのことを知っていこう。

　前向きになった私は、主に楽しかったことを日記に書いた。

　そして、西内くんにお礼のメッセージを送った。

【今日はありがとう。すごく楽しかったよ。西内くんが魔法使いだなんてすごくビックリした！　私も魔法使いに詳くわしくなれたらいいな。ネックレスも本当にありがとう、大切にするね】

　西内くんはすぐに返信をくれた。

【俺もすごく楽しかった。またデートしような】

　何事もなかったかのように、いつもと同じようなメッセージをくれた。

　次のデートについて書かれていて、もう約束してるみたいでうれしい。

　このネックレスをつけて一緒におでかけする日はいつになるかな。

　二回目のデートについて考えるだけで、幸せで胸がいっぱいになった。
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　しかし、初デート以降、西内くんとは一度も遊ぶことができなかった。

　放課後は一緒に帰っていたけど、どこかに寄り道するようなことは一度もなかった。

　ゴールデンウィークは一日くらい遊べるかなって期待していたけど、春休みのように実家に帰ってしまったので会えなかった。

　会えない間は、メッセージアプリで魔法使いのことについて教えてくれた。

　十六歳になった魔法使いは独り立ちをするために親元を離はなれることが多いということ。西内くんは高校からおじさんの家にお世話になってること。

　おじさんは魔法道具のお店を開いていることを聞いた。

　魔法使いがいないこの街に店を構えた理由は〝普通の人と魔法使いの橋はし渡わたし役になりたい〟からだそうだ。

　また、放課後や休日は、魔法の勉強とおじさんの仕事の手伝いで忙いそがしいということも聞いた。

　魔法に頼たよらないで生活することと、普通の人々との交流を深めることはとても大事であるため、修しゆ業ぎようの一いつ環かんとして〝高校三年間は魔ま法ほう使つかいであることを誰にもバレてはいけない〟と言われているそうだ。

　もし、皆みなにバレたとおじさんに知られてしまったら、修業失敗となり、実家に帰らないといけないらしい。

　そんな大切なことを私だけに教えてくれたなんて、西内くんの修業を成功させるためにも、絶対に誰にも言わないようにしなくちゃ。

　実家では、お父さんの仕事を手伝っているということも聞いた。

　お父さんは魔法で人々の悩なやみを解決する、何でも屋のような仕事をしているらしい。

　どれも私にとっては現実味のない話で、ずっと物語を聞いているような感覚だった。




　西内くんが忙しい具体的な理由はよくわかった。

　でも、部活や塾じゆくと違ちがって、魔法の勉強ってイメージがつかない。

　こんなに時間がとれないほど大変なのかな？

　本当は私と遊びたくないだけなのかも。

　そもそも、告白の時に『気になってた』とは聞いたけど……好きって言われたことは一度もない。気になり始めたきっかけも知らない。

　私のこと、好きでいてくれているのかな……？

　デートができないだけで、ついネガティブなことを考えてしまう。

　西内くんが大好きで信じてるのに。

　たくさん優やさしくしてもらって、特別にヒミツまで教えてもらっているのに。

　私って、彼女失格なのかな……？

　せっかく日記を買ったのに、ゴールデンウィークは何も書くことがなかった。




　──ゴールデンウィークが明けた最初の金曜日、私たちの学校では遠足が催もよおされる。

　私服で登校して、学校から大型バスに乗って目的地へと向かう。

　一時間ほど山道を歩いたあとにバーベキューをするというスケジュールらしい。

　昨日はずっと雨が降っていたけれど、今日はなんとか持ちこたえている。

　お日様はぶあつい雲に隠かくれてしまって風も強いけど、遠足に問題はなさそうだ。

　ただ今日は平年より気温が低いらしい。

　山に行くというのもあって、長なが袖そでのロングＴシャツにパーカーを羽織ってしっかり防寒対策をした。

　ロングＴシャツの下に隠すように、西内くんからもらったネックレスをつけた。

　学校ではアクセサリー類をつけると先生に怒おこられるけど、遠足の時くらいはいいかなと思ったのだ。

　西内くん、気づいてくれるといいな。




　目的地に到とう着ちやくした私たちは、さっそくハイキングに挑ちよう戦せんすることとなった。

　同じグループになった四人でクラスの最さい後こう尾びを歩く。

　先生が先頭を歩いてみんなを誘ゆう導どうし、遠足委員ははぐれる人がいないよう見張るという役割分担をした。

　私は千秋ちゃんと肩かたを並べて山道を進む。

「昨日雨が降ってたから、道がべちゃべちゃだね。心春、こけないように気をつけてね」

「ありがとう、千秋ちゃんもね？」

「あたしはバレー部で鍛きたえた足あし腰こしがあるからヘーキだよ」

　日ごろから部活を頑がん張ばってる千秋ちゃんにとっては、一時間のハイキングくらいへっちゃらなんだろうなぁ。

　あまり運動が得意じゃない私は、今から体力がもつか心配だよ。

　西内くんと白鳥くんは私たちの前を歩いている。

　ときどき会話しているけど、沈ちん黙もくのほうが多い。

　西内くんはクールで口数が少ないほうだから、そうなっちゃうのかな？

　あるいは、共通の話題があまりないのかもしれない。

　今日の西内くんはみんなと似たような服装をしているけれど、彼が一番似合ってる。リュック姿も新しん鮮せんでいいなあ。

　ちなみに白鳥くんの私服は全身黒一色だ。ライダースジャケットにはドクロの模様が入ってる。足元はごつごつしたブーツ。

　うん、なんていうか、すごくイメージ通りだなと思った。

　同じような服を何着も持っていたりして。

　部屋も黒で統一していて、ドクロや十じゆう字じ架かのアクセサリーを飾かざっていそうだ。

「──はる、あぶないよ！」

「えっ？……うわっ」

　考えごとをしながら歩いていたせいで、大きな木にぶつかってしまった。

　頭や服が汚よごれちゃったような気がして、手であちこち払はらう。

「桜井、大だい丈じよう夫ぶか？」

　西内くんは足を止めて、後ろを振ふり返ってくれた。

「うん、心配してくれてありがとう。千秋ちゃんも教えてくれて助かったよ」

「ぼーっとして歩いたら危ないよ？　ただでさえ昨日の雨ですべりやすくなってるんだから」

「この辺りはがけもあるから、気をつけて」

　千秋ちゃんと西内くんに心配かけちゃった。

　反省しなくちゃ。

　みんなの言う通り、注意して歩かないと危ない道だと思う。

　けっこうな登り道だし、高低差があるから落ちたら大変だ。

　気を引きしめて、一歩一歩踏ふみしめて歩くようにした。




　三十分ほど歩くと広くて見晴らしのいいところに出た。

「ここで十分くらい休きゆう憩けいしましょう」

　アコちゃん先生の指示のもと、私たちは水分補給をしながら足を休めることにした。

　西内くんと白鳥くんは、バーベキュー会場で荷物運びをやることになっていて、先生と段取りを確かく認にんしていた。

　後半はそのまま先生と一いつ緒しよに先頭を歩くみたい。

　千秋ちゃんと雑談しながら休憩していると、玲奈ちゃんと沙織ちゃんが話しかけてきた。

「心春ちゃんはゴールデンウィークに西内くんと遊んだの？」

「えっと、西内くんは家族で用事があって、会えなかったんだ」

　西内くんの事情をどこまで話したらいいかわからなくて、適当にごまかした。

「えー、さみしいね。またデートしたら話聞かせてね」

「う、うん」

　最近、恋こいバナを振られるとおっくうに感じる。

　本当のことを話せないっていうのもあるけど、一番の理由は、特に報告することがないからだと思う。

　初デートの報告は、オシャレな商店街でショッピングをして、レストランでランチをしたと話した。もちろん魔法のことは話していない。

　彼女たちはゴールデンウィークに「彼氏と映画観に行った」とか「パンケーキを食べに行った」とか楽しそうに話していて、ちょっとだけうらやましいと思ってしまった。

　私も、もっと西内くんとデートしたいなぁ。




「そろそろ行きましょうか」

　アコちゃん先生はみんなに声をかけると、西内くんや白鳥くんと先頭を歩き始めた。

　私はみんなの背中を見送りながら、水すい筒とうをリュックにしまって肩にしょった。

　そして、何気なく首元に触ふれたとき──私はとても大変なことに気がついた。

　リュックを足元に置いて、パーカーを脱ぬいでパタパタとはたく。

　フード部分を見ても何もない。ロングＴシャツの中をのぞき込んでも、それらしきものは見当たらない。

　まさか、こんな山道のどこかに……西内くんにもらったネックレスを落としちゃったの？

　ショックのあまり、みるみる血の気が引いていく。

「心春、顔色悪いけどどうしたの？」

「千秋ちゃん、どうしよう……西内くんからもらったネックレスがないの」

「えっ!?」

「初めてもらったプレゼントなのに、無くしちゃうなんて……」

　私と千秋ちゃん以外はもうハイキングを再開している。

　私たちも早く歩き始めないとはぐれてしまう。

　わかっているのに、一歩がふみ出せない。

　頭が混乱して、どうしたらいいのかわからない。泣きそう……。

「もしかして、あの時落としたんじゃない？」

「あの時……？」

　千秋ちゃんは私の両肩をがしっとつかむ。

「大きな木にぶつかった時だよ！　あの時、何度も髪かみや服を手で払ってたよね？」

「たしかに、そうかも……」

「あのあたりだったら、ここからそう遠くないよ。一緒に探しに行こう！」

　千秋ちゃんの真しん剣けんな表情に胸をうたれる。

　人のことを自分のことのように考えてくれているんだ。

　心の中で降っていた雨が一いつ瞬しゆんにして止やんだ。

　千秋ちゃんは太陽みたいな人だと思った。

　彼女のおかげで、気持ちが前向きになれる。

「ありがとう。でも私ひとりで大丈夫だよ。千秋ちゃんは先に行って？」

「そんな、放ほうっておけるわけないじゃん！」

「でも、ふたりともいなくなったら、誰だれかがはぐれても分からなくなっちゃうよ？　すぐに合流するって約束するから」

　千秋ちゃんは私の肩から手を離はなすと、自分を納なつ得とくさせるようにうなずいた。

「……わかった。見つかることを願ってるけど、あまり時間をかけすぎないでね。ホントにはぐれちゃうから」

「うん、わかってる。早めに戻もどるからね。……じゃあ、行ってくる！」

「気をつけてね！」

　千秋ちゃんに笑え顔がおで手をふって、ひとりで来た道を引き返すことにした。

　足元を注意深く確認しながらゆっくり歩くけど、ネックレスらしきものは見当たらない。

　十分くらい歩いたところで、大きな木の場所まで戻った。似たような木は他ほかにもあるけど、ここは一番大きな段差があるから覚えている。

　千秋ちゃんの言う通り、ここで落とした可能性が一番高いと思う。

　気合を入れて探そう。

　身体からだをかがめて、みんなの足あし跡あとが残ったどろ道や木や雑草の根元を確認する。道からやや外れたところも、草木をかき分けながら探す。

　すると、急な斜しや面めんになっているところの手前に、きらりと光るものを見つけた。

　もしかしたら、ネックレスかもしれない！

　幸い手を伸のばせば届く場所にあるので、気をつけながら手を伸ばした。

　けれど、手はとどかない。ほんのあと少しなのに。

　もうちょっとだけ前に出ればいけるかな？

　体勢を変えればいけるかも、と思って一度立ち上がったその時──。

「きゃっ!?」

　水分をいっぱい含ふくんだどろ道に足がつかまって、するりとすべった。

　身体のバランスが崩くずれる。

　やばい、こんな急な斜面でこけたらまずい！

　そう思っていても、どうすることもできなくて……。

　後ろに転んだ私は、そのまま斜面をすべり落ちた。

　これから感じる痛みへの恐きよう怖ふに思わず目を閉じる。

　どうしよう、怖こわい。助けて。

　助けて、西内くん……！

　心の中で何度も彼の名前を叫さけんだ。

　目を閉じる直前、あわいピンク色の光が見えたような気がした──。
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「……桜井？」

　心春に名前を呼ばれた気がしたため、西内はあたりを見み渡わたしたが……彼女の姿はない。

　バーベキュー施し設せつに到とう着ちやくしているクラスメイトは半分くらいのようだ。

　心春は千秋と最さい後こう尾びを歩いているはずだから、到着はまだ先だろう。

（それなのにどうして……彼女の声がしたんだ？）

「西内よ、どうした？」

「いや、なんでもない」

　一いつ緒しよに食材を運んでいる白鳥は、ふしぎそうに西内を見つめていた。

　割り当てられたコンロに食材を置くと、真っ青な顔をした千秋が西内に話しかけた。

「西内、どうしよう！」

　常に明るく堂々としている千秋からは想像もできないあわてぶりだった。

　西内が違い和わ感かんを覚えたのはそれだけではない。

（桜井は、どこにいるんだ……？）

「……賀上、桜井は？」

　なにやら嫌いやな予感がしたため、すぐに心春の居場所を聞く。

「西内、どうしよう。心春が戻ってこないの……。やっぱりついていけばよかった」

　千秋は今にも泣きそうである。

（いつも明るい彼女がこんな顔をするなんて、いったい何があったんだ？）

「ついていくって、どこへ？」

「あたしから話していいのかわかんないんだけど……」

　千秋はためらいながらも、心春がネックレスを落としてＵターンしたこと、それから三十分も経たっているのに戻ってこないことを話した。

「心春に何かあったらあたしのせいだよ！」

「賀上、落ち着け。お前のせいじゃない」

「西内……」

　彼女の目からは大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

（賀上、ずっと我が慢まんしていたのだろうか……つらかっただろうな）

　西内の不安をあおるかのように、南の方角から灰色の雲が流れてくる。

　心なしか風も湿しめってきていて、このままだと天気が崩れそうだ。

（その前に、桜井を探さないと……）

「──話は全すべて聞かせてもらった」

　突とつ然ぜん、西内の隣となりにいた白鳥が声をあげた。

「今こそ、俺様の真の力を解放するときだ」

　白鳥は腕うでを水平に伸ばすと、「はあっ！」と力のこもった声を出した。

　またたく間に手には木の大おお杖づえが握にぎられていた。

（もしかしたらとは思っていたが、こいつ、本当に……）

「俺様の手にかかれば、人ひとり見つけるなど容易たやすいことよ」

「白鳥くん、お願い！　心春を助けて！」

「任せろ。新調したこの漆しつ黒こくの翼つばさがあればすぐに見つけられる」

　白鳥が杖を振ふりかざすと、その肩かたに黒いマントが取りつけられた。

「いざ行かん！」

　白鳥の身体は宙に浮うき始めた。

「白鳥くん、頼たのんだよ！」

　千秋は空中にいる白鳥に向かって大きく手を振った。

　他の生徒たちは、準備の手を止めて空を見上げている。

（みんなが白鳥に注目しているうちに……）

　西内も心春を探しに、山へと戻ることにした。

　山道を走り、バーベキュー施設からある程度離はなれたところで足を止める。

　背負っていたリュックのファスナーを開け、ピンク色の石がついたネックレスを取り出す。

　それと同時に、西内の相棒である黒くろ猫ねこ、ノエルも飛び出してきた。

「ノエル、桜井が行方ゆくえ不明なんだ」

「……にゃ！」

　西内の話を聞くとすぐにノエルは山の中に消えていった。

（ノエルも……あの時の恩を返そうとしているのか。俺はこのネックレスで、桜井の居場所をたどろう）

　西内が持っているネックレスは、心春に渡わたしたものと対ついになっている。

　もとは同じ石でできているため、もう片方のネックレスの場所を特定することができるのだ。

（念のため持ってきておいてよかった。きっと桜井はネックレスの近くにいるはず。……俺が桜井を助ける。絶対に……！）

　西内は強い決意を胸に抱いだき、再び山道を走り始めた──。
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　高校一年の秋、体育祭の前の日。

　私は放課後の教室でひとり泣いていた。

　痛めた右足首を何度もさする。

　明日あしたには痛みが引きますようにと何度も祈いのった。

　明日の体育祭で、女子リレー四百メートルに出場することになっている。

　運動はあまり得意じゃない。足が速いわけでもない。

〝みんながリレーに出たがらなかった〟っていうのが、立候補の理由。

　出るからには誰だれにも迷めい惑わくをかけたくない。そう思って、出場が決まってから毎日自主練を重ねてきた。

　けれど、急にトレーニングを始めたせいか、足に負担をかけてしまった。

　違和感には気づいていたけど、シップをはって練習し続けた結果がこれだ。今は歩くのがせいいっぱいで、走るなんてとても無理。

　もう体育祭前日だというのに、このことを誰にも話せなかった。

　どうしよう、みんなに迷惑をかけちゃう。仮に走れたとしても、私の順番で確実にビリになっちゃうよ。

　自分のふがいなさに涙が止まらなかった。

　ハンカチで拭ふいてもほおはぬれるばかり。

　もう外は夕暮れ。

　早く帰らないとお母さんが心配しちゃう。

　そろそろ泣き止やまないとな。こんな顔では歩けないよ。

　ふぅ、と深呼吸をして、無理やり心を落ち着かせようとしたとき──突然、引き戸の開く音がした。

『……まだ帰らないの？』

　私ひとりだけだったはずの空間に現れたのは、同じクラスの西内くんだった。

　クラスで、いや学校中で〝王子様〟と呼ばれている彼。

　話したことは一度もない。

　カッコよくて、女子に大人気で、私とは違ちがう世界に住んでいると思うと気き後おくれする。

　それに、クールであまり笑わない彼はどこか怖こわい印象もあった。

　そんな彼と泣いているときにはち合わせするなんて、どうしたらいいの？

『そ、その……あの……』

　パニックになったらますます泣けてきて、たまらず顔をそむけた。

　うまく言葉が出てこないうえに泣き出すなんて、西内くん絶対困ってる……！

　っていうか、どうして教室に来たんだろう。

　忘れ物があったのかな？

　彼の足音が聞こえる。自分の席に行って、何か取ろうとしているのかな。

　しばらくじっとして、彼の行動を耳で追う。

　足音や服の擦こすれる音が、少しずつ近づいてくる。

　そして……。




『どうして泣いているの？』




　彼はなぜか、私の隣の席に座った。

『ふぇっ？』

　泣きじゃくってたせいで、変な声が出てしまった。

　いそいでハンカチで涙を拭く。

『よかったら、これも使って』

　西内くんは机にタオルハンカチとポケットティッシュを置いた。

『あ、ありがとう……』

　ハンカチを使うのは申し訳ないので、ティッシュを使わせてもらうことにした。

『落ち着いてからでいいから、何があったのか話してみて？　楽になるかも』

『うん……』

　西内くんの声は優やさしくて、聞いてるだけで心がいやされた。

　ふしぎと涙なみだが引いていく。

『実はね、足首を痛めちゃったんだ』

　ときどき言葉につまりながらも事情を話した。

　向かい合うように座っていたけれど、泣きはらした顔が恥はずかしくて、西内くんの顔は見られなかった。

　西内くんは静かに話を聞いてくれた。

　彼の言う通りだ。問題が解決したわけではないけれど、話しただけで心が楽になっていく。

『痛めたのって、どっちの足？』

『えっと、右足だよ』

『わかった』

　どうしてそんなことを聞くのかふしぎに思っていると、さらに彼はよくわからない行動に出た。

　椅い子すからおりてしゃがんだ彼は、『触さわるよ』とひとこと言って、私の右足首に触ふれた。

『に、西内くん？』

『少しだけ目を閉じてて』

『えっ……？』




『心配しないでいい。俺が、とっておきの魔ま法ほうをかけてあげるから』




　いったい、何がどうなってるの？

　どうして西内くんが、私の足に触れてるの？

　魔法って何……？　くるくる変わる状じよう況きように頭がついていかない。

　でも、なぜだか、私は西内くんの言うことを聞こうと思った。

　目を閉じて、彼の魔法を待つ。

『桜井のケガがよくなりますように。リレーで速く走れますように……』

　西内くんは私の足首をやさしく撫なでる。

　すごくあったかくて、気持ちいい。

　まるでお日様に当たっているみたいだ。

　お母さんが転んだ子供にするような、ただのおまじないなのに。

　どうしてだろう、すぅっと痛みが引いていく。

〝病は気から〟ってことなのかな……？

『もう目を開けてもいいよ。これで、明日はきっとうまくいく』

　ゆっくりとまぶたを開くと、私を見上げる優しい笑え顔がおがあった。

　オレンジ色の光を浴びる彼はとてもキレイで、目を奪うばわれてしまった。

　このまま時間が止まったらいいのに。

　ずっと西内くんを見つめていたい。

　息をするのも苦しいくらいに、胸がいっぱいになる。

　こんな気持ちになったのは、生まれて初めてだったんだ──。
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「ん……？」

　昔の──西内くんに恋こいをしたときの夢を見ていた気がする。

　目を開けると、最初に飛び込んできたのはなぜか黒くろ猫ねこだった。

　ちょこんと座って、私を見下ろしている。

　ってことは、私の顔は猫より下の位置にある。横たわっているんだ。

　ゆっくりと身体からだを起こす。

　目の前には見覚えのない景色。木々とぼうぼうに生えている雑草しかない。

　そうだ、私、上から落ちちゃったんだ。

　とりあえず、服についた泥どろを手で落とそうとした。すると、なぜかネックレスが握にぎられていることに気がつく。

「あれ？　どうして持っているの……？」

　ふしぎなのはそれだけじゃない。

　かなり上から転げ落ちたというのに、特に大きなケガをしていないのだ。

　痛みを感じるのは右足首くらいだ。

　もしかして、このネックレスが守ってくれたの……？

　見上げると、整備された道はここから十メートル以上高いところにある。

　急な斜しや面めんだけど、はいつくばってよじ登れば戻もどれるのかな？

　立ち上がって様子を確かく認にんしようとしたけれど、右足に痛みが走ってうまく立てない。

　どうしよう、このままじゃ帰れない？

　私、ソウナンしちゃったの？

　一いつ瞬しゆんパニックになったけど、リュックにスマホをしまっていたことを思い出してすぐに取り出す。

「圏けん外がいか……」

　スマホをリュックに戻して、深いため息をついた。

　足が痛くて自力で戻ることはできない。

　誰だれも助けを呼ぶこともできない。これじゃ八方ふさがりだ。どうしたらいいの？

　急に怖こわくなって、涙が込み上げてくる。

　これも自じ業ごう自じ得とくなのかな。

　デートまで待ちきれなくて、遠足にこのネックレスをつけてきちゃったから……。

　今さら反省したって、泣いたって遅おそいのに。

「にゃあにゃあ」

　私をなぐさめようとしているのか、猫ちゃんがすりよってくる。

　そういえば、どうしてこの子はこんなところにいるんだろう。

　首元には白色の鈴すずがついた青い首輪をつけている。

　瞳ひとみはエメラルドみたいな緑色。

　あれ？　この子、見おぼえがあるような……？

「ねえ、昔どこかで会ったことがある？」

　スマートな猫ちゃんの体を持ち上げて抱だっこしたとき……。

「桜井！」

　上の方から、彼の声が聞こえた気がした。

「……西内くん？」

　見上げると、がけの上にいる西内くんと目が合った。

　彼はほうきを使って、私のそばへと降りてくる。

　すごく焦あせった顔をしている。

　私のこと、探しに来てくれたの……？

「桜井、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「西内くん、あのね──」

『ネックレスが守ってくれたから、大丈夫だよ』って言おうとした。

　でも言えなかった。

　……西内くんに、突とつ然ぜん抱きしめられたからだ。

「賀上から全部聞いた。ネックレスなんかのために危ないことするなよ」

「ごめんね……。でも、どうしてここにいるってわかったの？」

「ネックレスで場所が分かったんだ。本当に無事でよかった。桜井に何かあったらと思うと、気が気じゃなかったよ……」

　私を抱きしめる腕うでに力がこもる。

　彼の気持ちがいたいほどに伝わる。

　少し苦しかったけど、それが心地ここちよくさえ感じた。

「にゃあっ！」

　……猫ちゃんにはつらかったみたい。脚あしをバタバタさせて訴うつたえている。

「あ、ごめんノエル。苦しかったか？」

「えっ、ノエル……？」

　猫ちゃん、改めノエルちゃんは、西内くんの肩かたにぴょんと乗った。

　この子、西内くんのペットだったんだ。

「ノエル、桜井を見つけてくれたんだな。えらいぞ」

　西内くんはノエルちゃんの頭を優やさしくなでた。とてもほほえましい光景。

「桜井はノエルのこと覚えてる？」

「え？　そういえば、どこかで会ったことがあるなって思ってたんだ」

「半年前、近所の公園で猫を助けたことってない？」

「あ、ある！　もしかして、あの時の猫ちゃんなの……？」
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　リレーの自主練で公園のランニングコースを走っていた時のこと。

　ケガをして倒たおれていた黒猫を見つけて、すぐに動物病院に連れていったことがあった。

　先生いわく、どうやら自転車にひかれてしまったらしい。幸いケガは大したことがなくて、二、三日うちでお世話をしてあげた。

　ケガが回復したころ、ふと首輪の裏に住所が書いてあることに気づいて、お父さんの車で飼い主のお家うちまで届けた。

「たしかあのときは、マッチョなおじさんに猫ちゃんを返したと思うよ」

「それがうちのおじさんだよ」

「ええ、そうなの!?」

　まさか、知らず知らずのうちに西内くんのおじさんに会っていたなんて。

　たしか一階が雑貨屋になってる、白くて可愛かわいいお家だった気がするなぁ。

　西内くんは、いまあそこで暮らしているんだ。

「でも、どうして西内くんがそのことを知ってるの？」

　あの時はたしか、おじさんから『お礼をさせてください』と言われたけど遠えん慮りよして、名前も告げずに帰ったと思う。

「ああ、それはノエルから聞いたんだよ」

　しれっとした顔で、信じられないようなことを口にする。

「ノエルから聞いたって……猫ねこちゃんだよ？」

「魔ま法ほう使つかいは猫と話せるよ。……え？　そうなのか？」

　いま実際に西内くんはノエルちゃんと会話している様子。

　でも当然、私には何を話しているのかわからない。

「桜井、右足首をケガしてるのか？」

「そうだけど……もしかして」

「ノエルが教えてくれた。ちょっと、見せてみて」

「う、うん」

　痛くないように、ゆっくりと足を伸のばす。

　西内くんはあの時と同じように、そっと私の足首に触ふれる。

「ノエル、リュックから杖つえを出してくれる？」

　ノエルちゃんはリュックに飛び移ると、器用にファスナーを開けた。

　本当に二人は会話ができるんだなぁ、と感心してしまう。

「にゃ」

「ありがとう」

　西内くんはノエルちゃんから杖を受け取ると、私の足首に当てた。

　もう片方の手で優しく撫なでながら、

「いたいのいたいの、とんでいけ」

　とささやくように唱える。

　杖の先からあわいオレンジ色の光が出て、足首を包み込む。

「あったかい……。まるで、一年前のときみたい」

「覚えてたのか。あの時も同じ魔法をかけたんだよ」

「えっ……魔法だったの？」

「あの時は、桜井が素す直なおに目を閉じていてくれて助かったよ」

　そうだったんだ。

　私は一年前にも彼の魔法に助けられていたんだ。

　つまり、私が彼に恋こいをしたのは……彼が〝魔法使い〟だったからなんだ。

　そうとは知らず、魔法の勉強で忙いそがしい彼となかなか会えないことにフマンを感じてた。

　彼の魔法があったから、リレーでもうまく走れたのに。

　彼の魔法がなかったら、この恋する気持ちは生まれなかったのに。

「桜井……泣いてるの？　まだ痛いのか？」

「ううん、違ちがうの。なんていうか、いろんな気持ちが込み上げて」

「いろんな気持ち？」




「西内くん、私ね。おまじないをかけてくれたあの日に、西内くんに恋をしたんだ」




　彼の顔がみるみるピンク色に染まっていく。

　私だって、こういう話をするのは照れる。

　でも、今なら素直に話せるような気がしたんだ。

「優しくしてもらえてすごく救われた。それに、あの後一いつ緒しよに帰ったとき、気まずくならないように常に話題をふってくれたよね。そういう気き遣づかいもうれしかったんだ」

「そっか。だったら……俺のほうが少し前かな」

「えっ、本当に？」

「ノエルを助けてもらったことがきっかけで、桜井が誰だれにでも平等に優しい人だって知ってた。ほら、黒くろ猫ねこって縁えん起ぎが悪いって嫌いやがる人もいるだろ？　あのとき、傷ついたノエルを何人もが見て見ぬふりした。でも、桜井だけは違ったんだ」

　西内くんは一呼吸置いて、さらに話を続けた。

「それから、俺は桜井が気になってた。ひそかに自主練を重ねてたことも気づいてた。あの日、げた箱をみたらまだ桜井の靴くつがあって、気になって教室に向かったんだ」

「私、偶ぐう然ぜんだと思ってた……」

「あの日、笑え顔がおでお礼を言ってくれただろ？　心からの感謝が伝わってきて……すごく素直で可愛いなって思ったんだ」

　まさか、西内くんが前から私を気にしてくれていたなんて、信じられない。

　それに、教室には私を心配して来てくれていたなんて。

　偶然よりもずっとうれしい。

　いろんなことが繫つながって、今の私たちがいるんだ……。

「ありがとう、西内くん」

「好きでやったことだよ」

　ふたりでにっこり笑い合う。たまらなく幸せを感じる。

　私、西内くんを好きになってよかった。

　これからもずっと彼に恋していたいって、心から思った。

「話し込むのはこのくらいにして、そろそろ戻もどろうか。賀上も心配してる」

「あっ、そうだよね。天気も悪くなりそうだし」

「ほうきに乗ってがけの上まで戻ろう」

「うん」

　西内くんはリュックを前に抱かかえてほうきにまたがり、私は後ろに乗った。

　がけの上に登ったところでほうきを降りた。西内くんはほうきとノエルちゃんをリュックにしまう。

「ここからは歩いていこう」

「わかった」

「また落ちたら危ないから、俺の手をしっかり握にぎってて」

「……うん、ありがとう」

　子供みたいに西内くんに手を引かれて歩く。

　彼の指先は冷たい。

　私のために、寒いなか探し回ってくれたんだね……。ありがとう、西内くん。

　山道を歩いていると、ぽつりぽつりと、空から冷たい雨が落ちてきた。

　心なしか、風も強くなってきているような気がする。

「このままだと本降りになりそうだ。もう少し速く歩いても大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、大丈夫」

　早歩きでバーベキュー施し設せつを目指すも、どんどん雨風が強くなってくる。

　リュックに折りたたみ傘がさは入っているけど、この風では使えそうにない。

　西内くんが風邪かぜを引いちゃったらどうしよう、と心配になったその時……。

「大丈夫か!?」

　……空の上から、聞き覚えのある低い声がした。

　見上げると、黒いマントをつけてふわふわ浮ういている──白鳥くんがいた。
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　わたしと西内くんは、無事にバーベキュー会場に戻ることができた。

　到とう着ちやくするとすぐに千秋ちゃんが駆かけよってきて、飛びつくように抱だきついてきた。

「心春、無事でよかった……」

「千秋ちゃん、私泥どろだらけだよ？　それに、雨にもぬれちゃう」

「そんなん、どうだっていいよ！」

「ありがとう。心配かけてごめんね……」

　耳元で鼻をすする音が聞こえる。

　千秋ちゃんの背中を優やさしくさすりながら、自分の行動を反省した。

　もう危険なことはしない。

　ちゃんと周りを見て、考えて行動しようと思った。

「桜井さん、無事でよかった！　白鳥くんと……西内くんも、探しにいってくれたのね」

　アコちゃん先生は、私たちの姿を見てほっとため息をついた。

「先生、勝手なことをしてごめんなさい……」

「話はあとで！　このままだと風邪かぜ引いちゃうから建物のなかに入って」

「わかりました」

　風邪という言葉を聞いて急に寒気を感じた。

　白鳥くんが雨よけの魔ま法ほうをかけてくれたけど、身体からだは冷えてしまっている。

　私たち四人は先生の後に続いて施設に向かった。

　建物は三階建てで、一階は食堂、二階以上は宿しゆく泊はく施し設せつになっているらしい。

　私たちは一階にある休きゆう憩けい室に通された。

「先生はタオルを探してくるから。桜井さんには着き替がえも必要だよね」

「桜井の着替えは俺が用意する。たしかジャージがあったから」

　西内くんはリュックに手をつっこむと、長なが袖そでの体育ジャージを取り出した。

　ほうきやノエルちゃんも入ってたけど、魔法でたくさん入るようになってるのかな？

「桜井が嫌じゃなければ……。サイズが大きいと思うけど。ちゃんと洗せん濯たくはしてあるから」

「ありがとう」

　西内くんのジャージを借りるなんて、ドキドキしちゃう。

　服が汚よごれたのは残念だけど、ちょっと得した気分。

「じゃあ、先生はタオルを……」

「その必要もない。ここに魔法使いがいることをお忘れか？」

　部屋から出ようとした先生を白鳥くんがひきとめた。

　大おお杖づえを高くかかげ円を描えがくようにゆっくりと回す。すると、ほどなくして暖かい風が身体を包み込んだ。たとえるなら、全身にドライヤーをあてているようだ。

「すごい！　みるみる乾かわいていくよ」

　千秋ちゃんは魔法を間近で見られてすごくうれしそう。

　驚おどろくタイミングを逃のがしちゃったけど、まさか彼も魔法使いだったなんてビックリ。

　中二病をこじらせているって思われていたけど、全部本当のことを言っていたのかな？

　だとしたら、失礼なことをしちゃっていたかも。

　心の中で謝っておこう……。

「フッ、このくらい朝飯前よ。……ところで西内は、どうやって桜井を見つけたのだ？」

「どうって、来た道を引き返して探したけど」

「そうか。空中から探したほうが確実に早いはずなのに、俺様よりも先に見つけていたので気になってな。何か特別な力を使って、桜井の居場所が分かったのかと」

　白鳥くんは探さぐるような目で西内くんをじっと見ている。

『特別な力』って……もしかして、西内くんが魔法を使って私を助けたって思ってる？

　ひやひやしながら西内くんの様子をうかがうと、彼は涼すずしい顔をして、

「しいていうなら、恋の力かな？」

と答えた。

　みんなの前で、なんて大だい胆たんな発言を……！

　私が言ったわけではないのに、恥はずかしくてちぢこまってしまった。

「はあ、青春してていいわね。うらやましいわ……。じゃあ、先生はそろそろ戻もどるから」

「俺たちもバーベキューに戻ります。桜井たちは少し休んでていいから」

　遠い目をしている先生と一いつ緒しよに、西内くんと白鳥くんは部屋を出て行った。

　あいにく天気が崩くずれてしまったけど、屋根がついてるのでバーベキューには問題ないらしい。

「あたしたちももう少ししたら行こっか」

「うん、とりあえずジャージに着替えるね」

　西内くんのジャージに袖そでを通す。

　思った通りブカブカだったので、袖やすそを何重にもまくった。

「白鳥くん、みんなの前で空を飛んだんだよ！　あたし、魔法って初めて見たー。すごいね、あたしも魔女になれたらなぁ」

「……白鳥くん、本当に魔法使いだったんだね。驚いたよ」

　魔法を見たのは初めてじゃないから、一緒に驚いてあげられなかった。

　さすがに、親友の千秋ちゃんにも西内くんのヒミツは話せない。

　隠かくしごとをするのは心が痛いけど、仕方ないよね。

　千秋ちゃんはヒミツを打ち明けてくれたのに、ごめんね……。

　彼が魔法使いだって知ったら、千秋ちゃんはどう思うかな？

　ウキウキな千秋ちゃんを見つめながら、そんなことを考えていた。




　少し休んでから外に出ると、香こうばしい匂においに食しよく欲よくをそそられた。

　西内くんと白鳥くんのもとに向かうと、ふたりはすでにお肉や野菜を焼き始めていた。

「手伝うよ」って言ったけど、ふたりは予想以上にてきぱきしていて、私と千秋ちゃんはただ食べるだけになってしまった。

　バーベキューの片付けまで終えて自由時間になると、クラスの男子が私たちの班にやってきた。ひとりふたりではなく大勢で、彼らは白鳥くんを囲んでいる。

「本当に魔法使いだったのか！　すげーなあ」

「俺、てっきり中二病なのかと思ってた。〝魔法使いは力を隠して生活してる〟ってテレビで特集してたし、本物なわけないって思い込んでたよ」

「我が師し匠しようは〝魔法使いとして普ふ通つうの人間と協調することが大事〟というお考えでな。そもそも俺様は隠す必要はないと思っている」

「師匠なんているのか、すげーなぁ！　なぁ、魔法見せてくれよ」

　男子たちは興奮した様子で、次々と白鳥くんに質問していた。

　まるでヒーローものの番組を見ている子供のよう。

　どうやら、男子はクラスメイトに魔法使いがいると知って喜んでいるようだ。

「フッ……いいだろう。ちょうど魔力も回復したところだ。何でも見せてやる」

　白鳥くんはとても誇ほこらしげにしている。

　魔法がきっかけとなって、クラスになじめるかもしれないね。

　騒さわいでいる男子たちを眺ながめていると、クラスの女子数人に話しかけられた。

「心春ちゃん、白鳥くんに魔法で助けてもらったんだよね！」

「いいなあ、私も助けてもらいたーい」

　どうしてかわからないけど、私は白鳥くんに魔法で助けられたことになってるらしい。

　白鳥くんがみんなの前で空を飛んだからかな？

　本当のことは話せないから、ここは合わせておくべきなんだよね……？

「……うん、本当に助かったよ」

　そう答えると、さらに彼女たちのテンションが上がった。

「白鳥くんって眼帯取ったら絶対かっこいいよね」とか、ひたすら彼をほめている。

　女子の間でも白鳥くんの株が急きゆう上じよう昇しようしたみたい。

　白鳥くんが私を探してくれたのは事実だけど、助けてくれたのは西内くんなのに。

　魔法のことを隠して、本当のことを話せばよかったのかな。

　自分の判断が正しかったかわからなくてもやもやしていると、誰だれかにぽんと肩かたを叩たたかれた。

　横を向くと、西内くんがいた。

　不意打ちに目が合ってドキッとする。

　西内くんはゆっくりとうなずくと、微かすかに笑った。

『これでいいんだよ』って言ってくれているような気がして、少しほっとした。

　……この遠足では本当にいろんなことがあった。

　自分の行動に反省もしたけど、西内くんと〝好きになったきっかけ〟を共有できて心から良かったと思う。

　前にクラスの女子に聞かれてから、ひそかに気になっていたもの。

　それに、なかなか会えなくて『本当に私のことが好きなのかな』と不安に思うこともあった。

　だからこそ、具体的に話を聞くことができてうれしかった。

　彼女として少しは自信が持てそうだし、西内くんとの絆きずながいっそう深まった気がする。

　この気持ちを大切に、これからも西内くんとの恋こいを大切にしていこうと思った。




　──家に帰ると、お母さんはジャージ姿の私を見て目を丸くしていた。

　朝は私服で出かけていったんだから、驚くのも無理はないよね。

　お母さんには、ハイキング中に転てん倒とうして服が泥どろだらけになったと説明した。

　……さすがに、がけから落ちたとは言えなかった。

「もう、ちゃんと気をつけないとダメよ。心春はちょっとドジなところがあるから、いつも心配だわ」

「ええ、たまたま今回こけちゃっただけだよ」

「そんなことないわ。小さい時からよく転んだり、段差のあるところから落ちたりしていたもの。一番ビックリしたのは、小学生の時にジャングルジムから落ちた時ね。なぜかケガひとつなくて、お医者さんもビックリしていたわ」

「そういえば、そんなこともあったような……」

　高いところから落ちたのに大したケガじゃなかったのは、今回と同じだ。

　子供のときはどうして大だい丈じよう夫ぶだったんだろう……？

　自分の部屋に戻って、約十年前のことを思い出してみる。

　高いところから落ちたなら相当痛かったはずだけど、そんな記き憶おくはないなぁ。

　なんとなく覚えているのは、あったかい光。桜みたいに淡あわくて……そう、がけから落ちた時にもみたピンク色だった気がする。

　もしかして、私、子供のときも魔ま法ほうに守られたのかな？　誰かにお守りのようなものをもらっていたのかも。

　魔法は意外と身近なところにあるのかもしれない。




　──月曜日、西内くんのジャージと手作りのクッキーを持って登校した。

　クッキーは探しに来てくれた白鳥くんと、心配をかけた千秋ちゃんの分も作った。

　クッキーを作っているときに、お母さんに「誰に作っているの？」って何度も聞かれた。

　ジャージのサイズを見て、男の子から借りたものだとわかったみたい。

　彼氏がいることはまだ話してないけど、勘かんづいているような気がする。

　そのうち、西内くんのことを話してみようかな。




　学校に到とう着ちやくしげた箱でうわばきにはきかえる。

　少し電車が遅おくれていたせいで予よ鈴れいギリギリだった。

　私が教室に到着するとすぐにアコちゃん先生がやってきた。

　教室はいつもよりもざわざわしている。

　遠足を通じて絆が深まったのかな？

「はい、みんな席についてくださいねー」

　先生は騒ぎ声に負けないくらいの大声で呼びかけた。

　小さい身体からだなのにパワフルさを感じる。

　一いつ瞬しゆんにして静かになり、クラスメイトたちはそれぞれの席に戻もどっていった。

「白鳥くん……肩に乗っているのはキミのペット？」

　先生は顔をひきつらせていた。

　何事かと思って彼に視線を移すと、彼の肩には白い猫ねこちゃんが乗っていた。しっぽをゆらゆらと揺ゆらしている。

「先生、アンジェリカはペットではない。俺様の半身だ」

「よくわからないけど、学校に動物を連れてきてはいけません。外に放してください。それが嫌いやだったら、ご家族の方にお迎むかえに来てもらって」

「……わかりました」

　先生が厳しめに怒おこったからか、白鳥くんの返事は弱々しかった。

　でも、どうして猫ちゃんをつれてきたんだろう。

「みなさん、先週は大変お疲つかれさまでした。遠足を通じて、一段と絆が深まったかと思います。イベントが終わって気が抜ぬけているかもしれませんが、そういう時こそ気合を入れて頑がん張ばりましょう！　気持ちを入れ替かえてもらいたいのと、もう始業式から一か月経たっているので、そろそろ席せき替がえをしたいと思います。今からくじを回すので、順番に引いてくださいね」

　席替えという言葉が出ると、ふたたび教室が騒がしくなった。

　学校生活では一大イベントだ。

　場所も重要だけど、誰と近くの席になるかが一番のポイントだ。

　ゴミ捨て場で絡からんできた子たちとは、近くになりたくないなぁ。

　あれから特に何も言ってこないから、気にしなくてもいいのかもしれないけど。

　箱に入ったくじが順番にまわっている間、先生は黒板に座席表とくじ番号を書いていた。

　私が引いた五番くじは……窓側の一番後ろ。

「心春、くじ運いいね！　あたしなんて一番前だよ。しかも教きよう卓たくの真ん前。最悪……」

　千秋ちゃんはユウウツそうにため息をついた。

　たしかに、一番先生と近いから常に緊きん張ちようする場所だよね。

「千秋ちゃん、ドンマイだよ。休み時間は私の席でゆっくりしようね」

「うん、そうさせてもらう。じゃあ、またあとでね……」

　全員にくじが行き渡わたったあと、机と椅い子すを新しい場所へと移動させた。

　前や隣となりの席は誰だろう。

　西内くんはどの席になったのかな。

　もし彼と隣の席になったらうれしいけど、緊張しちゃう。

　窓側の席に座ってドキドキしながら待っていると、隣に来たのは……。

「これも運命の悪戯いたずらというわけか」

　もうひとりの魔法使い、白鳥くんだった。

「よろしくね」

　声をかけると、肩に乗ったままの白猫ちゃんが私に向かって鳴き出した。

　人ひと懐なつっこく甘えてくるというより、イカクしている感じ。

　ちょっと怖こわい顔してるし。

「あれ、嫌きらわれちゃってるのかな……？」

「アンジェリカはヤキモチ妬やきでな、近くにいる女性をイカクしてしまうんだ。気を悪くしないでくれ」

「そうなんだ！　私なら大丈夫だよ」

　アンジェリカって猫ちゃんの名前だったんだ。

　ビックリしたけど、ヤキモチって思うとかわいい。

　毛並みがキレイで、赤いリボンの首輪をつけている。

　きっと、白鳥くんに大切にされているんだろうなぁ。

　先生は外に放すようにって言ってたけど、どうするんだろう。

　──ホームルームが終わり、一時間目の授業が始まる。

　西内くんの席を確かく認にんすると、なんと千秋ちゃんの隣だった。ふたりとも気が抜けない場所だね。

　私としては、いつも西内くんの後ろ姿を眺ながめることができてちょっと得した気分。

　ちなみに私の前はよく恋バナを話す玲奈ちゃんだった。

　ふとアンジェリカちゃんが気になって横を向くと、彼女は机の中で丸くなっていた。

　このまま一日乗り切るつもりかな？　っていうより、中はからっぽ？

　もう授業が始まっているのに、机の上には教科書やノート、筆記用具など何も置いていない。

　白鳥くんはずっと腕うでを組んで前を向いている。

「教科書やノートはどうしたの？」

　先生に怒られないように小声で聞いてみる。

「……アンジェリカを連れてくることに夢中で、すべてを忘れてきてしまった」

　伏ふし目がちに話す白鳥くん。

　失敗したって反省してるのかな？

「じゃあ、いっしょに教科書見ようよ。筆記用具もかしてあげるね」

　できるだけ音を立てないように机を動かすと、白鳥くんも近づけてくれた。

　ふたりの間に教科書を置き、ルーズリーフとシャーペン、三色ボールペンを渡す。

「……ありがとう」

「うん」

　いつも難しい言葉を使っているからか、素す直なおにお礼を言われると変な感じ。

　でも、普ふ通つうに会話ができて少し嬉うれしいかも。

　気持ちが顔に出ちゃってたのか、アンジェリカちゃんが机の中から顔を出してじろりとにらんできた。

　本当に白鳥くんのことが好きなのね……。

『ただ教科書を見せてるだけだから心配しないで』って説明したいけどできないし、見なかったことにしよう。

　目線を上げて、黒板に書かれた内容をノートに写す。

　視力はいいほうだけど、先生の文字が小さくて、何て書いてあるかわからないところもあった。

　そういえば、白鳥くんって字がキレイだったよね。

　参考にさせてもらおうと彼のルーズリーフをのぞくと……シャーペンと三色ボールペンがひとりでに動いていた。

　さらさらと黒板の内容を書き写している。

　とてもキレイな字で読みやすい。

　彼はずっと腕を組んだまま……寝ねている。

　授業の内容よりも白鳥くんの魔ま法ほうが気になって、ずっと見てしまった。




　一時間目の授業が終わると、千秋ちゃんと西内くんがいっしょにやってきた。

「はあ、先生が近すぎて息がつまるよー」

「同じく。先が思いやられる……」

　ふたりとももう疲れちゃってる。なんとか元気づけてあげたい。

　甘いものでも食べたら元気になれるかな？

「そういえば、みんなに渡したいものがあるんだ」

　西内くんにはジャージとクッキーをいれた紙かみ袋ぶくろ、千秋ちゃんと白鳥くんにはクッキーを渡した。

「この前の遠足で心配かけてごめんね。助けてくれてありがとう。西内くん、ジャージとっても助かったよ」

「わあ、クッキーじゃん！　おいしそう。心春が作ったの？」

「うん、お口に合うかわからないけど、よかったら……」

　三人に渡した後で、手作りのお菓か子しは嫌がられないかと心配になった。

　千秋ちゃんは喜んでくれてるみたいだけど、西内くんと白鳥くんはどう思うだろう。

「ありがとう。味わって食べるよ」

　西内くんはにっこりと笑って受け取ってくれた。よかった、大だい丈じよう夫ぶそう。

　白鳥くんは、まじまじとクッキーを見つめている。

「これは金より価値が高い。家宝にする」

「いや、それはやめたほうがいいかも」

　よくわからないけど、喜んでくれてると受け取っておこう。

「そういえば、白鳥くんはどうしてアンジェリカちゃんを連れてきたの？」

「たまには違ちがう空気を吸わせてやりたいと思ってな」

　白鳥くんはアンジェリカちゃんを優やさしく撫なでている。

　アンジェリカちゃんは……なぜか西内くんに向かってにゃあにゃあ鳴いていた。

　イカクの対象は女の子だけじゃないのかな？

「アンジェはまだこの街に慣れていないから外に放すのは危険だろう。……休み時間のうちに、家に送っていこう」

　独り言のようにつぶやくと、白鳥くんは猫ねこちゃんを抱かかえて教室から出ていった。




　──席せき替がえをして以降、私と千秋ちゃん、西内くんと白鳥くんはよく四人で話すようになった。

　私と千秋ちゃんが仲良しなのは前からだけど、彼らはいつの間に一いつ緒しよにいるようになったのだろう。

　打ち解けているというよりは、白鳥くんが積極的に話しかけているように見える。

　西内くんはただ前の席が嫌いやで、こっちに避ひ難なんしているだけって気もするけど……。

　白鳥くんは西内くんに、家の場所や趣しゆ味み、放課後や休日の過ごし方についてなど、いろんな質問をしていた。

　西内くんに興味があるのかな。

　……それとも、もしかして彼が魔法使いだって気づいてる？

　遠足のとき、疑っているようなことを言っていたし……。

　もしそうだったらどうしようって心配していたけど、西内くんは特に気にしていないようだった。




　穏おだやかな日々は続き、季節は梅雨つゆの時季へと移っていった。

　毎日が雨でユウウツな気分になるけれど、西内くんに会えたらすぐに晴れやかな気分になる。

　恋こいの力ってすごいなあと改めて思う。

　一緒に帰ってはいるけれど、デートはあれから一度もできていない。

　会いたくなったときはスマホのメッセージや日記を読み返して、心を幸せな気持ちでいっぱいにさせた。

　学校で会えるだけで充じゆう分ぶんだけど、ワガママを言えば、そろそろ二回目のデートがしたい。

　そんな気持ちが強くなってきたころ……思わぬ形で日曜日に会う約束をすることになった。

「西内も猫を飼っているのか。ぜひ、うちのアンジェと友達になってほしいのだが」

「もちろんいいよ。ノエルも友達が欲しいだろうし」

「恩に着る。では今度の週末にでも、アンジェを連れて遊びに行ってもよいだろうか」

　週末か……。

　西内くんは魔法の勉強やお手伝いで忙いそがしいから無理だよね。

　白鳥くんは残念がるだろうなぁ、なんて考えながら聞いていると……。

「休日は何かと忙しいけど、家まで来てくれるなら大丈夫だと思う」

　……予想外に、西内くんはオッケーの返事をしていた。

　ウソ、信じられない。

　ビックリしすぎて思わず声が出そうになった。

　私も西内くんのお家うちまで行けば会えたの？

　そんなこと思いつきもしなかった。

「では、日曜日にお邪じや魔まさせてもらおう」

「わかった」

　ふたりは今週の日曜日に会う約束をしている。

　いいなぁ、白鳥くんがうらやましいよ。

　私だって西内くんとデートしたいのに……。

　もやもやとした気持ちをガマンしていると、千秋ちゃんが、

「私もにゃんこと遊びたい！」

とふたりの会話に入った。

　そしてすぐに、私を見て小さくうなずく。

　千秋ちゃんには一度『デートができなくて寂さびしい』と話したことがあるけど、もしかしてそれを覚えていて……？

　ともかく、せっかくもらったチャンス。

「わ、私も！」

　千秋ちゃんに乗っかってみると、西内くんは驚おどろいた表情をしていた。

　でもすぐに、穏やかな顔つきへと変わり、

「じゃあふたりもおいで」

と言ってくれた。

「……あ。その日、部活の練習試合があったんだった！　残念だけど、二人で行ってきてよ」

　千秋ちゃんは頭をかきながら謝った。

　部活に熱心な彼女は、試合の日程を忘れたりしないと思う。やっぱり私のために声をあげてくれたのかな。

　あとでありがとうって言っておかなくちゃ。

　ふたりきりではないけれど、週末に会う約束ができてすごくうれしかった。




　──当日は梅雨晴れで、絶好のおでかけ日和びよりとなった。

　待ち合わせ場所は西内くん家の最も寄より駅。

　西内くんは迎むかえに行くと言ってくれたけど、忙しいのに悪いからとエンリョした。

　電車を降りて改札を抜ぬけると、すぐに彼の姿を見つけた。

「西内くん、待たせたかな？」

「いや、今来たところだよ」

　今日の西内くんは、七しち分ぶ袖そでのＴシャツにジーンズという服装だった。革かわのブレスレットがとても似合っている。

　私はふんわりとしたシルエットの黒ワンピースにスニーカーという組み合わせにした。

　もちろん西内くんがくれたネックレスもつけている。

　いつもと違う雰ふん囲い気きを出したくて、髪かみはひとつにまとめてみた。

「私服で会うのはまだ照れるな。桜井が違うひとに見える」

「うん、でも新しん鮮せんでなんだか楽しいよね」

「俺もだよ。……なかなか二回目のデートができなくて、悪いと思ってる」

「そんな、大だい丈じよう夫ぶだよ。また時間ができたら誘さそってね」

　本当は寂しいと思ってるけど、本音を伝えていいのかわからなかった。

　西内くんも同じ気持ちだったらいいな……。

　ゆっくり散歩しながら、西内くんのお家へと向かった。

「白鳥くんは直接お家に来るの？」

「ああ。空を飛んでくるらしい」

「そうなんだ」

　白鳥くんは魔法使いであることを隠かくしていないから、ふだんから空を飛んで移動しているんだ。

　白鳥くんの師し匠しようのお考えによるものだって、遠足のときに言っていたよね。

　もし西内くんみたいに魔法使いであることを隠す必要があったら、どうなってたんだろう？

　今とはキャラががらっと変わって、おとなしくなっちゃってたりして。




　駅から十五分ほど歩くと、見覚えのあるかわいいお家が見えてきた。

　青い屋根の白いお家。二階建てで、一階は雑貨屋さんのようだ。

　庭には色とりどりのお花が咲さいている。

　白鳥くんとは家の前で待ち合わせしているようだけど、まだ彼の姿はない。

　五分ほど待っていると、白鳥くんが空から降りてきた。

「待たせたか？　朝から世界の理ことわりについて考えていたら、つい時間を忘れてしまってな」

　遠足の時と同じように、白鳥くんは黒いマントをなびかせている。

「この美しい花々は誰だれが育てているのだ？」

「おじさんだよ。水やりは俺も手伝ってる。……ちょっとめんどくさいけど」

「それは聞き捨てならねぇな。花を育てると心が豊かになるんだぞ」

　突とつ然ぜん、低くて渋しぶい声が会話に入ってきた。

　声がした入り口のほうを向くと、エプロンをつけた男性が立っていた。

　栗くり色いろの髪をひとつにまとめ、半はん袖そでの上からオリーブ色のエプロンをつけている。がっしりした体つきで背が高い。

　整った顔で、西内くんと同じ優やさしい目をしている。

「おかえり、蓮」

「ただいま」

　おじさんは西内くんの一歩後ろにいる、私と白鳥くんに視線を向けた。

「いつも甥おいと仲良くしてくれてありがとう。叔父おじの西内秀しゆうだ。気軽に名前で呼んでくれ」

「秀さん、こんにちは。桜井心春です。西内くんにはいつもお世話になっています」

　ペコリとおじぎをして挨あい拶さつする。

　こういうことに慣れていないから、すごく緊きん張ちようした。

「ノエルを助けてくれたかわいいお嬢じようさん、キミが蓮の彼女とは驚いたよ。蓮に自由な時間をやれなくてすまないな。無ぶ愛あい想そうな甥っ子だけど、これからもよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　去年数分しか会話しなかったのに、私のこと覚えてくれていたなんてうれしいな。

　お母さんが用意してくれたゼリー詰つめ合わせを渡わたすと、秀さんは優しく微笑ほほえんで「ありがとう」と言った。

「はじめまして、私は白鳥蒼真と申します。こちら、つまらないものですが」

　白鳥くんもお土産みやげを用意していたらしく、秀さんに手渡していた。

「気を遣つかわせて悪いな。狭せまい家だがゆっくりしていってくれ」

「ありがとうございます」

　自己紹しよう介かいを済ませて、私たちはお家のなかに入った。

　西内くんと秀さんはふたり暮らしで、部屋は二階にあるらしい。

　正面玄げん関かんからはお店、二階へは裏から行けるそうで、私たちは裏口へと回った。

　ちなみにお店は普通の雑貨屋で、日用雑貨やアクセサリーを売っているそう。

　魔ま法ほう使つかい用の道具も売っているらしいけど、どんなものなんだろう。

　私には使えないものだけど、いつか見てみたいと思った。




　二階に上がって、西内くんに案内された部屋に入る。

「ここが俺の部屋」

「わあ、とってもオシャレだね」

「全部おじさんの趣しゆ味みだけどな」

　お部屋は木製のインテリアで統一されていた。観葉植物やお花が飾かざってあって、温かみのある印象を受ける。

　本ほん棚だなには参考書や小説、雑誌などの本がキレイに並べられていた。

　ベッドの上にはノエルちゃんが丸まって寝ねている。

「飲み物とか持ってくるから、楽にしてて」

「ありがとう」

　西内くんは部屋を出ていき、私と白鳥くんはテーブル近くにあるクッションに座った。

「アンジェ、苦しくなかったか？」

　マントの内側に向かって話しかけると、中からアンジェリカちゃんが飛び出してきた。

　そんなところにいたのね……。

　アンジェリカちゃんが鳴くとノエルちゃんはすぐに起き上がり、ベッドから降りた。

　てくてくとアンジェリカちゃんのほうへと近寄っていく。

「ノエルはアンジェリカに興味があるようだな」

　部屋に戻もどって来た西内くんは、焼き菓が子しとジュースをテーブルの上に置いた。

　ノエルちゃんは西内くんに向かってにゃあにゃあ鳴いている。

　何か言いたいことでもあるようにみえた。

「アンジェリカにこの辺りを案内したいみたいだけど、外に出しても大丈夫か？」

「ノエルがついているなら安心だ。……しかし、驚おどろいた。西内は飼い猫ねこの意思を正しく汲くみ取ることができるのか。まるで魔法使いのようだな」

　白鳥くんのこの発言を聞いてはっとした。

　魔法使いは猫と話せるんだよね。

　ということは、白鳥くんにもノエルちゃんの言葉がわかるんだ。

　西内くん、うまくごまかせるかな……？

「ノエルとは小さい頃ころからずっと一いつ緒しよだから、言葉が通じなくても気持ちはわかるよ」

　西内くんは部屋の窓を開けながら落ち着いた様子で話す。

　猫ちゃんたちはぴょんと家具に飛び移りながら、窓の外へと出かけていった。

「……フッ、そういうことにしといてやる」

「ところで、この焼き菓子とっても美味おいしいね」

　話の流れを変えようと、焼き菓子をひとくち食べて感想を伝えた。

「これはおじさんが作ったんだよ。料理全ぜん般ぱん得意なんだ」

「すごい！　作り方教えてほしいなぁ」

　それからしばらくは、おじさんについてや学校の話などで盛り上がった。

　焼き菓子が無くなったころには、それぞれの誕生日が話題になった。

　そういえば、まだ西内くんと誕生日を共有していなかった。

　いつなんだろう……？

「俺様の物語は三月に始まった。そのため、この四月から魔法の修しゆ業ぎように出ている」

　たしか魔法使いは十六歳になったら親元を離はなれるんだったよね。

　だから白鳥くんは今年の四月に転校してきたんだ。

　高校二年での転校は珍めずらしいと思ってたから、理由を聞いて納なつ得とくした。

「白鳥は三月か。俺は四月だから、約一年後に生まれたんだな」

「……えっ、四月なの!?」

　驚いて持っていたグラスを落としそうになった。

　四月ってことは……すでに西内くんの誕生日は終わってるってことだよね。

　しかも、付き合ってる期間に。すぐに確かく認にんすべきだった。

　彼女失格だよ……。

「西内くん、誕生日に気づかなくて本当にごめん！」

「俺も言わなかったし、どっちみち春休み中だから会えなかったと思う。俺こそ、桜井の誕生日聞いてなくてごめん。夏生まれだったよな？」

「私は七月七日、七夕の日なんだ……」

　西内くんはああ言ってくれたけど、ショックが大きくてうまく笑えない。

　初めてのお付き合いで勝手がわからなかったとは言え、誕生日は大切なイベントなのに……。

「であれば、七月にお互たがいの誕生日を祝えばいいのではないか？　大切なのは祝う気持ちだと思うぞ」

　落ち込んでる私を励はげますかのような、白鳥くんの一言。

　すぅっと心に染しみ込んでくる。

「白鳥くん、ありがとう。西内くん、遅おそくなっちゃったけど一緒にお祝いさせてもらっていいかな？」

「もちろん。七月七日は土曜日か。絶対に空けておくから、ふたりで祝おうな」

「うん！」

　私の誕生日に二回目のデート。

　特別な日に約束ができて幸せ。

　西内くんの誕生日に気づかなくてへこんだけれど、白鳥くんの言うとおり、祝う気持ちが大切だよね。

　挽ばん回かいできるように頑がん張ばらなくちゃ。

　今まで何度も助けてもらったこととネックレスのお礼も込めて、素す敵てきな誕生日プレゼントを用意しようと思った。

「ふう、ここはサバンナより暑いな。ジャマ者は退散……と言いたいところだが、アンジェが戻るまでここに少しいさせてくれ」

「な、なんかごめんね……」

　そんな風に言われると急に照れてしまう。

　西内くんも同じなのか、視線を泳がせていた。

　なんとなく気まずい雰ふん囲い気き。

「蓮、悪いがちょっと手伝ってくれないか」

　タイミングよく秀さんの呼び出しがあり、西内くんは「ちょっと行ってくる」と言い残し部屋から出ていった。

　白鳥くんもトイレに行ったので、私は部屋に独りきりになってしまった。

　特にやることもなく、きょろきょろと部屋の中を見回す。

「あれ……？」

　窓側に置かれた花か瓶びんに、ふと見覚えのあるお花を見つけた。

　桜のような淡あわいピンク色で、花びらの形は百合ゆりに似ている。

　このお花、どんな名前だったっけ……？

「桜井よ、窓の外になにかあるのか？」

「花瓶を見ていたの。あのピンク色のお花、なんて名前だったかなって。珍しいお花だよね？　どこかで見たことがあるような気がするんだけど……」

　戻ってきた白鳥くんに尋たずねると、彼はなぜかお花を見つめたまま固まってしまった。

「……白鳥くん、どうしたの？」

「いや、何でもない。あれはアミュラシアという花で、持ち主を守る力があり、お守りなどの材料に使われている。一度効力を発揮すると枯かれてしまうが、物に加工してあれば形は残る。ちなみに、魔ま法ほう使つかいの住む島にしか咲さいていない魔法植物なのだが……どうして西内の部屋にあるのだろうな？」
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　まずい、と思った。

　まさかあんなところに魔法関係のものが置いてあるなんて……。

　なんとかごまかさないと！

「私もこのお花を見たことがあるし、この辺りのお花屋さんに置いてるのかもしれないよ」

と言いつつ、実際お店で見たことはない。

　それなのに、どうして私はあのお花を知っているの？

　お花を眺ながめながら考えていたとき──ふと、ある男の子の顔が頭に思い浮うかんだ。

　左右違ちがう色の瞳ひとみを持った、小学生くらいの男の子。

　手には一輪の花束を持っている。

「そうだった、昔男の子からもらったんだ！　でも名前が思い出せないなぁ。たしか転校しちゃったんだよね。あの子、どこであのお花を見つけたんだろう」

　ふと白鳥くんのほうを見ると、彼は真しん剣けんな顔つきで私を見ていた。

　大きく見開いた瞳からなぜか目を逸そらせない。

　いつもと様子が違う気がするのはなぜだろう……？

『どうしたの？』って尋ねようとしたタイミングで、西内くんが部屋に戻もどってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま。って、なんか変な感じだな」

　もう一度白鳥くんに視線を向けると、彼はもう私のほうを見ていなかった。

　何かに驚おどろいているようにも見えたけど、気のせいだったかな……？

　このあとは特に変わらない様子だったので、私も特に気にせず過ごすことにした。
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　六月末の放課後、私と西内くんはふたりきりで教室に残っていた。

　西内くんが日直で、日誌を書き終わるのを待っているのだ。

　彼は白鳥くんの席を借りて書いている。

　こういうシチュエーションになるのは一年前ぶりかな。

　あの時のことを思い出して、胸が勝手にときめいている。

　西内くんが日誌を書き終えても、もう少しだけここにいたいなぁ。

「終わった。待たせてごめんね」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。じゃあ職員室に持っていこっか」

「……よかったら少し話していかない？　来週の話もしたいし」

「もちろん！」

　私も同じことを考えていたからうれしかった。

　こういうのを以心伝心っていうのかな？

　お互たがいに向かい合うように座って笑い合う。

　隣となりを歩いたり、一いつ緒しよに空を飛ぶのとはまた違った感じで、新しん鮮せん。

　西内くんが隣の席だったら、こんなにドキドキしちゃうんだなぁ。

「桜井の家は門限厳しいの？」

「心配はするけど、あまりうるさく言われたことはないかな。遅くなるときは事前に連れん絡らくしてる。どうして？」

「……誕生日の日、できれば夜の七時過ぎまで一緒にいたいんだけどダメかな。もちろん家まで送る」

〝一緒にいたい〟って言葉が心に響ひびく。

　西内くんは照れくさかったのか、手で口元を隠かくしていた。

「お母さんに話しておくね。いつもより長くそばにいられるなんて、最高の誕生日になるよ！　楽しみだなぁ」

「俺こそ、いまからワクワクしてるよ」

　西内くんも来週のデートを心待ちにしてくれてるんだ。私だけじゃなかった。

　相手のことを想おもい、そばにいたいと思う気持ちが一緒だから付き合っているんだと改めて思う。

　星の数ほどの人がいるなかで、好きな人と想いが通じ合うって奇き跡せきだよね。

　西内くんとの交際が日常になりつつあるけど、こういう気持ちは忘れずにいたいな。

　帰ったらすぐに日記に書きとめておくことにしようと思った。




　誕生日二日前の夜、部屋でくつろいでいると、西内くんからメッセージが届いた。

【いろいろ事情があって、明日あした学校を休んで実家に帰ることになった。明後日あさつての朝には必ず戻るから、安心して】

　急に実家に帰ることになったなんて、なにがあったんだろう。

　心配になるけど、あまり聞かないほうがいいのかな？

【わかった、気をつけて帰ってね。明後日を楽しみに待ってるよ】

【ありがとう。戻ったら連絡する】

　事情が気になるけど、誕生日に必ず戻るって約束してくれているし、信じて待っていよう。

　机の上には飾かざるようにラッピング袋ぶくろを置いている。

　先週ショッピングセンターで購こう入にゆうした、西内くんへのプレゼントだ。

　ペアのものがほしくて色違いの革かわのスマホケースを購入した。

　以前デートしたとき興味がありそうだったし、もっと連絡をとりたいなぁって願いも込めて選んだのだ。

　西内くんへは茶色、私のは赤色を選んだけど、喜んでくれるかな？

　貯ためておいたお年玉で新しい服も買った。

　髪かみ型がたもいつもよりこだわろうと決めて、ヘアアレンジの雑誌を見ながら練習している。

　はりきりすぎかなって自分で笑っちゃうけど、すごく楽しみなんだもん、いいよね。

　デートプランはこの前と同じように西内くんが考えてくれるらしい。

　今回は夜まで一緒に過ごす予定だし、どんなところに連れて行ってくれるんだろう。

　想像するだけで幸せでたまらない。

　こんなに誕生日を待ち遠しく思うのは生まれてはじめてだった。




　誕生日前日。

　西内くんがいない学校は物足りなく感じて、いつもよりも授業に身が入らなかった。

　今日は久しぶりにひとりで帰る。

　明日会えるとはいえ、やっぱり寂さびしいな。

　たんたんと帰り支じ度たくをしていると、玲奈ちゃんと沙織ちゃんに声をかけられた。

「心春ちゃん、今日は西内くんが休みだから帰りひとりだよね？」

「うん」

「だったらさ、今日は私たちとお茶して帰らない？」

「いいね、行きたい！」

　友達とおしゃべりしてから帰るなんて、一年生のとき以来だ。

　席せき替がえしてからは西内くんや千秋ちゃんと過ごすことが多かったから、ふたりとはあまり話せていない。

　珍めずらしく報告することもあるし、久しぶりに恋こいバナが楽しみかも。

　西内くんのお部屋に遊びに行ったことや、明日のデートについても話せるし。

　ウキウキしながら、ふたりがよく行くという学校近くのカフェに足を運んだ。

「わあ、とてもオシャレなカフェだね。ソファもふかふか！」

「でしょー？　ケーキセットがお得でおいしいんだよ」

　ふたりに案内されたお店は、全席ソファでゆったりとくつろげるところだった。

　メニューも手ごろな値段で、学生に人気のカフェらしい。

　私はチーズケーキとアイスティーのセットを注文した。

　それぞれ注文したものがテーブルに運ばれてきた後、玲奈ちゃんが話し始めた。

「クラスメイトに魔ま法ほう使つかいがいるってかなりレアだよねー。もっと白鳥くんと仲良くなりたいなぁ」

「心春ちゃん、白鳥くんと仲良いよね？」

「仲が良いってわけじゃないけど……この前、白鳥くんと一緒に、西内くんのお家うちに遊びにいったよ」

　沙織ちゃんからの質問に答えると、ふたりは口を揃そろえて「うらやましい！」と叫さけんだ。

「今度そういう機会があったら絶対に誘さそってね！」

「私も白鳥くんと遊びに行きたいよー」

　二人は白鳥くんのファンらしく、ケーキを食べている間もずっと彼の話をしていた。

　かっこいいとか、個性的な服装が素す敵てきとか、まるでアイドルの話をしているみたいだった。

　魔法使いとわかってから、白鳥くんは男女問わず人気者になっている。

　それまではどちらかというとクラスで浮ういていたのに……魔法使いだとわかった瞬しゆん間かんに手のひらを返すのはどうかと思った。

　魔法使いかどうかなんて関係なく、白鳥くんに優やさしくしてほしかったな。

　ちなみに、白鳥くんが私を助けたという話も学年中に広まっているらしい。

　助けてくれたのは西内くんなのに。

　西内くんだって魔法使いなのに。

　本当のことがいえなくて、もどかしい気持ちになる。

　体育祭の時、足を治してくれたこと。

　遠足のとき、ネックレスを頼たよりに私を探してくれて、ほうきで助けてくれたこと。

『あの時の西内くん、すごくかっこよかったんだよ！』って声を大にして言えたらいいのに。

　……でも、西内くんが魔法使いだと知られたら、もっと人気者になっちゃうのかな？

　それはそれで、不安かもしれない。

　みんなに教えたいような、私だけのヒミツにしたいような、複雑な気持ちになってしまった。




　白鳥くんの話が落ちついた後は、ふたりの恋バナに話が移った。

　ふたりは彼氏と放課後や土日にデートをしているらしい。

　土日は週に一回か、二週間に一回のペースで会っているんだとか。

　こういうカフェでおしゃべりしたり、映画や動物園、水族館など定番スポットに行くことが多いらしい。

　高校生のカップルはこういうデートをするんだ、あこがれちゃうな。

　……どれも私がまだ経験したことのないデートで、正直うらやましかった。

　放課後のデートは一度もしたことがない、休日のデートは明日が二回目だと話すと、ふたりはフマンそうな声をあげた。

「ええー、そんなの寂しいじゃん。もっと会いたいって言えばいいのに」

「でも、西内くんは忙いそがしいから困らせたくないし……」

「彼女なんだからもっとワガママ言うべきだよ！　心春ちゃん、いい子すぎるって」

　ふたりともが同じ意見で「西内くん、彼女を放ほうっておくなんてひどい」と彼への文句を言っていた。

　私がガマンしすぎているのかな……？　もっと会いたいって伝えるのが普ふ通つうなのかな？

　答えは見つからないけど、ふたりの話はうらやましいと思うことばかりだった。

　私ももっと西内くんに会いたい。

　たまには学校帰りに寄り道したり、土日は定番のデートスポットに行ったりしてみたい。

　もし西内くんが普通の男の子だったら夢が叶かなうのかな、って思ってしまう。

　よりにもよって、デート前日にこんな気持ちにはなりたくなかった。




　解散して家に帰っても、どこか気分は晴れなかった。

　友達にいろいろ言われただけで、明日を心待ちにしていた自分が遠ざかっていく。

　西内くんの顔を見たら、また幸せな気持ちになれるかな？

　早く会いたいな……。

　今日届いたメッセージには【明日あしたの早朝に実家を出る。ついたらすぐに連れん絡らくする】と書かれていた。

　早く明日になってほしい。早く彼から連絡がほしい。

　そう思った私は、いつもよりも早く寝ねることにした。




　誕生日の朝、学校に行くときよりも早く目が覚めた。

　部屋のカーテンを開けると、灰色の雲が空を覆おおっていた。昼ごろには雨が降るらしい。

　せっかくのデートなのに天気に恵めぐまれなくて残念だな。

　朝ごはんを食べ終わり、新しく買った白のワンピースに着き替がえる。ていねいにヘアアレンジをして、準備は万ばん端たん。

　……でも、まだ西内くんから連絡は来ていない。昼過ぎになるのかな？

　ワンピースにしわがつくのが嫌いやだったので、学習机の椅い子すに座って連絡を待つことにした。

　いつもよりもゆっくりと時間が流れる。

　何もしないで待っているのは退たい屈くつだけど、連絡が来たらと思うと動けない。

　スマホをじっと見つめたまま、お昼ご飯の時間になってしまった。

　私は一いつ緒しよにランチをするつもりだったけど、西内くんは違ちがったのかもしれない。

　もっとスケジュールを確かく認にんしておくべきだったかも。

【今日は何時くらいになりそうかな？】とメッセージを送ったところで、部屋の向こうからお母さんに声をかけられた。

「心春、今日は出かけるんじゃなかった？　お昼はどうするの？」

「……まだ待ち合わせ時間が決まってなくて。お昼は軽く食べようかな」

「じゃあ、サンドウィッチでも作るわね」

　もしランチをすることになっても大だい丈じよう夫ぶなようにと、軽めの昼食にしておいた。

　でも、お母さんがケーキを用意してくれていたので、食後に食べてしまった。

　甘いものは別腹だから、何とかなるかな……？

　お母さんとケーキを食べているときもずっとスマホを気にしていた。

　けれど、彼からの連絡は来ない。

　送ったメッセージにも既き読どくがついていない。

「心春、大丈夫？　浮かない顔しているけど、今日約束している人と何かあったの？」

「ううん、何もないよ。忙しいみたいでちょっと連絡が取れないだけ」

「そう、早くその人から連絡が来るといいわね」

「ありがとう、お母さん」

　ケーキを食べ終わった後、また自分の部屋へと戻もどる。

　千秋ちゃんや友達からのお祝いメッセージに返信しながら、西内くんを待つ。

　……でも、彼からは連絡がこない。

　十四時になっても十五時になっても、既読すらつかない。

　だんだん、西内くんのことが心配になってくる。

　もしかして、彼の身に何かあったの？

　外は雨が本格的に降り始めている。多少なりとも風も吹ふいている。

　彼の実家がどこかわからないけど、その辺りはもっと天気が悪いかもしれない。

　西内くんはどうやって移動してるんだろう。

　歩いて？　電車に乗って？　それとも……早朝だったら人ひと気けが少ないと判断して、空を飛んで戻ってきているのかな？

　もし、そうだったら……空を飛んでいるときにトラブルがあって、落ちてしまっていたらどうしよう。

　悪い方向にばっかり考えてしまい、いてもたってもいられなくなる。

　おとなしく連絡を待つべきかもしれないけど、気になって電話をかけてしまった。

『おかけになった電話は、電源が入っていないか──』

　耳元で流れる、機械的なアナウンス。

　電源が入っていないか電波が届かないところにいるから、メッセージも読まれていないの？

　そもそも、どうして連絡がつかないの？

　スマホを持つ手がふるえる。

　サーッと血の気が引いていくのがわかる。

　もしかして、本当に……西内くんに何かあったの？

　お願いだから、早く連絡をして。安心したいよ……。

　──私の願いは届くことなく、十九時になっても連絡は来なかった。

　出かけるはずだったのにずっと部屋にこもっている私を、お母さんはひどく心配していた。

「大丈夫？」と声をかけられても、答える元気もなかった。

　夜ご飯を食べないまま、ただひたすらスマホを握にぎりしめていた。

　私、ただ待っているだけでいいのかな？

　西内くんと連絡がつかないって、誰だれかに相談したほうがいいのかな。

　秀さんに話が聞けたら一番だけど連絡先を知らないし、まずは千秋ちゃんに相談してみようかな。

　こんな話をしても困らせるだけかもしれないけど……。

　電話をかけ、三回目のコールが鳴ったとき、トントンと窓を叩たたく音がした。

　なんだろう？　と思ってカーテンを開けると、窓の外にいるノエルちゃんと目が合った。

　どうしてノエルちゃんが、ここに……？

　窓を開けると、ノエルちゃんが部屋の中に入ってきた。

　私にむかってにゃあにゃあと鳴いている。西内くんみたいに会話はできないけど、必死に何か伝えようとしているのはわかる。

「ノエルちゃん、もしかして……西内くんがこの近くにいるの？」

「にゃ、にゃ！」

　ノエルちゃんが『そうだよ』と言っているように聞こえる。

「お願い、私を西内くんのところに連れていって！」

　ノエルちゃんはこくりとうなずくと、部屋の入り口まで走っていく。

　器用にドアノブにジャンプしてドアを開けた。小さな背中がとても頼たのもしく見える。

　ノエルちゃんと一緒に玄げん関かんへと向かう。

「お母さん、ちょっと出かけてくるから！」

　お母さんに一言声をかけ、返事を待たないで外に出た。

　ノエルちゃんを抱だっこして、エレベーターで一階まで降り、走って玄関口へと向かった。

　いつの間にか、雨は止やんでいた。

「西内くん……？」

　自動扉とびらを抜ぬけた先には、片手にほうきを持ったままの彼が待っていた。

　ほっとして泣きそうになる。

　ノエルちゃんは私の腕うでから西内くんの肩かたへと飛び移った。

「待たせて本当にごめんな。……ノエル、桜井を呼んでくれてありがとう」

　西内くんは私の姿を見るとすぐに頭を下げた。

　心なしか、弱々しい声だった。

　私に申し訳ないと思っているから……？

「何があったの？　スマホに連絡してもつながらなくて、すごく心配したんだよ？」

「いろいろとトラブルがあって……スマホは壊こわれたんだ」

　西内くんは話しながら腕時計を確認する。

「夜の八時か……もう遅おそいな。心配かけて、約束も守れなくて本当にごめん。別の日に必ず埋うめ合わせするから」

　もう今日はこれで終わりなんだと思った瞬しゆん間かん、急に世界が真っ暗になったような気がした。

　何かがプチッと切れたような、そんな感じがした。

「……それって、いつ？」

「え？」

「また何か月も待たないといけないの……？」

　無意識に口から出てしまっていた。自分でも驚おどろきを隠かくせない。

　西内くんが無事だったことを喜ぶだけでいいのに、どうしてこんなことを言っちゃうの？

「桜井……」

　ぽろぽろと涙なみだがこぼれる。泣き顔を見られたくなくて下を向く。

　きっと、西内くんを困らせている。

　でも、ガマンしていた気持ちがあふれ出てきてしまって、ブレーキがきかない。

「別の日じゃなくて、今日じゃないとダメだったんだよ！」

　西内くんは忙いそがしい人だからなかなか会えないって、わかったうえで付き合ってた。

　他ほかのカップルみたいに放課後や休日にデートができなくて、寂さびしくてもガマンしてた。

　だからこそ、誕生日の今日、デートの約束ができてすごくうれしかった。

　新しい服を買って、ヘアアレンジを何度も練習して、ウキウキしながらプレゼントを選んだ。

　カレンダーに印を入れながらカウントダウンして、何日も前から日記に〝デートが楽しみ〟って書いてた。

　その全部が、なんだかむなしい。

「本当はもっとデートしたいって思ってた。ずっとガマンしてたよ。でも……、特別な日にすら会えないなんて、さすがにつらすぎるよ」

「……寂しい思いをさせて、本当にごめん」

　西内くんは何度も謝ってくれてる。

　これ以上責めたって仕方ないってわかってる。

　今日遅くなったのにだってきっと理由があるはずなのに。

　どうして「気にしないで」って言えないの？

　西内くんが普ふ通つうの男の子だったら、こんなにガマンすることはなかったのかな。

　放課後や休日にはもっとデートして、定番のデートスポットに遊びにいったりとか。

　友達と恋こいバナをするのにも困らなかったんじゃないか、とか。

　もしかしたら、今日会えなかった理由にも魔ま法ほうが関係しているのかもしれない。

　どうしよう、魔法のことが嫌きらいになっちゃいそう。

　ネガティブに考えちゃいけないってわかってる。

　でも、もう止まらない。

　もし、私たちの恋れん愛あいに魔法が関係していなかったら……。

　魔法がなかったら……もっと楽しい毎日を過ごすことができたんじゃないの？




「……西内くんが魔法使いじゃなかったら、こんな思いをせずに済んだのかな」




　感情が高ぶっているせいで、思ったことをそのまま口にしてしまった。

　声に出した後ではっと我に返る。

　私、とんでもないことを言っちゃった、よね？

　絶対に西内くんを傷つける言葉だったよね……？

「西内くん、ごめん……！」

　あわてて顔を上げると、西内くんは悲しそうな瞳ひとみで私を見ていた。

「桜井が謝ることじゃない。全面的に俺が悪いから」

　西内くんは笑っていたけれど、明らかにぎこちなかった。

　どうしよう、冷静ではなかったとはいえ、西内くんを傷つけてしまった。

「今日はもう帰るよ。今月中にデートできるよう調整するから……本当にごめんな。遅くなっちゃったけど……誕生日おめでとう」

「西内くん……」

「おやすみ」

　西内くんを乗せたほうきは宙を舞まい、暗くら闇やみの中に消えていった。心なしか、ふらふらしているように見えたのは気のせい……？

　西内くんの姿が見えなくなった後も、しばらく動くことができなかった。

　涙が止まらない。こんな顔じゃ家に戻もどることもできない。

　楽しみにしていた誕生日があと数時間で終わってしまう。思い描えがいていたような素す敵てきな一日とは程ほど遠とおいものだった。

　西内くんと一いつ緒しよに過ごせなかったことよりも、今は彼を傷つけてしまったことがつらい。

　西内くん、今にも泣きそうな顔をしていた。

　思い出すだけで胸がきゅっと締しめつけられる。

　どうしてひどいことばかり言っちゃったの？　きっと何か理由があったんじゃない？

　こんなに遅くなっても、会いに来てくれたことを感謝すべきだったんじゃないの？

　──後こう悔かいしてももう遅いのに、心の中で何度も自分を責め続けていた。
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「ただいま……」

「心春、何かあったの？」

　家に戻るとすぐにお母さんが玄げん関かんまでやってきた。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。今日出で掛かける予定がなくなっただけだよ」

　泣きはらした顔を見られたくなくて顔を背そむけた。

「私、部屋に戻ってるね。今日はもうご飯いらないから」

「……そう、わかったわ。お腹なかが空すいたらいつでも言ってね」

「うん」

　お母さんはそれ以上なにも聞かないでいてくれた。気を遣つかってくれたのかな。

　心配かけちゃってごめんね、と心の中で謝った。

　部屋に戻ると、スマホの着信ランプがついていることに気がついた。

　二、三分前に千秋ちゃんから電話があったみたい。

　そうだ。西内くんのことが心配で、千秋ちゃんに相談しようとしていたんだった。

　すぐにかけ直して、何でもないって伝えなくちゃ。

　電話をかけるとすぐに繫つながった。

　もしかして待っててくれたのかな？

『電話なんて珍めずらしいじゃん。どうしたの？』

「えっとね……何でもないんだ。ごめんね……」

　千秋ちゃんの声を聞いてほっとしたのか、止まったはずの涙がこぼれ落ちる。

『心春、もしかして泣いてるの？　西内と何かあった？』

「……うん」

　どんどん涙があふれ出て、うまく話すことができない。

　突とつ然ぜん電話口で泣かれて、千秋ちゃんも困っちゃうよね。

　わかってるのにどうしようもできない自分が嫌いやになる。

　千秋ちゃんは、そんな私に助け船を出してくれた。

『ねえ、今から会いにいってもいい？』

「……え？　でも、もう遅おそいよ？」

『大丈夫、パパに車で送ってもらうからさ！　少しだけでもいいから、ダメかな？』

　千秋ちゃんの声が、言葉が、優やさしくてまた泣きそうになる。

　心配かけたうえに家まで来てもらうなんて悪いけど……甘えさせてもらってもいいかな？

「ありがとう、うれしい。そうだ、よかったら泊とまってく？」

『いいの？　いきなりで迷めい惑わくじゃない？』

「千秋ちゃんなら大だい歓かん迎げいだよ」

『わかった！　じゃあ今から準備して向かうね』

「うん」

　電話を切った後すぐにお母さんに確かく認にんをとった。

　千秋ちゃんは何度か遊びに来たことがあって、お母さんとも打ち解けている。

　もちろん答えはオッケーだった。




　一時間後、リュックを背負った千秋ちゃんが家にやって来た。Ｔシャツにショートパンツという服装で、いつもより足の長さが際きわ立だっている。

「お邪じや魔まします。突然おしかけてしまってすみません」

「千秋ちゃんならいつでも歓迎だわ。もうご飯は食べたの？」

「はい」

「じゃあ、後でお菓か子しでも持っていくわね」

「お気き遣づかいありがとうございます！」

　ひまわりのように明るい笑え顔がおを見ているだけで元気が出る。

　お母さんも千秋ちゃんに会えてうれしそうだった。

　私の部屋に行き、ふたりでベッドの上に座る。

　千秋ちゃんはリュックをひざの上に置くと、中から赤色のラッピング袋ぶくろを取り出した。

「誕生日おめでとう！」

「もらってもいいの？　ありがとう」

　ワクワクしながら封ふうを開けると、可愛かわいい飾かざりのついたヘアピンが三つ入っていた。

「わあ、とってもかわいい！」

「ホントは学校で渡わたそうと思ってたんだ。当日に会えてよかったー」

「うん……突然来てもらっちゃってごめんね？」

「あたしが勝手に押しかけただけだから、気にしないで。それで……西内とは何があったの？　まだ話すのはつらいかもしれないけど……」

　今日の出来事を言葉にできるほど、まだ心の整理はついていない。

　でも、誰だれかに話せば少し落ち着くかもしれないし、千秋ちゃんには聞いてほしいと思った。

「今日西内くんとずっと連れん絡らくがとれなくて、夜に少ししか会えなかったんだ。すごく心配して、会えなくて寂さびしくて……。〝西内くんが普ふ通つうの人だったらよかったのに〟って言っちゃったの。あっ、普通っていうのは、忙いそがしくなかったらって意味だよ。西内くんは家の手伝いとかでいろいろ大変だから……」

「うん、大丈夫。充じゆう分ぶんよくわかったよ」

　魔ま法ほうのことを隠かくしながら話したけど、うまく伝えられたかな……？

　話している途と中ちゆうは何度も涙なみだがこみあげてきて、手で何度も拭ぬぐった。

　千秋ちゃんはずっと背中をさすってくれて、その優しさがうれしかった。

「そっかぁ。心春、ずっと今日を楽しみにしていたもんね、つらかったよね」

「うん、でも……西内くんに事情を聞かないでひどいことを言っちゃって……反省してるんだ」

　なぐさめるように、千秋ちゃんは私の頭を撫なでてくれた。

「何かあったとしても、ここまで心配させた西内が悪いよ！　でも、たしかに最後の言葉は……心春に言われたらショックかもしれないなぁ」

「それは、私が彼女だから？」

「それだけじゃないかな」

　どういう意味なんだろう？　と思って首をかしげると、千秋ちゃんは空を眺ながめるように上を向いて話し始めた。

「あたし、小さいときからアニメやゲームが好きでさ。でも、周りに同じ趣しゆ味みの人がいなくてずっと隠してた。大したことじゃないけど、友達に話せないことがあるのは寂しかった。……そんなあたしが、初めて秘密を話したいと思ったのが心春なの。どうしてかわかる？」

「ううん」

　千秋ちゃんは私の目をまっすぐに見つめ、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「ヘンケンなく物事を見ることができる、心がキレイな心春なら、受け入れてくれると思ったからだよ。多分だけど、西内はそんな心春を好きになったんじゃないかな。西内さ、みんなには言えないヒミツ抱かかえてて、心春にだけは打ち明けてるんじゃない？」

「えっ、どうして……？」

「遠足のとき、心春を助けたのは西内なのに、二人とも本当のこと言わなかったじゃん。白鳥くんも何か気にしてるみたいだったし。今日心春の話を聞いて、やっぱ何かあるのかなって思ったよ」

　千秋ちゃん……気づいてたのに、何も聞かずにいてくれたんだ。

　なんて心が広いんだろう。

「全部話せなくて、本当にごめんね……」

「謝らないで！　心春は人のヒミツを簡単に話す子じゃないもん」

　千秋ちゃんの言葉一つ一つが、胸の痛みを和やわらげていく。

　私は彼女が言うような立派な人間じゃない。西内くんは私だけに打ち明けてくれたのに、千秋ちゃんにありのまま話せなくて後ろめたく思ってたもん。

　でも、私のことをこんな風に思ってくれる人がいるってことがうれしい。

「本当にありがとう。すごく元気でたよ。落ち着いてゆっくり考えてみるね」

「うん！　今日はいっぱい泣いちゃったけどさ、まだ誕生日は終わってないよ。残り数時間、笑ってすごそうね」

「そうだね！　久しぶりに千秋ちゃんの好きなアニメの話が聞きたいな」

「ほんと？　長くなるから覚かく悟ごしてよ」

　──それから私たちは、趣味やテレビ、学校のことなどいろんな話をして盛り上がった。

　千秋ちゃんがいなかったら、心が苦しいまま誕生日を終えていたと思う。

　すぐに駆かけつけてくれた彼女に心から感謝した夜だった。




　次の日。

　千秋ちゃんは「部活があるから」と言って学校に向かった。忙しいのに来てもらって申し訳なかったけど、助かったな。

　私も千秋ちゃんが困ったときには力になりたいと思った。

　部屋にひとりきりになると少し寂しく感じた。ここに誰かいるほうが珍しいのに、ふしぎだね。

　椅い子すに座り、ほおづえをついてぼんやりと考える。

　誕生日、デートできなくて残念だったなぁ。楽しみにしていた分とてもショックだった。

　西内くんはどうして夜まで帰れなかったんだろう。あのときは自分の気持ちばかりぶつけて、彼に事情を聞こうともしなかった。

　もっと冷静になっていれば、違ちがう未来が待っていたのだろうか。

　どうして感情的になっちゃったんだろう。

　あんなふうに感情をぶつけたことは、今までに一度もない。

　……ふと日記の存在を思い出す。

　日記を読み返して過去をふりかえれば、なにか答えが見つかるのかな？

　思いついたままに机の引き出しから日記帳を取り出し、最初から読み始める。




【デートに誘さそわれた！　こんなに早くデートができるなんて思わなかった】




　一日目の内容は、初めてデートに誘われたときの気持ちが書かれていた。

　あのときは〝忙しいのに時間を作ってくれてうれしい〟って思ってたな。

　……寂しい気持ちが勝ってしまったのは、いつからだろう？




【初めてのデートはオシャレな商店街を歩いた。初めて手を繫つないだ。すごくドキドキしたなあ。その後は海に行って、衝しよう撃げき的なヒミツを教えてくれた。西内くんの大事なヒミツ、絶対に守らなきゃ。サプライズでネックレスをくれて、すごくうれしかった】




　初デートは、まるで夢のなかにいるみたいに幸せな時間だった。

　西内くんは私だけに大事なヒミツを教えてくれた。

　許可をとって魔法を見せてくれて、彼にとって特別な存在になれたみたいでうれしかった。

　このヒミツを一いつ緒しよに守っていこうと心に誓ちかった。

　それなのに私は……友達に本当のことが話せなくて、後ろめたく感じたりしてた。

　西内くんはヒミツを共有する相手に私を選んでくれたのに……どうしてあんなことをいっちゃったんだろう。

　ネックレスをもらったことがうれしくて、よりいっそう二回目のデートが楽しみになった。

　だから余計に、なかなか会えなくて寂しかったんだと思う。

　この気持ちを素す直なおに伝えられていたら……何か変わっていたのかな？




【一年前、西内くんは私に本当の魔法をかけていた。恋こいの始まりは魔法だったんだね】




　ノエルちゃんを助けたことがきっかけで、彼は私を気にかけてくれた。

　私は西内くんが魔法をかけてくれたあの日、恋に落ちた。

　彼が魔法使いじゃなかったら、お互たがいのことを好きにならなかったかもしれない。

　このことを心に留めていれば、あんなことは言わなかったのに……。




【好きな人と心が通じ合っているって奇き跡せき的なことだよね。この恋をずっと大切にしたい】




　六月末の日記にはこう書かれていた。本当にその通りだと思う。

　好きな人と両りよう想おもいっていうだけで幸せなはずなのに、どうして欲よく張ばりになっちゃうんだろう。

　そもそも、付き合う前から〝普ふ通つうの恋れん愛あいはできない〟ってわかってたはず。

　それなのにどうして……『西内くんが魔法使いじゃなかったら』なんて言っちゃったんだろ。

　私は西内くんを誰だれと比ひ較かくしているの？

　周りと違うから、なんだっていうの？

〝彼に恋する気持ち〟が何より大切なんじゃなかったの……？




「私、バカだな……」

　普通の恋愛がしたくて西内くんと付き合ってるわけじゃないのに。

　彼のことが好きだから一緒にいたいはずなのに、友達の話に影えい響きようを受けすぎていたのかもしれない。

　明日あした、西内くんに謝って、何があったのかちゃんと聞いてみよう。

　それが今の私にできることだと思う。

　顔を合わせるのは気まずいけれど、早く会って話をして、仲直りがしたい。

　プレゼントも渡わたせるように、バッグの中に入れておこう。

　うまく話せるよう、今日中に気持ちを整理しておくことにした。




　──次の日、西内くんは金曜に引き続き学校を休んだ。

　アコちゃん先生によると体調不良らしい。

　そういえば、一昨日おとといもふらふらと空を飛んでいた気がする。あの時から体調が悪かったのかな……？　大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　突とつ然ぜん実家に戻もどったり、スマホが壊こわれたり、体調を崩くずしたりと、めずらしいことが立て続けに起こっている。

　いったい西内くんに何があったんだろう。

　もしかしたら、私が想像するよりも大変なことが起こっていたのかもしれない。

　事情を知りたいけど、どうしたらいいんだろう。

　お見み舞まいに行って本人から話を聞くのが一番だと思うけど、あんなことがあったのに会いに行ってもいいのかな。

　今は連れん絡らくが取れない状じよう況きようだし、勝手に押しかけるのは迷めい惑わくになるかもしれない。

　秀さんに話を聞けたらいいけど、連絡先を知らないし……。

「気難しい顔をしてどうした？」

「えっ？　いや、なんでも……」

　放課後、考えごとをしながら帰り支じ度たくをしていると、珍めずらしく白鳥くんから話しかけられた。

「ところで、西内のことで話があるのだが……」

「西内くんのこと？」

「ここでは口に出せない極ごく秘ひ事じ項こうのため、場所を移動してもよいだろうか」

「うん、わかった」

　西内くんのことで、教室では言えない話っていったいなんだろう。

　胸がざわざわする。

　何か嫌いやな予感がするのは、気のせいだよね？

　私たちはバッグを持って教室を出て、人ひと気けの少ない階段の踊おどり場まで移動した。

「それで……話っていうのは？」

「一昨日の朝、大規模な火事があったのは知ってるか？」

「火事？　ううん、知らない」

　白鳥くんの話によると、この辺りのタワーマンションで大規模な火事があったらしい。

　テレビやネットのニュースにもなっていたようだ。

　一昨日は西内くんのことで頭がいっぱいで知らなかったけど……白鳥くんはどうしてその話をしているの？

「ケガ人は多数いるものの、住民は全員無事だそうだ。あれほどの火事で犠ぎ牲せいが出なかったのは、奇跡に近いことらしい。その奇跡を起こしたのは……高校生くらいの魔法使いだそうだ」

「魔法使いが……？」

　心臓がバクバクする。魔法使いって、まさか……？

「ほうきに乗って、高層階にいる住民を助けていたそうだ。テレビや新聞でも取り上げられている。小さくて顔までは分からないが……」

　白鳥くんはスマホでネットニュースの記事を見せてくれた。

　消火活動中の写真もあり、空中には小さな魔法使いの姿が写っていた。

　たしかに小さくてよく見えないけど……これは西内くんだ。

　大好きな人だもの、間ま違ちがえるはずない。

　西内くんは体を張ってたくさんの命を救っていたんだ。

　それなのに私は……なんてことを言っちゃったんだろう。

「クラスメイトは俺様だとウワサしていたが、きっぱりと否定した。二度も同じ勘かん違ちがいをされては困るからな。一昨日の火事で人々を救ったのも……西内ではないのか」

　白鳥くん、やっぱり西内くんが魔法使いだって気づいてる。

　この真しん剣けんな表情からして、確信に近いのかもしれない。

　なんとかごまかさないと、西内くんの修しゆ業ぎようが失敗しちゃう……！

「うーん、この写真じゃ誰かよくわからないね。西内くんからは何も聞いてないよ。それに、確かく認にんしたくても、今は連絡が取りにくい状況なんだ……」

　白鳥くんには、誕生日に会えなくてケンカをしてしまったこと、スマホが壊れていて連絡が取れないことを話した。

「顔を合わせづらくてお見舞いに行くか悩なやんでたけど、やっぱり行こうと思う」

　西内くんの口から、一昨日に何があったのか話が聞きたい。

　会えなかった理由をちゃんと聞かずに怒おこっちゃって、ひどいことを言ってごめんって謝りたい。

　何よりも私……今、西内くんに会いたくてしかたないよ。

「それがいい。俺様も西内の身を案じていたのだ。桜井なら何か知っているかと思い、話をさせてもらった」

「白鳥くん、ありがとう。白鳥くんの分もお見舞いしてくるね」

　心を込めて、せいいっぱいの笑え顔がおでお礼を言った。

「ああ。……今日は笑顔で会いに行ってやれ。男は、好きな女の涙なみだより笑った顔が見たいものだ」

「ふふ、わかった。じゃあ、そろそろいくね！」

　彼に背中を向けて、階段を下りようとしたとき、なぜか「桜井」と呼び止められた。

「どうしたの？」

「これを……」

　いつのまにか白鳥くんの手には、一輪の花束が握にぎられていた。

　淡あわいピンク色の花は透とう明めいのフィルムに包まれ、手元には赤いリボンがついている。

「これはたしか……アミュラシア？」

「ああ、少し遅おくれたが誕生日プレゼントだ」

　私に花束を差し出す白鳥くんの顔が、ほんのり赤く染まっているように見えるのは……きのせいだよね？




　──ふと、過去の記き憶おくがよみがえる。

　オレンジ色の空の下、公園に男の子とふたり。

　顔を真っ赤にした、左右違う色の目の男の子。

　手には一輪の……赤いリボンのついた花束。

『俺の代わりに、この花が心春ちゃんを守ってくれるよ』

　照れくさそうに話す男の子から、お花を受け取った私は──。




「ありがとう、そうまくん！」

「……今、何と言った？」

「えっ？……あっ、ゴメン！」

　思わず口を押さえた。

　あれ、どうして私……『そうまくん』って言っちゃったんだろう。

　過去の記憶と今のシチュエーションがあまりに似ていたから、混乱しちゃったのかな？

「小学生のときにお花をくれた子も『そうまくん』って名前で、混ざっちゃったみたい。今思い出したんだけどね……」

　でも、こんな偶ぐう然ぜんなことってある？

　同じ魔ま法ほうのお花をくれた男の子が、同じ名前だなんて。

　記憶があいまいだけど、白鳥くんはどことなく男の子の面おも影かげがあるような気がするし……。

　眼帯で隠かくれているから見えないけど、もしかしたら白鳥くんも左右違う瞳ひとみを持っていたりして……？
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　──白鳥くんと西内くんの家に遊びに行った日の夜、私はクローゼットから昔のアルバムを引っ張り出した。

　お花をくれた男の子のことが気になったからだ。

　でも、どのページにも左右違う色の目をした男の子の姿はなかった。

　自分の部屋からリビングに移動して、お母さんにも聞いてみることにした。

『小学校のときに、男の子からお花をもらったことがあったと思うんだけど、覚えてる？』

『ああ、あったわねそんなことも。たしか一年生の途と中ちゆうで引っ越こしてきた男の子よ。でも二年に上がる前に転校しちゃってね。お別れのときにお花をもらっていたわ』

『そっかぁ、だから入学式の写真にもいないんだね。名前は覚えてる？』

『うーん、覚えていないわねえ。でも、もらったお花のことはよく覚えているわ。とてもふしぎなお花だったから』

　お母さんいわく、もらったお花はしばらく枯かれなかったらしい。

　水につけてなくても枯れないとわかると、私はランドセルにつけて学校に行っていたそうだ。

『でも、心春がジャングルジムから落ちたときに、衝しよう撃げきで花びらが散っちゃったの。心春は落ちたことよりもショックを受けていたわ』

『そうなんだ。……本当にふしぎなお花だったんだね』

　花びらが散った理由は、多分衝撃じゃない。

　持ち主の私を守って枯れてしまったんだ。

　やっぱりあのお花は、アミュラシアだったんだ──。
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「ねえ、白鳥くん。もしかして、昔お花をくれた男の子って──」

「──ハハハ、俺様もまだまだ未熟だな。小学生と同レベルの贈おくり物をしてしまうとは」

「いや、そんなことはないよ？」

　……やっぱり、人違いだったのかな。まぁ、こんな物語のような偶然があるわけないよね。

「だが甘いな。俺様の計画プランはこれで終わりではない」

　白鳥くんが指を鳴らすと、またたく間にお花はキーホルダーへと変わった。

「すごい！　かわいいね。カバンに付けるよ」

「この程度、息を吸うより容易たやすいことだ。……では、俺様はもう行く。さらばだ」

「うん、また明日あしたね」

　白鳥くんに手を振ふった後、くるりと身体からだの向きを変えて歩き始めた。
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　白鳥は心春の背中が見えなくなるまでずっと見守っていた。

（無事に西内と仲直りして、いつもの笑顔を取り戻もどせるといいのだが）

　……心から願っているはずなのに、胸がチクリと痛むのはなぜなのか。

　切なさを吐はき出すかのように、静かに深呼吸をした。

「帰るか」

「……想おもいを告げなくてもいいのか？」

　階段を下りようとする白鳥に誰だれかが声をかけた。

　見上げると、上の階から秀が顔をのぞかせていた。

（あれは……西内の叔父おじ上うえ。いつからそこにいたんだ？　というか、どうして学校にいる？）

「何のことですか」

　白鳥は動どう揺ようを悟さとられないよう、表情を変えずに答えた。

「あの花の持つ意味、知らないとは言わせねぇぞ。まぁ、花に興味がないアイツは知らないだろうがな」

「そんな話をしてもいいのですか。自分が魔法使いだと認めることになりますよ」

　秀は階段をゆっくりと下り、白鳥のいる踊おどり場で足を止めた。

「……名家白鳥家の坊ぼっちゃんの目はごまかせないと思ってたさ。蓮のことも、今回の件で広まっちまうだろうしな。俺としても心苦しいが、修しゆ業ぎようは失敗だ。今日は蓮の退学について話をしに来たんだ」

「魔法使いとバレないよう生活することが、西内の修業だったのですね」

　そうとは知らず、探さぐるような真似まねをしていた自分の行動を反省する。

（西内が退学してしまったら桜井が悲しがるだろう。なんとか退学を回かい避ひできればいいのだが）

　魔法使いの修業が厳しいということは白鳥も知っている。だが、見て見ぬふりをすることはどうしてもできなかった。

「たしかに西内は修業に失敗したかもしれません。ですが、彼が魔法を使わなければ、多くの命が失われていました。俺たちの魔法は、普ふ通つうの人々を助けるためにあるのではないですか？」

「白鳥くんの言う通りだが……難しいところだな。それにしても、君も相当のお人よしだな。ライバルがいなくなれば、普通はよろこぶだろうに」

（……その話に戻ってしまったか。まぁ、魔法使いで、しかも花が好きな彼にはごまかせないだろう。持ち主を危険から守ってくれる花、アミュラシアの花言葉が──一いち途ずな愛だと知っているだろうから）

　白鳥は、観念したようにため息をついた。

「好きな人の幸せを願うのが男の務めです」

「それで後こう悔かいしないのか？　人生は一度きりだぜ。もしうちの甥おいっ子に遠えん慮りよしてるなら──」

「西内とは、いつか腹割って話せる友人になれると思っています。だから俺は、彼が魔法使いと打ち明けて欲しかったのです。……なので、俺はふたりが幸せなら何の文句もありません」

「カッコいいねえ。俺が女だったら惚ほれてるよ」

　男に言われてもピンとこないが、秀の言葉は素す直なおにうれしいと思った。

「ありがとうございます。でもまあ、もし彼女に何かあったときには……俺が一番に守ってやりたい、くらいには思ってますけどね」

　白鳥はそう言い残して秀のもとを去った。




　──小学校一年の夏、白鳥は父親の仕事の事情で転校した。

　親に『この街にとって魔法使いは物もの珍めずらしい存在。魔法を使うと友達ができないかもしれない』と言われた彼は、魔法使いであることを隠した。

　それまで当たり前のように魔法を使っていたため、魔法に頼たよらない生活はつらく感じた。

　魔法以外に自分を表現する方法を見つけられず、自分からクラスメイトに話しかけることができずにいた。

　そんな彼に、最初に話しかけたのが心春だった。

　白鳥は、優やさしい彼女に一いつ瞬しゆんにして心を奪うばわれた。

　それは彼の初はつ恋こいだった。

　だが、すぐにまた転校することになり……心春にもう会えないと思った白鳥は、最後に花をプレゼントすることにした。

　アミュラシアが〝好きな人に贈る花〟だということはもちろん知っていた。

　普通の人間である彼女に知られることはない、ということもだ。だからこそ渡わたすことができたのだろう。

　花をあげたときの彼女の笑え顔がおはとても眩まぶしく、しばらく忘れることができずにいた。

　時間は流れ、少しずつ初恋が思い出に変わっていき、思い出すこともなくなっていた頃ころ──白鳥はまた、彼女と出会った。

　そして、昔と同じように、心春は誰よりも先に白鳥に話しかけた。

　子供の頃とまったく変わらない、心がきれいな彼女に……白鳥は二度目の初恋をした。

　そのあとすぐに、心春と西内が付き合っていると知ってショックを受けたが──。




　──俺は桜井が好きだから……好きだからこそ、心から彼女の恋を応おう援えんしたい。




　──たとえ自分の手で幸せにできなくても、彼女の笑顔が見られる、それだけで充じゆう分ぶんなんだ。
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　秀さんのお家に着いた頃には、すでに日が沈しずみ始めていた。

　私の姿を見つけると、秀さんはすぐに店から顔を出した。

「心春ちゃん、来てくれてありがとな。今お客さんがいて手が離はなせないんだ。蓮は二階にいるから、裏口から上がっていってくれ」

「わかりました。急にお邪じや魔ましてすみません……」

　私が謝ると、なぜか秀さんが申し訳なさそうに笑った。

「こっちこそ心配かけてすまなかった。甥っ子のこと、これからもよろしくな」

「もちろんです……！」

　秀さんとの話を終えた私は、裏口から二階へと上がる。

　すごく緊きん張ちようするけれど、ふしぎと会うのが怖こわいとは思わない。

　伝えたい気持ちがはっきりとわかっているからだろうか。

　西内くんの部屋の前で立ち止まり、二回ノックをした。

「……桜井です。お見み舞まいに来たの」

「どうぞ入って」

「ありがとう」

　ドキドキしながらドアノブを回す。

　開けた視界の先には、少し顔色が悪い西内くんの姿があった。ベッドから身体からだを起こしてこちらを見ている。ノエルちゃんの姿は見当たらない。

　私が来たことに驚おどろいていないようだけど、事前に秀さんから聞いていたのかな？

「来てくれてありがとう。心配させてごめんな」

　西内くんの優しい顔を見て胸が苦しくなる。

　笑顔を見せるよう言われてきたのに、もう泣いちゃいそうだよ。

「西内くん、私……」

　ちゃんと謝らないといけないのに、涙なみだをこらえることに必死で言葉が出てこない。

　ダメだなぁ、私。こんなんじゃ西内くんに呆あきれられちゃう。

　どうしたらいいかわからなくなってうつむいていると、「桜井」と名前を呼ばれた。

　顔を上げると、西内くんは切なそうに笑いながら両手を広げていた。




「……おいで？」




　感情が一気にあふれ出たような気がした。

　西内くんが好き、大好き。

　それ以外のことは何も考えられなかった。

　迷うことなく西内くんの胸に飛び込んだ。ガマンしていた涙がこぼれ落ちる。

　ぎゅっと抱だきつくと、彼の体温が伝わってきた。

　いつもより熱いのは、熱があるからなの？

「西内くん、あの日、火事から人を救ってたんだよね？　何も知らなくて、ひどいことを言っちゃって……本当にごめんなさい」

「桜井が謝ることは何もないよ。俺こそ約束を守れなくてごめん。火事のことも話すべきだった。余計な心配をかけたくなかったんだ」

「ううん、あの時私からちゃんと聞くべきだったよ。私、全部聞きたい。あの日、何があったのか教えてくれる……？」

「もちろん、全部話すよ」

　西内くんが腕うでの力をゆるめたので、身体を起こして向かい合うように座った。

　たくさん泣いたせいで顔が大変なことになっているはず。

　恥はずかしくて目を合わせられずにいると、西内くんは指で涙を拭ぬぐってくれた。

「そもそも俺が実家に戻もどったのは、仕事中に大ケガを負った父さんのお見舞いをするためだったんだ」

「そうだったんだ……お父さんは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「命に別状はないケガだから安心して。本人は元気って言ってるけど、まだ自由には動けない。だから簡単な仕事を手伝ってから帰ることにしたんだ」

　まさか、そんな大事な理由で実家に戻っていたなんて……。

　何も知らなかったとはいえ、怒おこってしまった自分が情けない。

「ごめんね、私……」

「謝らないで。父さんのこともちゃんと話せばよかったね」

　西内くんは、また泣きそうな私の頭を優しくなでてくれた。

　ふしぎと心が落ちついていく。魔ま法ほうをかけてくれたのかな、なんて思っちゃう。

「……それで、一昨日おとといの朝に火事の現場に出くわしたんだ。タワーマンションは炎ほのおに包まれていて、黒い煙けむりがのぼっていて、身体まで響ひびくくらいのサイレン音だった」

　西内くんの表情が硬かたくなる。

　思い出すのもつらい、怖い体験だったのかな……。

　彼は一呼吸置いて、さらに話を続けた。

「最初はどうしたらいいか分からなかった。俺みたいな素人しろうとがでしゃばったら、救助のジャマになるかと思った。でも、放ほうっておけなくて、マンションに近づいた時……逃にげ遅おくれた住人が、下にいる俺に手を振ふって助けを求めたんだ。それからはもう、無我夢中だった」

　西内くんは住人をひとりずつほうきに乗せて、地上まで運んだらしい。

　煙を何度も吸いそうになったり、火傷やけどをしそうになったそうだ。

　最後のひとりを助けたときにはもう体力と魔力は底をついていて……西内くんは倒たおれた。

　目を覚ましたときには夜になっていたそうだ。

「医者には一日入院するように言われたけど、俺はどうしても桜井に会いたくて……反対を押し切って帰ってきた。救助の途と中ちゆうでスマホを落としたみたいで、連れん絡らくしたくてもできなかった。心配かけてごめんな」

　西内くんは体を張ってたくさんの命を救っていた。ボロボロになっても、私のために帰ってきてくれた。

　そんな彼に私はなんてことを言っちゃったんだろう。

　後こう悔かいしたって遅おそいのに、罪悪感で胸がいたい。

　許すとか許さないとか、そういう次元の話じゃなかった。怒るべきじゃなかった。

　ちゃんと西内くんから話を聞くべきだった。

　そうしていれば、あの時「会いに来てくれてありがとう」って伝えられたかな？

　でも、何よりも、今心から思うのは──。




「西内くんが無事で本当によかった……！」




　西内くんの話を聞いている間、冷や汗あせが止まらなかった。

　もし、彼が火事に巻き込まれていたら。

　もし、たくさん煙を吸ってしまっていたら。

　住民を運んでいる最中に、熱風にあおられてほうきから落ちてしまっていたらと思うと怖くてたまらない。




「命をかけて人々を守った西内くんはすごく立派で、誇ほこりに思うよ。でも……もう危ないことしないで」




「桜井……」




　いろんな感情がもみくちゃになって、涙が込み上げてくる。

　西内くんはそんな私を包みこむように抱きしめた。

　トクン、トクンと規則的な音を聞くと安心するのはなぜだろう。

「桜井には笑え顔がおでいてほしいのに、泣かせてばっかりだな……。今まで寂さびしくさせていたことも、反省してる」

「西内くんは付き合う前にちゃんと教えてくれたよ。忙いそがしくても毎日一いつ緒しよに帰ってくれたり、デートの時間を作ってくれたのに……私が欲よく張ばりだったの。大切なことが見えなくなってた」

　西内くんの腕の力がゆるむ。顔を上げると、彼は愛いとしそうな瞳ひとみで私を見つめていた。




「だけど、ヒミツがバレてしまったから……もうここにはいられないと思う。これから先もっと会えない日々が続くと思う。……俺が魔法使いじゃなかったら、桜井を幸せにできたのかな」




「そんなこと……」
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　彼の私を見つめる瞳、ほおに触ふれる指、切なげな笑顔。そのすべてに気持ちが込められている。本当に大切に想おもってくれていることが伝わってくる。

　もし、西内くんが実家に戻ってしまったら、今までのように学校で会えなくなる。

　考えただけで胸がはりさけそうで、悲しくて、涙がこぼれるけれど……。

　私は、西内くんを好きになったことを心から誇りに思う。

　この今の素す直なおな気持ちを、ちゃんと言葉にしたい……！




「西内くんはすごくかっこよくて、私のヒーローだよ！」




　西内くんの話を聞いて、魔法使いは、特別な力で人々を助けるヒーローなんだと思った。

　私の彼氏は魔法使いなんだって、胸を張ってみんなに伝えたい。

　隠かくしておくなんてもったいないくらいだ。

　初めてのお付き合いで勝手がわからなくて、大切なことを見失っていたのかもしれない。

　今までの私は、普ふ通つうであること、周りと同じであることにこだわりすぎたのかもしれない。

　恋れん愛あい系のドラマやマンガ、友達の話に影えい響きようを受けすぎたらダメ。

　私たちには私たちの付き合い方がある。

　何より、魔法使いは、私たちの恋愛は……普通よりもずっといい、特別なものだと思う。

　ずっと迷めい路ろの中でさまよっていたけど、ようやくゴールを見つけられたような気がする。




「西内くんの魔法は、人を幸せにする素す敵てきな力だよ。私、西内くんが魔法使いでよかった！」




「俺……桜井のことが本当に好きだよ。もう絶対に泣かせたりしないから」




「私も、西内くんのことが大好き」




　甘い空気がふたりを包み込む。西内くんの顔が、少しずつ近づいてくる。

　私は自然と目を閉じて、その瞬しゆん間かんを待った。

　西内くんの唇くちびるの感かん触しよくがしたとき、今までで一番ドキドキした。

　やわらかくて、あったかい。

　幸せすぎて胸がいっぱいになる。これ以上ないほどに、好きという気持ちが高まっていく。

　世界が変わったような気がする。新しい私になったみたいだ。

　キスって、まるで魔法みたいだなあ。

　……唇が離はなれた後、ゆっくりとまぶたを開ける。

　一瞬目が合ったけど、恥はずかしくてすぐに逸そらしてしまった。

　西内くんも照れているのか、横を向いている。

「そうだ、遅くなっちゃったけどこれ……」

　少しの沈ちん黙もくが続いた後、西内くんは枕まくらの下から白くて小さな箱を取り出した。ピンク色のリボンがとてもかわいい。

「もしかして、誕生日プレゼント？」

「ああ。気に入ってもらえたらいいんだけど」

　ていねいに結び目をといて箱を開けると、赤い革かわのブレスレットが入っていた。

　シンプルだけど、どこかで見たことがあるようなデザインだ。

「これって、西内くんがつけていたものと似てるよね？」

「同じデザインだよ。ペアのものが欲しいと思って……」

　西内くんのほおが赤く染まっていく。

　同じことを考えていたなんて、うれしい。

　しかも、茶色と赤色の革製品のおそろいだ。

「ありがとう、とってもオシャレでかわいい！　ずっと大切にするね。実は私もね、プレゼントを持ってきていたの」

　私はおそろいのスマホケースを西内くんに手て渡わたした。

「茶色と赤色、しかも革だなんて……運命的だな。スマホケース、ずっと欲しかったんだ。新しいスマホを買ったらすぐにつけるよ、ありがとう」

「うん！」

　誕生日プレゼントをもらえた。私からも渡わたせた。

　ペアのアイテムがふたつも増えた。

　今まで以上に会えなくなったとしても、このペアのアイテムがあれば頑がん張ばれる気がする。

　今は何よりも西内くんとこうやって笑い合えていることが一番うれしい。

　ほんの短い時間でも好きな人の傍そばにいられる。それだけでとっても幸せだよ。

　この恋こいをずっと大切に守っていきたい。

　そのためにも、誕生日から今日までの出来事は忘れないでいたい。

　もし心に迷いが出たときに、すぐに思い出せるように。

『私の彼は、最高にカッコいい魔法使いなんだ』って──。




　──それから二日後、西内くんは元気になり、学校にも登校できるようになった。

　そして、この二日間で、彼を取り巻く環かん境きようは大きく変わっていた。

「まさか西内まで魔法使いだったなんてな！　水くせぇなぁ、話してくれればいいのに」

「ごめん、修しゆ業ぎようの一いつ環かんで言えなかったんだ」

　今日は臨時の全校朝礼があり、西内くんは校長先生から表ひよう彰しよう状じようを受け取った。

　警察署からも感謝状をもらうことになっているらしい。

　西内くんは〝火事から人々の命を救った魔法使い〟として、テレビや新聞で報道された。

　今では、学校中が西内くんのヒミツを知っている。

　全校朝礼の後は、教室に戻もどってきた西内くんをクラスの男子が取り囲んでいる。

　どうやって人を救ったのかなどの質問を受けていた。

　西内くんはちょっと疲つかれているみたいだったけど、心なしかうれしそうだった。

　私は、玲奈ちゃんをはじめとして、クラスの女子から「西内くんってすごいね」「最高にかっこいい彼氏だね」と声をかけられた。

　西内くんがみんなのヒーローになって誇ほこらしいけど、少しだけ寂さびしい気もする。

　私と彼だけのヒミツっていうのも悪くなかったなって思っちゃう。

　こういうの、無い物ねだりっていうんだろうな。

「西内、転校にならなくてよかったね」

「うん、また違ちがう修業をすることになったんだって」

　今回のことで西内くんのヒミツはバレてしまったけど、修業の失敗にはならなかったらしい。

　秀さんは「命以上に大事なものはない、お前は偉えらかった」と西内くんをほめたそうだ。

　最初は修業失敗とみなして退学にしかけたけど、白鳥くんや街の人々、クラスメイトの声を聞いて考え直したらしい。

　一番の決め手は、私の言葉だったそうだ。お見み舞まいに行った日、秀さんは西内くんの部屋にまでお菓か子しを届けようとして、私たちの会話を聞いてしまったらしい。

　秀さんにはお礼を言いたいけど、しばらく顔を合わせるのは恥ずかしいな……。

　千秋ちゃんには、今まであったことを全すべて話した。

「いろいろ隠していてごめんね」と謝ると、からっと笑って「心春が謝ることはひとつもない」と言ってくれた。

　彼女と友達になれて本当によかったと思った。




　──放課後になると、西内くんは私の席までやってきた。

「桜井、この後予定ある？」

「特にないけど、どうしたの？」

「もしよかったら……デートにいかないか？」

　デートという言葉を聞いて心が跳はねた。

　でも……私は西内くんの体調が心配。

「すごくうれしいけど、まだ病やみ上がりだよね？　無理しなくてもいいんだよ？」

「もう体力も魔ま力りよくも回復しているから平気だよ」

　何度か同じやりとりをしていると、隣となりの席からコホン、と咳せき払ばらいが聞こえた。

「貴様ら二人のそばにいると、暑くてのぼせてしまいそうだ」

　私たちはまたまた白鳥くんにからかわれてしまった。

「白鳥……ずっと隠していてごめんな」

　西内くんは、申し訳なさそうな顔で謝っていた。

　西内くん自身も、みんなに隠かくしごとするのはつらかったのかな……？

「俺様こそ、探さぐるような真似まねをして悪かった。これからは貴重な同志としてよろしく頼たのむ」

「ああ。……じゃあ、俺たちはそろそろ行こうか」

　西内くんは私に視線を移すと、穏おだやかに笑った。

　こうやって、当たり前のように一いつ緒しよに帰れることがうれしい。

　この気持ち、ずっと大切にしていきたいな。

　二人で教室を出ようとすると、白鳥くんが西内くんを呼び止めた。

「西内」

「どうした？」

　白鳥くんは立ち上がると、両りよう腕うでを胸の前で組んだ。

「もう二度と桜井を泣かせないと約束しろ」

「……約束するよ」

「それを聞いて安心した。呼び止めて悪かったな」

「ああ、じゃあまた明日あしたな」

　西内くんは白鳥くんに背中を向け、教室の出入り口へと向かった。

　私は白鳥くんに「またね」と簡単な挨あい拶さつをして、西内くんの後をついていく。

　白鳥くん、どうしてあんなことを言ったんだろう？

　この前いろいろ相談しちゃったから、心配かけちゃったのかな。

　私が西内くんのお見舞いに行くことができたのは、白鳥くんに話を聞いてもらったおかげだと思うし、明日あらためてお礼を言おうと思った。




　げた箱で靴くつに履はきかえて校舎を出ると、校門付近に人が集まっていることに気づいた。

　うちの生徒も多いけど、私服でカメラやマイクを持っている人もいる。

「あの人たち、もしかして……西内くんを待ってるのかな？」

「その可能性はあるかもしれない。今朝、家の前にもマスコミ来てたし……」

「ええ、芸能人みたいだね。どうしよっか？」

「すぐに落ち着くと思うけど……今は歩いて帰るのは厳しそうだな」

　西内くんは小さくため息をつくと、なぜか校門とは逆方向に歩き始めた。

「西内くん、どこに行くの？」

「人ひと気けの少ない場所」

「……どうして？」

「これで帰るからだよ」

　西内くんはスクールバッグから竹ぼうきの柄えをちらりと見せた。

　そっか、その方法があったね。

　人だかりを見たときはどうしようって不安になっちゃったけど、今はワクワクしてる。

　西内くんも同じなのか、いたずらっこの少年のように笑っている。

　私たちは校舎裏まで移動した。誰だれもいないし、日ひ陰かげが涼すずしくて気持ちいい。

　早さつ速そく西内くんはバッグからほうきを取り出す。

「空の旅へと出かけましょうか、お姫ひめ様さま」

「お、おひめさま……!?」

　突とつ然ぜん王子さまのようなセリフを言われて、かあっと顔が熱くなる。

「ごめん、ちょっと調子に乗った。……自分で言ったくせに、恥はずかしくなった」

　赤い顔を手で隠す西内くんがかわいくて、思わず笑ってしまった。

「……笑うなんて、ひどいな」

「ごめんね。ビックリしたけど、うれしかったよ。王子様みたいでかっこよかった！」

「このタイミングでそんなこというなんて、反則だから」

　ますます赤くなる顔を見て、西内くんは素す直なおで純じゆん粋すいな人なんだなって思った。




　──私たちは空を飛んで、学校から人気のショッピングモールへと向かった。

　空を飛ぶのはもう怖こわくないけど、この距きよ離り感かんはまだ慣れないなぁ。

　後ろから抱だきしめられているみたいで、ずっとドキドキしていた。

　人ひと気けの少ないところで地上に降りた後は、ウインドーショッピングを楽しんだ。

　火事のことで西内くんは有名になったから、いろんな人に話しかけられないか心配してたけど大だい丈じよう夫ぶだった。

　一通りお店を巡めぐったあとは、私がよく行くドーナツ店で休きゆう憩けいした。

　私の好きなお店を紹しよう介かいしたいと思ってたからうれしい。

　西内くんは「雰ふん囲い気きがいいし、おいしいね」と喜んでくれた。

　ふたりとも、腕にはおそろいのブレスレットをつけている。

　学校ではアクセサリー禁止なので、ドーナツ店でつけた。

　持ってくるという相談はしていなかったのに、考えていることが同じでビックリ。

　付き合っていくうちに考え方が似てきたのかな？

「スマホ、前と同じ機種なの？」

「そう。ショップに行ったら、無料で新品に替かえてもらえたんだ。桜井にもらってケースもつけられたし一石二鳥だったよ」

「ふふ、よかった」

　西内くんはスマホケースを気に入ってくれてるみたい。

　デザインに悩なやんだけど、革かわのものにしてよかった。

　ブレスレットとおそろいだしね。

「今日は夜よる遅おそくなっても大丈夫？」

「うん、家に連れん絡らくしておいたから大丈夫。そうだ、お母さんがね、一度お家うちに遊びに来てって言ってたの」

　西内くんと仲直りした後、お母さんには彼氏ができたことから、誕生日に起きたことまで全部話した。もちろん、彼が魔法使いってことも。

　お母さんはとても驚おどろいていたけれど、『魔法使いが恋こい人びとだなんて毎日が楽しそうね』と受け入れてくれた。

「俺も行きたい。誕生日の時は心配をかけただろうし、ちゃんと謝りたいって思ってた」

「気にしないで。お母さんは人助けをした西内くんのこと、すごいって感動してたよ」

「それはうれしいな。今度うちの実家にも遊びに来て。桜井のことを両親に話したら、二人とも会いたいって」

「私も会ってみたい！」

　西内くんのお父さんとお母さんか、どんな人なんだろう。

　きっと美男美女の素す敵てきなカップルで、優やさしい人たちなんだろうなぁ。

「ちなみに、うちの父さんとおじさんは双ふた子ごなんだ」

「えっ、そうなの？」

「顔はそっくりだけど、雰囲気が全然違ちがう。父さんはなんていうか、もっとワイルドな感じ」

　秀さんをワイルドにした感じかぁ、あまり想像できないなぁ。

　かっこいいのは間違いないよね。

　──それからしばらくは、お互たがいの家族についての話で盛り上がった。

　ある程度話し終わったあと、西内くんが、

「そういえば、白鳥はどうして桜井が泣いてたって知ってるんだ？」

とつぶやいた。

「実は、誕生日の時のことを相談したんだ。火事のことを教えてくれたのは白鳥くんなの。西内くんのお見み舞まいに行くか悩んでいた私の背中を押してくれたよ」

「そうだったのか……桜井と早く仲直りできたのは白鳥のおかげだったのか」

　なぜか西内くんはフキゲンそう。こんな表情、初めて見た。

　どうしたんだろう？

「西内くん、何か怒おこってる？」

「いや、怒ってはないけど……ちょっと妬やいた」

「えっ？」

「俺の知らないところで、二人で話してたって想像すると……。ゴメン、心が狭せまいな」

　まさか、西内くんがヤキモチを妬いてくれるなんて……。

　西内くんには申し訳ないけど、うれしい。

「これからは気をつけるね。ありがとう」

「お礼を言われると、なんか複雑だけどな」

　困ったように笑った顔はなんだか可愛かわいくて、胸がキュンとなった。

「こういう放課後のデートも楽しいな。今度、映画でも観に行こうか。時間作るから」

「行きたい！　実は、他ほかにも行きたいところがあるんだ」

「行きたいところ、全部教えて。時間はかかるかもしれないけど行こう」

「やったぁ。あとはね、水族館に動物園、最近できたカフェにも行きたいの」

　西内くんはにこにこしながら私の話を聞いてくれた。

　私はいろいろと難しく考えすぎていたのかもしれない。

　もっと会いたいとか、憧あこがれのデートがしたいとか、素直に話してみればよかったんだ。

　西内くんといろんなところに行って、たくさんの思い出を作っていきたいな。




　──ふたりでいるとあっという間に時間が過ぎていった。

　もう外は真っ暗だ。

「そろそろ行こうか」

「うん」

　西内くんいわく、ここからがメインイベントだそうだ。

　夜になってから、私を連れていきたい場所があるみたい。

　どんなところだろう？

　人ひと気けの少ない場所を探すと、西内くんは周りから見えなくなる魔ま法ほうをかけ、竹ぼうきを準備する。

「しっかりつかまって」

「うん」

　西内くんの背中にくっつくように乗ると、ほうきは夜空に向かって飛び始めた。

「今までより高いところまで飛ぶつもりだから、怖かったら教えて」

「心配しないで、平気だよ」

　初めての夜の飛行で高いところまで飛ぶなんて、本当はちょっと怖い。

　でも、彼のことを信しん頼らいしているから、安心して任せられるよ。

　西内くんはゆっくりと高度を上げていく。

　さっきまでいたショッピングモールが小さくなっていく。

　住宅やビルの灯あかり一つ一つが星のように見える。

「まるで星空の上にいるみたい！」

「きれいだろ？　でも、本物のほうがもっとすごいよ」

「……ホントだ！　すごい星の数！」

　夜空には、こぼれそうなほどの星が輝かがやいていた。

　こんなにキレイな星空を見ることができるなんて！

　この感動を言葉にするのは難しいな。

　写真におさめることすらできないと思う。

　だからこそ、しっかりと目に焼きつけておこう。

「本当は、誕生日にこの景色を見せてあげたかったんだ。遅おそくなってごめん」

「もう謝らないで。気持ちがうれしいもん。来年の誕生日は一いつ緒しよに過ごそうね。西内くんの誕生日、はりきっちゃうから」

「俺も、来年の……心春の誕生日を、最高の一日にするって約束する」

　えっ？　今、西内くん、私の名前を呼んでくれた？

　聞き間違い……じゃないよね？

　名前を呼ばれただけなのにすごくドキドキしてる。

　私も、ずっと前から、名前で呼んでみたいって思っていたの。

　なんだか照れくさいし、勇気がいるけど……頑がん張ばってみよう。

「れ、蓮くんの傍そばにいるだけで、毎日が最高の一日になってるよ」

「ありがとう。……なんだか照れるな。空を飛んでる状態でよかったかも」

「私、多分顔真っ赤だと思う」

「俺も」

　照れを隠かくすようにふたりで笑い合う。

　満天の星の下で、初めてお互いの名前を呼び合った。

　こんなシチュエーション、なかなか経験することはできないと思う。

　普ふ通つうよりももっと特別な、キラキラした思い出が増えていく。

　その一つ一つを、大切に心にとどめておきたいと思った。







　──私の彼氏は魔法使いだ。

　普通の人にはない特別な力を持っている。

　彼は、学校の授業とは別に魔法の勉強をしないといけなくて、いつも忙いそがしい。

　魔法使いの彼にビックリすることもある。

　もしかしたら、これからもっと大変なことが待ち受けているかもしれない。




　それでも、私は魔法使いの彼を好きになり、付き合えたことを誇ほこりに思ってる。

　会えなくて寂さびしいときもあるけれど、蓮くんも同じ気持ちだって信じてる。

　もう迷ったりしない。自分の気持ちを見失ったりしない。

　何かあった時には、心の中でこう呪じゆ文もんを唱えよう。







　彼の魔法は人々を喜ばせる、素す敵てきな力だ。

　私にたくさんの感動をくれる。夢みたいにロマンチックな思い出をくれる。




　西内くんは最高にカッコいい、私のヒーローなんだ！








あとがき









　滝たき沢ざわ美み空くです。このたびは『それでも、西内くんと恋がしたい』を最後までお読みいただきありがとうございました。

　本作品は〝イマドキ男子が魔ま法ほう使つかいだったら面おも白しろいかもしれない〟というアイディアから生まれたものです。クールな西にし内うちくんと、中二病と見せかけて全すべて本当のことを言っている白しら鳥とりくんという二人の魔法男子を書くことができ楽しかったです。特に白鳥くんは、当初はもっと中二病全開でしたが、諸事情によりセーブすることとなりました（笑）。

　心こ春はるちゃんと西内くんの恋れん愛あいにドキドキしていただけたらとてもうれしいです！

　最後に、角川ビーンズ文庫編集部の皆みな様さま、素す敵てきなイラストを描かいて下さった朝あさ香かのりこ先生、校正、デザインなど本作品に携たずさわって下さった皆様に心から感謝いたします。
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